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「勝つのは好きだけど、戦いは嫌いね」

　紫の瞳ひとみに紫の髪の、幼くて、やんちゃそうで、すごく気が強そうで、それでいてどこか高貴な少女は、ドレス姿に木剣という妙な出いで立たちでそんなことを言う。

　ちなみに俺おれは今よりずっと幼くて、見ててみじめになるぐらいボコボコにされて、その紫の瞳の少女に、椅い子すにされていた。

　つまりはこれも昔の夢。

　夕暮れの王城、バラ園での、幼いころの記憶である。

「大きいねえさまも、小さいねえさまも、妹も、みんな、好きよ。国民も好きだし、あんたのことも好き。あんたのおじいさまは、大好き。おばあさまはなにを考えてるかわかんなくてちょっと苦手だけど、おとうさまも好きだしおかあさまも好き。

　だからあたしは、大好きな人たちと争いたくなんかないの。

　強くなりたいなぁ……もっともっと」

　少々脈絡がないように思える台詞せりふも、この少女のものならば理解できる。

　こいつにとって、強くなることは、未来の争いを失なくすことと同義だった。

「強ければ願いは叶かなうわ。

　あたし、一人で一万人に勝てるぐらいに強くなって、自由になりたい。

　王家とか関係ないぐらい強くなって、いろんなつまんないこと、したくない。

　世界史とか、礼儀作法とか、そういうの、したくない。

　それに……継承権争いも、したくない」

　これはまだ、一万人という数を知らなかったころの話。

　個人の強さに『限界』があるなんて、想像もしていなかったころの話だ。

「あたし、『勇者』になるわ。あんたのおじいさまみたく、強くて、自由な人になる！　そしたらあんたも、あたしの仲間にしてあげるわ！　感謝なさい！」

　当時の俺おれは、この少女に絶対服従だった。

　だから、俺の返事はないまま、少女はまた、独り言に戻る。

「でもあんた、よわっちいから、あたしの仲間になるにはまだまだね。

　あたし、強くなるから、あんたも強くなんなさいよ。

　そしていつか、あたしに勝てるぐらい強くなったら、その時は――」

　その時は。

　……夢というのは、どうしてどうでもいい部分は詳細に覚えていて、重要な部分はその当時抱いた感情しか覚えていないのだろう。

　記憶を探ってもあいまいで、紫の瞳ひとみの少女の笑顔しか思い出せない。

　でも、その笑顔が、期待が、約束が、照れたような顔があんまりにもまぶしくて――

　俺は深く絶望していたことだけ、はっきりと覚えている。



















一章　風ふ呂ろ焚たき勇者と修道王女



　　　　　　　○



　旧友とガチの殺し合いをした翌週である。

　なんかすさまじく疲れることを先週はしてしまったのでしばらく働きたくない……というか一生働きたくないのだが、そうも言ってられない。今日も魔王城では、魔王と竜人と人じん狼ろうがおなかを空すかせているし、洗濯物はたまるし、掃除をしないといけないのだ。

　というわけで職業『勇者』、主な仕事内容『家事全般』の俺おれに安息の日などない。

　今日も魔王城の洗濯物を一手に引き受けつつ、竜人に掃除を手伝わせたり暇だ遊べと迫ってくる魔王をあしらいながら、人狼に無難な料理を作るよう指示している。

　魔族なんだから噂うわさに聞く魔法……魔族の血を代償に奇跡を起こす方法でどうにかしてくれよ、と思わなくもない。が、魔法は血を代償にするので、魔王一味は魔法を使うと貧血になったりして非常に危なっかしいため、そうも言ってられない。

　こないだの旧友との殺し合いの時もそうだった。

　現在、我がアスツラピ王国で英雄と呼ばれている人間の一人、リー・コールマン。ちょっとした因いん縁ねんのあった旧友だが、そいつとの関係がついにこじれた。

　その時の戦いの末、剣を斬きられ危機的状況に陥った俺を救ったのが、魔王様の『魔法』だった。

　そんな『魔法』と魔王の活躍もあり、どうにか旧友は俺を殺して『勇者』の座を奪い取ることをあきらめ、今では各国を秘密裏に回って『聖剣捜索』をさせられているのだが……その時、俺に『魔法』で力を貸した影響で、魔王様は貧血になってしまったのだ。

　なので『魔法』というのは便利ではあるがそんなに気楽に使える能力でもない。だからこうして人の手で家事をこなすしかない。働きたくないのに人生はうまくいかない。

　そういえば――『聖剣』についても、新しいことがわかったっけ。

　どうやら聖剣というのは勇者と魔王の協力がないとできないようだ。おまけにこれは予想だが、勇者の敵は魔王じゃなく、魔王と協力して挑む何者かっぽい。

　いろんな情報が錯さく綜そうしすぎてて頭が痛いしめんどくさい。

　いや、魔王城での生活自体に不満はそんなにないのだが……もろもろのめんどくささに加え長年住んでた場所というのもあって、たまに王都での生活が恋しくなる日もある。

　グィネリディアース大陸北西部に位置する、アスツラピ王国。……の、さらに北西部に位置する王都ケラウノス。……から、さらに南西にちょっと行った、湖の近くの場所に建つ古い城、通称『魔王城』が、今の俺おれの住居だ。

　ここでの生活もひと月を超え、寒さが次第に堪こたえる季節となってきた。

　最近、こうして昼ごろに洗濯なんかをしていると、どうにも洗っている服が指にひっかかるようになってきた。特に繊維の細かい下着類。主にアイアリスの下着。

　指先を見れば、あかぎれができていることに気付く。

　少し前、王都で生活していたころは、料理はしない洗濯はしない掃除はしない、働かない出かけない学ばない、と周囲から石を投げられてもしょうがないような暮らしだったので、こんなふうに指先をじっと見る機会すらそもそもなかった。

　魔王城に来て、俺は変わったのかもしれない。

　あるいは、昔、まだじいちゃんと同じく……みんなから憧あこがれられて、みんなのお手本になって、世界を救う勇者になれると本気で信じていたころの俺は、こんな風に、常に誰だれかのためになにかをしていたのかもしれない。

　もう思い出せない。……というか、思い出したくない。

　当時の俺が痛々しい。勇者とかなれるわけねぇじゃん。

　俺の自慢のじいちゃんは、憧れたり崇すう拝はいしたりする対象ではあっても、目標にしたり超えるべき壁と考えたりする相手ではないのだ。

　昔、そのことを思い知らされる事件があった。

　……てな感じで、王都での生活を恋しく思い、当時の自分のことを思い返し、今の自分と比較して、勇者とかじいちゃんのことを考えると、あんまり思い出したくない過去も一緒に思い出されてもだえたくなる。というかもだえる。



「勇者よ……余の下着を片手になにを気持ち悪い動きをしておるのだ……？」



　魔王様に見られた。仕事辞めたい。というか死にたい。

　今日もうちの魔王様は真っ白な肌の上に真っ黒なドレスを着て、真まっ赤かな瞳ひとみでこちらを見て、真っ黒な髪を頭の左右で結わえている。

　珍しく城の外に――とは言え魔族は城門から外に出られないので、城内部の屋根のない場所に、という意味だが――出ているからか、真っ黒いインバネスコートなんぞ羽は織おっているのだが、真っ黒いせいでドレスと色が混ざってしまっている。

　あいかわらず黒大好きな子だった。

　下着は白いのだが。

「……そういえば、前々から勇者は、余の下着になみなみならぬ執着を見せておったな」

　おののくように震える魔王の黒髪。あとじさる魔王陛下アイアリス。

　勘違いが錯さく綜そうしすぎて俺おれの立場がやばい。この職場どうにかして。

　言い訳を開始せねば。

「あー、だからほら、前にミナギがアイアリスの下着盗んだ時は、実はそんなに一生懸命探してなかったし、事故で見てしまっただけだし、べつにアイアリスの下着に執着があるわけじゃないよ？」

「……なるほど、余は理解したぞ」

「わかってくれたか」

「男の言い訳に素知らぬ顔で騙だまされてやるのも、女の度量と聞く」

「おまえにそんなこと吹き込んだやつを連れて来い」

　確実にミナギである。

「いや、わかった。わかっていたのだ、勇者よ。曰いわく、『女所帯に殿方が一人だけだと、色々と不自然に物がなくなったり接触が増えたりして大変でございます』とのことゆえ、余は色々な不自然に目をつむる覚悟は完了していたのだ」

「ミナギ呼んで来い。ちょっと説教の必要性を感じる」

　あの耳年増には色々言い聞かせねばなるまい。説教とかかなりめんどくさいのだが、このままだと魔王城での俺の立場がもっとめんどくさいことになりそうだ。

「いや、余は王であるがゆえ、臣下の言葉に耳を傾けこそすれ、鵜う呑のみにすることはない。余も余で、ミナギの言葉の真相を確かめるべく、調査や聞き込みを開始したのだ」

「その調査は、一般常識の流通してる環境じゃないと逆効果に思うんだが」

　この軍隊が逗とう留りゆうできそうに広い城には、『勇者（雑用係）』の俺と、魔王アイアリスと、竜人ミナギと、人じん狼ろうレイラしかいないのだ。

　一般常識はどこに消えた。

「そしてレイ……某人狼に『勇者に不自然に体をさわられたり私物をとられたりといったことはないか？』と聞きこんだのだが」

「なにも隠せてないぞ」

「『そういえば後ろから抱きつかれたり、部屋の物を取り上げられたりしたのであります』とレイラが言っておったのだ」

「……いや、それは俺がレイラに包丁の持ち方とか教えた時の話だと思うぞ。あと、私物没収に関していえば、レイラが部屋の中で刃引きしてない剣とか振り回してて物を壊すから、あずかってるだけだ」

　世間では戦争の真っ最中のようだが、この魔王城に武器はいらないのだ。

　俺だって、王都では常に佩はいてた剣を、もう佩いてない。

「しかし勇者よ、ミナギは言い渡した罰により余に嘘うそはつけんし、レイラは嘘をつく知能がない」

「レイラの扱いが不ふ憫びんすぎると思ったことはないか？」

　あと、ミナギの見てる世界は妄想により色々ねじまがっているので、あいつにとって真実でも世界にとっては虚実とかよくある。

「いやいや、勇者よ。それでも余はな、王であるからな。やはり家臣全員の意見を平等に重んじねばならん。勘違いや思い込み、過度な信頼や偏見が国を滅ぼすのだ。誰だれかの意見を重んじ、誰かのを軽んじるということは、絶対にしてはならん」

　時折、アイアリスは君主として素晴らしいんじゃ、と思う時がある。

　まあ、それも『余の軍勢六十万を投入して～』とか言いながらしょうもないことをやろうとしているのを見て、勘違いだったと気付く毎日なのだが。

「というわけで勇者にも話を聞きにきたのであるが……」

「ああ、それで珍しく屋根のない場所にいたのか……」

「うむ、そうなのだがな。…………余の下着を握りしめてもだえておるではないか」

「……」

　言い訳のしようもなかった。

　なんかもう、完全に色々冤えん罪ざいなのに、俺おれも俺が悪いような気になってきた。

「ゆ、勇者よ……その、くれてやっても良いぞ？」

「いらねぇよ！　俺をどんだけ変態だと思ってるんだ！」

　なんでおずおずと申し出るんだよ。

　その『喜んでくれるかな』って顔はなんだよ。

　しかし。

　結局、下着を握りしめたままなので説得力はないのだが……。

　俺の職場での地位がどんどん下降していく。

　もう流れに身を任せて最下層まで行ってしまおうかな。めんどくさくなってきたし。

「というか勇者は、なぜ余の下着を握りしめておったのだ？」

「その言いかたやめてくれませんか？　……いや、洗濯してたんだよ」

「ほう、これが……なるほど、初めて見たぞ。握るだけできれいになるのか」

「そんなわけがあるか。ほら、こうやって、水に浸して、石せつ鹸けん付けて、洗濯板にこすりつけて、もみこんで、水で石鹸を流して、きちんと広げて干すんだよ」

「なんだかいやらしいことをされている気分になるな……」

「アイアリスがミナギ化を始めている……」

　その妄想力はよろしくない。

「しかし、ふむ、余もやってみよう」

　そう言って、俺の隣に腰を下ろすアイアリス。

「まあ、やりたいなら仕事減るから止めないけどさ。水冷たいぞ？　手、こうなるぞ？」

　あかぎれのある指先をアイアリスに示す。

　アイアリスは俺おれの手に触って、まじまじと見る。

「……大変なのだな。余は王であるがゆえ、下々の仕事を奪ってはならぬと思っておるのだが、勇者の苦労を目まの当あたりにし、なにもせず暇だ暇だと騒いているのが申し訳ない気分になってきたぞ」

「まあ、別にいいよ。王様なんだから玉座にいろって」

　今の時期の洗濯は、ほかの時期に比べて随分な重労働だ。

　家事を自主的に手伝ってくれているレイラにも、言えばやってくれるミナギにも、これからの時期、洗濯だけはやらせないように気をつかっている。なにせそろそろ水が凍り始めるのだ。そんなところで作業させて、あいつらの手をボロボロにするのも気が引ける話である。

　あと、この用水路、微妙にアイアリスたちの体格だと広く、うっかりしてると落ちる危険性がある。この時期のアスツラピ王国で水に入るとかただの自殺だ。しかも魔族の連中は妙にうっかりしてるので、任せようものなら不安で俺が心臓止まる。

　しかし、

「よいよい。余は退屈なのだ。というかものすごく退屈なのだ。レイラは料理をしておるし、ミナギは掃除をしておるので、話し相手もおらんでな。気に病むことはないぞ余の勇者よ。大変なようであればすぐにやめる」

「そう言うなら」

　はい、と握りしめたままだったアイアリスの下着を手渡す。

　受け取った瞬間、アイアリスは冷たさに小さく悲鳴を上げたが、指をひっこめたりはせず、ふんだくるように自分の下着をとった。

「こここここれをををををみみみみずずずずででで」

「震えすぎだ……」

　寒さ耐性低すぎる。

　なんだこの軟弱魔王……魔王って人類を滅ぼす機能なんじゃなかったのか。そんな軟弱でどうやって人類なんか相手取れるんだ……。

「しかし酷なこと言うようだが、水仕事なんでコートは脱いだほうがいい。あと、できたら袖そでをめくれ」

「し、しかし勇者よ……たった今、手がふさがったところだ」

「じゃあいったん返せ」

「手が凍りついたように開かぬ」

「……じゃあ俺が脱がすけどいいか？」

「許す。……あ、や、優しくだぞ？」

　なんだこの会話。

　そこはかとないミナギの影を感じてげんなりしながらも、アイアリスのインバネスコートのボタンを外し、ドレスの袖そでをめくっ――

「つつつつ冷たいではないか！」

　めくろうとしたら、逃げられた。

　まあ、今まで水仕事をしていた手なのだ。冷たいに決まっている。決まっているのだけれど、どうにもアイアリスは腕に直接触られるまで想像していなかったらしい。

　悪い悪いと謝ろうと思ったが、そんな事態でもなかった。

「あ」

　とっさの回避のせいでよろけるアイアリス。ずるりと足がすべる嫌な音。

　引き伸ばされた体感時間の中で、やけにゆっくりとアイアリスが用水路に落ちていく光景が見えた。

　このまま落ちたら冷たい水にどぼーんである。しかし幸いにもアイアリスは俺おれの腕の届く範囲にいた。少しだけ袖のめくれた腕をつかんでどうにか支え

「冷たいと言っておるだろうが！」

　逃げられた。

　落ちていくアイアリス。迫る水面。そして俺は思った。もうダメだなこれ、と。

　だっぱーん、と派手に上がる水しぶき。

「あーあーもうもう……」

　魔族の丈夫さを体感していなかったら慌てふためくところだが、幸いにも両りよう脇わきをつかんで引き揚げたアイアリスは、

「つべたいっ！　冷たいぞ！」

　と、水に対して怒り狂うぐらいに元気だった。

「もう許さん。余はこれより、この世の水という水を憎悪する！　すべての水を毒とし二度と清く澄むことを許さん！」

「やめてくれ……世界が滅ぶ……普通に滅ぶ……」

　今までアイアリスが言った中で一番確実で醜悪な世界滅亡の方法ではなかろうか。

　とにかくこのままだとアイアリスが水を憎悪しっぱなしなのと、体にドレスがぴったり張り付きすぎててミナギの妄想を刺激しかねないので、

「とりあえず体を拭ふいて……ああ、そうだ。『風ふ呂ろ』でも入ったらどうだ？」

「う、うむ……そうであるな。ミナギの故郷式の風呂が良いな」

　湯ゆ桶おけ……じゃなく、『湯船』いっぱいに水をためて、薪まきで沸かして入る風呂だ。

　なるほど、ミナギの故郷の風呂は『体を清める』以上に『温める』効果に優れているように思う。

　なぜ俺おれが知っているかと言えば、ミナギの風ふ呂ろ番ばんをやらされたことがあるからだが。

　そういう設備が最初からあるあたり、この城は魔族が作ったものなのかもしれない。

「勇者よ、そういうわけで風呂の用意をせよ」

「ていうか魔法でよくないか？　そっちのが早いだろうに……いや、風呂番がめんどくさいとかじゃなくてね」

「疾はやく用意をするのであるぞ！　余はミナギを呼んで着替えを持ってこさせ、背中を……ああ、レイラも呼ぼう。ミナギに背中を流させるのはなにか怖いのでな……」

　魔王様は一人で風呂に入れない。

　まあ、王族なので当然なのだが……。魔族の王も人間の王と変わらないような感じなんだなぁ、と思うと、また一つ魔族に親近感がわく心地だ。

　ちなみに、人間の王族の生活についてちょいちょい俺が知ってるのは、子供のころじいちゃんの伝つ手てで何度か王宮に遊びに行ったことがあるからなのだが……その時のことは思い出したくない。

「ぶぇっくしょん！」

　アイアリスがかわいくないくしゃみをする。

　……思索にふけるのはあとでもいい。

　とにかく、アイアリスに風邪をひかれると色々めんどうくさそうなので、仕方ない、洗濯がまだ途中だが、風ふ呂ろを沸かすことにしますか……。















　　　　　　　○



　風ふ呂ろ場ばは訓練場の近くにある。

『魔王軍による人類への侵攻拠点』という側面を持った城なので、玉座の間があって練兵場があって訓練場があって、調練でかいた汗を流すための風呂があるのはうなずける話なのだが、さすがに王族が兵と同じ風呂に入るわけではないだろうし、城の内部にも王族用の風呂ぐらいあるんじゃないかと思う。

　だが、アイアリスが『風呂』と言えば、だいたいここのことを指す。

　さて、この城の内部には、実は解放されていない区画がいくつかある。

　おそらく一般兵用のものと思われる大浴場なんかがまさにそうで、そんなわけでアイアリスたち魔族一味がもっぱら利用しているのが、上級士官用と思われる、大部分が木でできた、個人用の風呂場だ。

　この風呂、問題が二つある。

　一つは、風ふ呂ろ番ばんの居場所がとても寒い。

　なにせ、外なのだ。風呂場自体には城の中からも入れるのだが、風呂を沸かすためのかまどは外にあるうえに、屋根がない。当然、壁もない。よってとても寒い。

　そしてもう一つ。

　いくら上級士官用の風呂とはいえ、三人は狭い。

　そんなわけで現在、俺おれが一生懸命空気を送り込んでいる薪まきの上では、アイアリスとミナギとレイラがぎゅうぎゅう詰めで湯船に入っていることになる。

　実際に見えているわけじゃない。

　一応、はるか上方にのぞき窓はあるのだが、これはあくまでも上級士官が風呂を沸かしているやつに『ぬるい』とか『熱い』とか言うためのものなので、そもそも中が見える高さじゃない。

　だから、実際に見えているわけじゃないのだが、なんかこう、想像するだにすごい光景のような気がする……。

「陛下、知らないあいだにこんなに大きくなられて……ミナギは……ミナギは……」

「おい待てミナギ貴様なにをこらやめろ手つきが」

「陛下、あまり動かれては背中を流しにくいのであります」

「そうでございますよ。さ、陛下。おとなしく身も心もミナギにゆだねて……ぶはっ」

「こらミナギ、鼻血が！　鼻血が余の胸に！」

「はぁはぁ大丈夫でございます。けれど申し訳ございませんはぁはぁ。これはもうお詫わびに舐なめて清めるしかはぁはぁ」

「求めておらん！　求めておらんからなそんな詫わびは!?」

　中から聞こえるはしゃぐような声と水音が妄想を加速させる。

　……というか、ただただ水温に気を配って火力を維持する作業というのは退屈なので、雑念が次々湧わいてくるのだ。よろしくない。

　あと、このままだとアイアリスの望まない展開になりそうな気配を察する。

　なので、

「おーい！　湯加減はどうだー!?」

　たぶん文句がないので大丈夫だと思うが、声をかけてみる。

　するとしばし間があって、上のほうにあるのぞき窓が開き、中からミナギの上半身が出てきた。

　裸の。

　目に焼き付いたのは濡ぬれてしどけなく垂れ下がった緑色の髪と、優しげに細められた青い瞳ひとみ。そしてちょっとだけゆがめられた口元。たぶん色々理解したうえでの行動なのだろう。ミナギはかなりそういうやつだ。

「お手数おかけしますなぁ、勇者様」

「……ああ、うん」

　視線を火に戻す。

「勇者様、ありがとうございます。ミナギは勇者様の沸かしたお風ふ呂ろに入れて幸せでございますよ」

「ああ、うん、喜んでくれたならなによりだ」

「それにしてもお外は寒いのでございますなぁ」

「そうだ、寒いんだぞ。いつまでも裸の上半身出してたら風邪ひくぞ」

「そうでございますなぁ。濡れておりますから寒さもひとしおでございます」

「わかったならひっこめろ」

「勇者様に気遣っていただけるなど、ミナギは幸せものでございますなぁ」

「いいから」

「もうひっこめたのでございますよ」

「そうか」

「あっ」

　なんだかわざとらしい声が聞こえた。

　嫌な予感がして、つい上を見てしまった。

　するとそこには満面の笑みでこちらを見下ろすミナギと、湯ゆ桶おけいっぱいのお湯。湯桶は丁寧にゆっくり傾けられ、そして中身のお湯は当然の摂理として俺おれに頭から降り注そそぐ。

　熱くもなくぬるくもなく、我ながら風ふ呂ろ番ばんの才能を感じる温度のお湯だった。けれどここは寒風吹きすさぶ屋根も壁もない場所。お湯だったものがぐっしょりと服を濡ぬらす冷たい重りに変わるまで、時間はいらなかった。

「なにすんだよ！」

　思わず立ち上がったが、それでもまだミナギが顔を出している高さには届かない。

「ああ、これはうっかり」ミナギは口元を手で隠し、おどろいた顔を作って、「大変申し訳ございませんなぁ」

「……アイアリスから言い渡された罰で、俺おれに嘘うそはつけないんじゃなかったのか」

「いえね、勇者様を気遣った結果でございますよ？　びしょ濡れで風邪をひいてしまうでございましょう。なればこそ、勇者様は大義名分を得て、堂々とミナギどもと一緒に湯あみができるというものでございます。ミナギは仕事をいたしました。ミナギは悪くないでございます。褒めていただいてもいいのでございますよ？」

「そんな大義名分、求めてねぇから！」

「陛下ー、このままでは勇者様が風邪をひいてしまわれるので、一緒に湯あみをしてもらってもかまわないでございますか？」

「おい！」

　風ふ呂ろ場ばに戻るミナギ。やけに反響した声がにくたらしい。

　しかしこのままでは風邪をひいてしまうのも事実。一緒に風呂に入ることはしないまでも、ちょっと風呂焚たきの仕事を放ほうっておいて着替えてくるぐらいは必要か。

　ミナギが笑ってる時は油断できないな……。え、こいつが笑ってない時っていつだよ。

　俺はいついかなる時もミナギの脅威におびえ続けなければならないらしい。

　……とはいえ、なんて平和な脅威だろう。

　王都に住んでいたころを懐かしんだこともあったような気がしたが、あの時の脅威はガチで命にかかわる脅威ばっかりだったからな……。

　元同期の士官に笑われるぐらいはいつものことで、勇者（じいちゃん）の崇すう拝はい者には四人ぐらいで囲まれてボコボコにされそうになったこともあったし、入る店を間違うと完全無視とかざらで、場合によっては店主客総出で私刑される時もある。説教してくれる店主マジ親身。

　というわけで王都での生活の思い出は懐かしくもあるが苦すぎる。

　やっぱり同じ危機感を覚えるなら、こういう、風呂番してたらお湯ぶっかけられるとか、そういうほうがいいよなぁ……。いや、無いに越したことはないけどな。

「あーもう、ちょっと俺着替えてくるからな！」

　風呂にいる三人にそう言い残して、寒い中を急いで城内に戻ろうと駆ける。

　――すると、城内への入り口に、一人の修道女が立っているのが見えた。

　背は低くない。修道服の上から見てもわかるぐらいに女性的な体つきをしている。

　深々とフードをかぶっているうえにうつむいているので、顔の詳細はわから――

「っ!?」

　顔を上げた修道女を見て、危機感が駆け抜ける。

　あの紫色の瞳ひとみに覚えがある。あのフードからこぼれた紫色の髪に見覚えがある。

　そしてなにより、あの不敵な――というか、なにかたくらんでそうな、しかもそのたくらみが余人にとって深刻な事態を招くと理解していない微笑ほほえみに、見覚えがあった。

　まずい、と思った時には遅い。

　修道女の背中、フードの陰からなにかが出てきた。

　手、に見える。鈍色にびいろに輝く、妙な金属でできた手。

　腕の部分は頼りないぐらいに細いが、掌てのひらの部分はやけに馬ば鹿かでかい。

　その『手』が開かれ、そして閉じられた次の瞬間――黄金に輝く、光の槍やりが、『手』の中に出現した。

　そして投とう擲てき体勢に入る『手』。

「え、ちょ、待っ、」

　思わず腰を確認する。そう、剣は佩はいていない。持ち歩く習慣は抜けている。

　対応方法がわからず頭の中が真っ白になっているうちに、ためらいなく光の槍が放たれる。……それも、確実にこちらの胸を貫く軌道で。















　目前に迫った命の危機に、どうにか冷静さを取り戻し、横に跳んで回避を試みる。

「甘い」

　けれど修道女は、槍やりが胸に迫るギリギリで避よけた俺おれを、そう言って笑った。

　槍が地面に突き刺さる。

　そして――雷鳴と爆発。

　その爆発は雷にも似ていた。爆風に吹き飛ばされながら見た強烈な光と音のあとに残ったのは、えぐられた地面だけ。

　投げた黄金の槍すら、跡形もなく消えていた。

「なにごとだ!?」

　さすがに音に驚いたのか、風ふ呂ろからアイアリスたちがタオル一枚を羽は織おって出てくる。

　しかしそんなものどうでもいいとばかりに修道女の狙ねらいは俺のまま。

　次なる黄金の槍を背中から生えた鈍色にびいろの『手』の中に出現させると、今度は投とう擲てき体勢になることなく、こちらにまっすぐ、前進してきた。

　昔から冗談みたいに足が速かったが、今でもそのふざけた性能は変わってない。

　修道女はこちらを間合いに捉とらえると、『手』に持った光の槍とは別に、修道服の中からふた振りの短剣を取り出した。

　斬きりかかられるが、剣がないので受けられず、とれる手段はさがることのみ。けれど、さがれば背後には風呂から出たアイアリスたちがいる。

「ちょ、待て、待てって！」

　しかし修道女は聞く耳もたない。楽しそうに両手の短剣で俺を切り刻む。

　避けきれず服が裂ける。けれど血はにじまない。なぜならば、修道女は弱い俺にケガをさせないよう、細心の注意を払っているからだ。

　……苦い記憶と重い気持ちがよみがえる。

　しかし、それも仕方のない話である。俺が勇者を目指さなくなった原因の一つ、勇者になるために絶対必要で、なおかつ俺が失ってしまったものが、目の前にいるのだ。そりゃあ、沈みもするし、元気も出なくなる。

　……それにしても相変わらずの脳みそ筋肉め。なぜいきなり斬りかかる。

　そんな好戦的な態度じゃあ――



「貴様、余の勇者になにをしておるか」



　――うちの魔王様に勘違いされても、仕方ないと思う。

「余は王であるが、魔王である。無礼な訪問者には制裁を以もつて応こたえるぞ」

　言うと同時にアイアリスの髪が不気味にざわめく。

　修道女は動きを止め、俺おれとアイアリスを見比べると、アイアリスのほうに興味を示す。

　なにをしに来たんだこの阿あ呆ほ修道女。まさか魔王を討伐して勇者になりに来たのか。

　場の空気が最初に襲われた俺を無視して一触即発になっていた。ひどい蚊か帳やの外感。

　タオル一枚羽は織おっただけの魔王一味と、修道女がにらみ合う。

　魔王一味の『魔法』と、修道女の光の槍やり。……どちらも大きな破壊をまき散らすもの同士、このままぶつかり合えば城の内装とかあいだに立つ俺の命とかが深刻な被害にさらされる気がする。

　けれど無力な俺には止める手段なんぞなく、『俺の動き』なんていう些さ細さいなきっかけで一気に口火を切りそうなほど空気中の緊張感が高まっていて逃げられそうもない。

　神に祈るしかないような状況だが、この大陸の『カミサマ』はいまいち信頼できない。

　しかし、神だか運命だかは、どうやら俺を見捨てなかったらしい。

　――地面が揺れた。

　誰だれかの攻撃による震動じゃない。

　人にも魔法にも起こせないであろうその震動は、珍しいことに、地震だった。

「な、なにごとだ!?」

　うろたえる魔王一味。修道女のほうも声こそあげなかったものの、地面に手をついて様子をうかがっている。――俺が行動できるだけの隙すきができている。

　大陸全土はどうか知らないが、アスツラピ王国で地震というのは非常に珍しい。俺もこんな状況じゃなきゃ情けなくうろたえてただろうが、なににせよ、今は救いの手だった。

　しかし隙ができたとは言え、ここから脳筋修道女と魔王一味をなだめすかして矛を納めさせるのもなかなかめんどうくさい話である。

　どうしようかな、逃げようかな、と思っていた時、あんまり見たくない蒼そう髪はつの少女が、修道女の背後からこちらに向かって歩いて来るのが見えた。

　蒼髪蒼眼、ぼろいローブを羽織っただけの、しかし服と性格以外は美しい少女、性根が曲がった俺の上官のヴィヴィである。

　ヴィヴィは微笑を浮かべたまま修道女のすぐ後ろまで静かに近づくと、そのまま背後から修道女の首に腕をからめて、絞め技の体勢に入った。

　修道女のほうがヴィヴィよりやや身長が高いため、後ろに向けて引き倒されるような形になる。あれは同じ身長の相手に絞められるよりも対応が難しい。

　そんなふうに数秒ヴィヴィが首を絞め続けると、あわれ、修道女はぐったりして動かなくなった。……たぶん死んでないだろう。

「……なんだったのだ、そやつは」

　アイアリスが不機嫌さと戸惑いを同居させた問いをヴィヴィに投げる。

　ヴィヴィは冷たい微笑を浮かべたまま、

「魔王様、眷けん属ぞく様、ついでに勇者様、突然失礼をいたしました」

「……余の城に無断侵入したその者は貴様の縁者か」

「左様で。とは言え、場所を教えるなり走り去るとは思いませんでしたが……」

　さすがのヴィヴィも、困った、というような息をつく。

「あとを追えば、どうにも魔王様と一触即発ではございませんか。急ぎ止めに入りましたものの、今思えば、手元が狂って首の骨を折ってしまっても、それは事故で済ませられたのではないかと思います」

　いや、そこの修道女を殺したら国際的に色々まずいと思うのだが。

　ヴィヴィのびっくり発言におどろく俺おれを尻しり目めに、修道女の正体を知らないアイアリスは至極不機嫌そうなまま、

「殺すなら余よ所そでやるがよい。余の城に人の死を持ち込むな」

「魔王様が相変わらずお花畑な頭をされており、とても安あん堵どいたしております」

「やはり貴様は一回焼いたり凍らせたり斬きったりしたほうがよさそうな気がするぞ」

「さて、ここでわたくしはこの修道女の紹介をする流れなのですが、その前に二つ、提言がございます。聞いていただけるでしょうか？」

「……申せ」

「一つ、魔王城の中を確認してきていただけませんでしょうか。今の地震、以前と同じです。ともすれば魔王城の機能が拡張されたやもしれません」

「……わかっておる。ミナギ、レイラ、任せたぞ」

「了解であります！」

「御意にございます、陛下」

「それから、もう一つ」

　そう言ってヴィヴィはなぜか俺のほうを害虫でも見るような目つきでながめたあと、

「服を着たほうが、よろしいかと思います」

　タオル一枚羽は織おっただけの、アイアリスたちに、言った。
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「やはり、城の機能の一部が解放されていたようでございますなぁ」

「主に軍隊用の施設が解放されていたであります。兵舎、一般兵用の浴場、それから、えーとえーと……」

「軍議の間の『地図』の起動を確認したのでございます。……あと、陛下の宝物庫も使用が可能になっていたのでございますよ。こちらはあとで陛下に直接、確認をしていただきたいのでございます」

「……うむ、大義であった。席に着け」

　重々しく言うアイアリスの様子から、おそらくこの城が望まない方向へ――人間支配へと向けて着実に動き出したのだということが、わかった。

　場所は『教室』へと移っている。

　アイアリスたちはちゃんと服を着て、いつもの席に着いている。……話の内容的に言って、俺おれとヴィヴィじゃなくヴィヴィとアイアリスが教卓側に立つべきな気がするのだが、ともあれ配置はいつもと同じ。

　俺の後ろに黒板があり、俺の目の前に教卓があり、今日は横にヴィヴィがいて、前にはこちらを見る三人の生徒――アイアリス、ミナギ、レイラがいた。

　ちなみに、まだ目を覚まさない修道女は縛り上げて柱にくくりつけてある。あと、その修道女が持っていた『手』は外せなかったようなので、『手』の手にあたる部分（ややこしい）に袋をかぶせてあるが、あんなものがどんな抵抗になるのやら。

　まだ時刻は夕方前。陰り始めているとは言え、明け星たいようはまだ天にあり、その光を『教室』……魔王城謁えつ見けんの間に注そそいでいた。

「さて、本日お聞きしたいことを軽くまとめますと……」

　そう言って、ヴィヴィは黒板に話すべき項目を書きだした。

　一つは、『城の機能解放について』。

　一つは、『魔王の魔力の高まりについて』。

　そして最後の一つが、『思慮の足りない修道女について』。

「以上ですが、魔王様からなにかありますでしょうか？」

「……良い。最後にあやつの素性が聞けるならば他ほかにはない」

「ありがとうございます。さて、まずは魔王城の様子についてお聞かせ願えますか？」

　そう言って、ヴィヴィはミナギを見た。

「……ま、そうでございましょうなぁ」

　ミナギはレイラを一いち瞥べつしてから、大きな袖そでで口元を隠し、

「城の機能はいくつか解放されていたのでございます。兵団を駐留させるための設備に、陛下の宝物庫、それから……」

「それから？」

「……」

　ヴィヴィに問われて、ミナギはアイアリスの意見をうかがうように視線を向けた。

　アイアリスは腕を組み重々しく目を閉じた状態で、

「良い。どのみちその人形は知っているはずであるからな」

「……では。それから『地図』の機能が使用可能になっていたのでございます。『地図』とは、その地に足を踏み入れ紙に記さなくとも、各地の様子を自由な縮尺で映し出す水晶玉でございます。それだけでも戦略的価値は計り知れないのでございますが、それ以上に、この『地図』にはとある機能が備わっているのでございますよ」

「……なるほど、そこまで復活していましたか」

　ヴィヴィは頭痛をこらえるようにこめかみを撫なで、それから俺おれに向き直り、

「とある機能とは、魔王様の魔力を使用し、望んだ場所に望んだ量の破壊をまき散らす、遠隔広域殲せん滅めつ兵器ですね。狙ねらわれたが最後、城に籠こもろうが穴を掘って隠れようが、すべてが無駄です」

　うまく想像できないが、ようするに、好きな場所に大量の矢を……それも、一本一本が城壁を貫くぐらいの矢を自由に飛ばせる道具、ということか。

「……しかし、そんなもんが魔王側にあるのに、なんでじいちゃんは勝てたんだ？　そんな遠隔高精度大量破壊兵器、起動した時点で魔王側の勝利だろ」

「余の魔力で起動するのだ」

　アイアリスが重々しく口を開く。

「なので、一つはその時々の魔王の良心。これが残っているうちに使用されることは、まずないであろうな。そしてもう一つは、魔王の魔力。城の機能は余の魔力の高まり……ようするに星の嘆き、現代でいうと戦争の大きさ、被害の大きさと連動し目覚めるのだが、どうやら余の魔力が必要数値に達する前に、『地図』は起動するようなのだ」

「……つまり、『地図』は起動したけど、まだアイアリスは『地図』を使えるほどの魔力がない、ってことか？」

「うむ。人形が挙げた二つ目の議題がそれであろう。安心せよ、余の魔力はまだ、『地図』を使えるほどには高まっておらぬ。……ま、眷けん属ぞくの血をすべて捧ささげれば一度ぐらいの使用は可能であろうが、それでも出力は全開時の一割にも満たんであろうな」

「それを聞いて安心いたしました」

　ヴィヴィは嫌味なぐらいににこりと笑った。

　アイアリスはつまらなさそうに鼻を鳴らし、

「戦争は、刻一刻と深刻化しているようであるな。人が死に、大地が嘆き、世界が血を流すのか。……なぜ、魔王の生まれる世はこれほどまでに悲しいのであろうな。余は余の背負いし咎とがを憎むぞ」

「いっそのことその宿命に抗あらがってみてはいかがでしょうか？　『聖剣を用いて本当に倒すべき敵』が、いない世界……生物を二つの世界に分けずにいられる世界を、勇者様と力を合わせて創つくればよろしいかと」

「……だからヴィヴィ、その『聖剣を用いて本当に倒すべき敵』ってのは誰だれなんだよ」

「わたくしにもわからないことはあります」

　ヴィヴィは微笑を浮かべたまま言う。……はぐらかされてんのかなぁ、これ。

「この性悪めが……。まあ良い。それで、最後の些さ末まつ事じについてだが」

「そうですね。少々お待ちください」

　と言って、ヴィヴィは修道女がくくりつけられている柱まで近づいていく。

　そしておもむろに修道女の頬ほおを張った。

　しんとしずまりかえる教室。

　一瞬遅れて、目を開く修道女。

「えっ、いた……えっ、えっ？」

「落ち着きなさい。あなた様に『慌てろ』とお教えした覚えはありませんよ」

「はっ、はい、ヴィヴィさん、寝てませんでした！」

　……俺おれの知っている修道女の性格だと、頬をひっぱたかれたら蹴けりの一つも返しそうな気がしたのだが、どうやらヴィヴィと修道女の関係はそうでもないらしい。

　ヴィヴィが修道女にとても恐れられている。

「ではみなさん、ご紹介いたします」

　縄ぐらいほどいてやればいいのに、ヴィヴィはまだ状況がつかめていない顔をしている修道女を手で示し、

「彼女はシスター・フェッダです。このたび『クリュメノス一神教』より、魔王様が復活されているかもしれない魔王城視察のために遣わされました」

「くりゅめのすいっしんきょうぅ？」

　アイアリスがすさまじく微妙な顔をした。

　その名前になにか嫌な思い出でもあるのだろうか。気持ち悪そうな、寒そうな、そしてどこかくすぐったそうな顔である。

　なにか知ってはいないかとミナギとレイラに視線を移す。

　ミナギは、

「ま、よろしいではございませんか陛下。長く人間界にかかわり続けていれば、そういうこともあるでございましょう」

　と『またアイアリスをからかうネタができた』とばかりに笑う。

　レイラは、

「……なんでありますか勇者？　自分の顔になにか？」

　話を聞いていなかった。

　結構大事な話をしていたような気がするが、レイラにとっては気のせいだったようだ。

　レイラが魔王軍の前線司令官というのも気のせいだったらよかったのにね。

「……ふん。なんだか果てしなく気持ち悪い感じであるが、許す。そういう文化の流れも無いではなかろうしな」

「……ていうか、さっきからなんでそんな偉そうなのよ」

　修道女が、押し殺したような声で言う。

　柱に括くくり付けられながら言う姿は負け惜しみ以外のなにものでもないが、アイアリスをにらみつける視線に込められた迫力だけならば、今にも縄を切って詰め寄ってきそうなほどだった。

　けれどアイアリスも王である。まったく気け圧おされた様子もなく、むしろ挑みかかるように立ち上がり胸を反らして、

「余に向かって『偉そう』とはな。……まったく、修道女かと思えば暗殺者で、暗殺者かと思えば道化であったか。いや、これはおどろかされた。許すぞ女。道化の酒興に目くじらを立てるようでは、王としての度量が疑われようというものだ」

「ああ、あんたが魔王……そのあんたが、なんで『勇者』と争うこともなく一緒に住んでるのよ」

「貴様に語る義理はない。縄を解いてやるゆえ、即刻帰るがいい」

　アイアリスが修道女に厳しい。

　けれど修道女は、アイアリスにすげなく扱われてむしろ燃えた様子で、

「……あたしには、役目がある」

　ぎりぎりと、縄を引きちぎらんぐらいに、というか確実に引きちぎるつもりで足に力を込め体を少しでも前に進めながら、紫の瞳ひとみに闘志を宿らせ、血を吐くように叫ぶ。

「あたしは、魔王に人間界で大きな顔をさせっぱなしの、軟弱な『勇者』を認めない」

「……今、貴様は余と話していたのではなかったのか？　なぜ余の勇者の話が出てくる」

「魔王はやっぱり打ち取るべき。あたしは『勇者』を人間側に取り戻す。……認めない。勇者っていうのは、強くて、強くて、本当に強くて、強さで世界を救う存在のはずなのに。なのに、魔王と迎合してのんびり暮らすだけなんて、やっぱり絶対に許せない」

　そう言って修道女がにらむのは俺おれである。

「あんた、『勇者』って呼ばれる立場になってもまだわかってないの？　弱さは自由を奪うのよ？　まだ平和だった時はそれでも我慢してたけど、戦争になってもあんたは弱いままで、士官学校に行ったところまでは聞いてたけど、しばらくして中退したって言うし、そのあとも国の役に立つでもなく、国を支えるために強くなろうとするでもなく、だらだらだらだら……」

「なんでそんな事細かに俺の情報を収集してるんだよ……」

「あんたは勇者様の孫なのよ!?　そのあんたが弱いまま、強くならないからでしょ!?　いい、圧倒的な武力は戦争を収めるのよ!?　勇者っていうのはその強さで――」

「いいよもう、『勇者論』は」

　顔を合わせていきなりこれである。うんざりするよ本当に。

「いいから聞きなさいよ！　あーもう！　昔からそういうところ変わってないわね！」

「……どういうことだ余の勇者よ」

　アイアリスの冷たい視線がこちらに向く。

　めんどくさいが説明をしなければならない空気。……今さら『知らない人です』とか言っても遅いのはわかるので。

「ええと、そいつの名前は、ユーフェミア・ペンドラゴン・アスツラピ」

　なんで修道女なんてやってるかは知らないが。

　会っていなかった期間にこいつがなにをやっていたか知らないが。

　それでも、成長しても失われない面影に、なにより昔より大人になったはずなのにまったく変わっていないまっすぐさと激しさに思い知らされる。

　こいつは間違いようもなく――

「アスツラピ王国の第三王女で、俺おれの知り合いだ」

　――俺の心を折って、俺を無気力にしたうちの一人で。

　昔、長い時間を一緒に過ごした、幼なじみだった。



















二章　世話好き修道女と頼りない勇者
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　修道女としての目的は、『魔王復活の噂うわさの真偽を確認すること』。

　ユーフェミア個人としての目的は、『勇者を本物にすること』。

　それらを達成するために、ユーフェミアは一ヶ月ほど魔王城に滞在することになった。

「上官殿、仕事を辞めたいとは言いません。有給休暇をください。一月ほど」

「毎日が休暇のようなものなのにさらに休暇が欲しいとは傲ごう慢まんですね」

　正論を言われて言葉に詰まる。

　仕方がないので視線を逸そらして空を見る。

　……時刻はすでに夕刻。ユーフェミアが城を訪れてから、二時間ほどが経過している。

　俺おれとヴィヴィは城の外に出て、今日も『魔王とか五十年前に倒されたよね』ぐらいに思っている王都警備部隊のみなさんが魔王城にせっせと荷物を運びこんでいる様子を横目に会話していた。

　ちなみに、いつもの物資搬入ではない。ユーフェミアのお引っ越しである。

　運びこまれるのは天てん蓋がい付きのベッドやら質のいい調度品やら、ハルバードやらグレートソードやら……ちょっと待て。なんで両手持ちの重量級武器がわんさか運び込まれてんだよ。あいつ修道女じゃねぇのかよ。

「ユーフェミア第三王女殿下は、クリュメノス一神教の特使としてあちこちを巡るかたわら、ご当地武器を蒐しゆう集しゆうするのが趣味のご様子ですね」

「修道女とはなんなのか」

「今の時代におきましては、『各国に目を光らせる大規模傭よう兵へい組織の一員』ということになるでしょうか」

「……クリュメノス一神教もなぁ、本当に。僧そう侶りよは大人しく祈りでも捧ささげとけよ……あ、ひょっとしてユーフェミアが修道院入りしたのって、一神教なら戦いの場に困らないとか思ったからだったりするのか？」

「国王陛下の政治的判断ですよ。……ユーフェミア様ご自身の意向については、なんとも申し上げかねますが」

　ヴィヴィの浮かべる意味深な笑みから、ああ、ユーフェミアは好きで修道女になったんだな、というのが読み取れた。

　脳筋王女め……。

「……というか、聞きたいことが二つある」

「ユーフェミア様は、わたくしの弟子にあたります」

　ヴィヴィは敏く俺おれの質問を読み取る。

　聡さとすぎて言葉を奪われた俺は口を閉じる機会を失った。

「幼いころから剣術をはじめ、様々な武術を伝授いたしました」

「……俺、幼いころから何度かユーフェミアに会いに王宮にお邪魔してたんだけど、おまえの姿見たことないな」

「わたくしは教育係の一人ですからね。王女殿下の私的な時間に顔を出すことはまずありません」

「……左様か」

　ヴィヴィという存在には謎なぞが多い。たとえば、ユーフェミアの師匠を名乗ってるくせに、ユーフェミアより幼い見た目であることとか。

　……しかし一つ一つ追及していくのもめんどうだし、なにより、こいつが素直に白状するとも思えない。

　それに、ヴィヴィの素性よりも重要な案件があるので、そちらが先だ。

「もう一つの質問、いいか？」

「どうぞ」

　今度は俺の言葉を奪うことなく、ヴィヴィは続きを促した。

　……ヴィヴィの側からは予想される質問がいくつかある、ということだろうか。

　慎重に質問を検討しようかとも思ったが、やめることにした。

　考えるのめんどくさいし、『魔族の勇者』の俺としては、聞かなきゃいけないことなんて、一つきりだからだ。

「ユーフェミアの背中から生えてた、変な素材の『手』、あれはなんだ？」

　聞かなきゃならないこと。

　それは――『魔王を害する可能性のある武器について』だ。

『聖剣』以外の剣では魔王を殺すことはできないし、その眷けん属ぞくであるただの魔族を傷つけることすら困難。……そう言われてきたのだが、ただの古代金属製の剣は魔族を傷つけたし、聖剣も聖剣で、どうにも魔王と人間が協力しないと使えないっぽい。

　前提条件が崩れている。

　魔王に傷を負わすものは、意外とこの世にあふれているのかもしれない。

　ならば、あの『手』は。

　黄金の光の槍やりを創つくりだし、稲いな妻ずまのような破壊をまき散らすあの『手』は、魔王を傷つけ、殺せる武器なのではないか。

　もしそうだとしたら、取り上げるなり壊すなりしておきたい。

　俺おれは、魔王城での生活を守ると決めているのだから。

　……という理由で、俺としては必然性に満ちた質問だったのだが、ヴィヴィは意外そうに首をかしげ、

「そんなことですか」

「……なんかおかしな質問したか？」

「いえ、もっとユーフェミア様ご自身についての質問があるかと思っていたのですが。一つ目の質問はわたくしのこと、二つ目の質問は武器のこと……ユーフェミア様がここに来るまでの詳しい経緯や、あなた様が知らずわたくしが知っているようなユーフェミア様個人の情報などに興味はおありでないので？」

「どうでもいいとまでは言わねぇけどさ」

　士官学校に入る前まで付き合いのあった相手だ。顔を合わせてなかった五年ぐらいのあいだになにがあったのか、聞きたい気持ちもなくはない。

　……それに、あのユーフェミアを恐れさせるヴィヴィに、ユーフェミアの弱点とか御しかたとか聞いておいたほうがいいのかもしれない。

「……でもやっぱ、そういうのより先に、危険があるならどうにかしておきたいんだよ」

「それは、魔王様のために？」

「というか、魔王城のために」

「……どういう意味ですか？」

「世界中が戦争してる中で、唯一平和な場所なんだ。平和なまま維持したいって思うのは普通だろ？」

「……はあ、なるほど」

　納得いかないという調子だった。平和を望んでなにが悪いのか。

「……ま、よろしいでしょう。あの『手』は『遮さえぎる怒いか鎚づち』と呼ばれている、遺跡からの出土品の一つですね」

「つまり、古代兵器か」

　同じく出土品である剣は、いくらリーの技量があったとは言え、魔族をたやすく傷つけた。聖剣以外では傷つけることも困難と言われている魔族を、だ。

「ええ、古代兵器です。雷の槍やりを創つくりだし、放つ……威力は体感されたのでしょう？」

「まあ」

「ユーフェミア様は、一神教より働きを認められ、あの古代兵器をあずかっておられてます。一神教もなかなか洒落しやれたことをいたしますね。アスツラピかみなり王国の王女に『遮る怒鎚』など」

「なんのためにあずかったかは、わかるか？」

「おそらく、いざという時に魔王様をどうにかするためかと。たとえば、魔王復活の噂が本当だった時など、魔王を排除する目的で持たされた、と考えるのが、自然なようにわたくしは思いますが」

「『遮さえぎる怒いか鎚づち』が一神教の持ち物で、一時的に持たされてるだけってんなら、そうだよな……でも、ユーフェミア本人は魔王を討伐する気とかなさそうだけど？」

「それはそうでしょう。ユーフェミア様にはあらかじめ事情を説明しておりますし、一神教側ではなくアスツラピ王国側……つまり、『魔王様の存在をばらさない方向』で協力していただけることになっておりますので。そもそも、ユーフェミア様は国王陛下が一神教を敵に回さないため、信徒として、言わば人質として修道院にあずけただけですし」

「そんなやつに古代兵器あずけるのか……一神教の古代兵器管理がザルだなあ……」

「さて、なにか意図があるやもしれません。あるいは考え難い可能性ですが、一神教にとって古代兵器など捨てるほどあるのかもしれません。もしくは安全策などをとっている可能性もあるでしょうし……」

「安全策？」

「具体的になにが、というわけではなく、可能性の話です。……少し気になる情報もありますし」

「気になる情報っていうのは？」

「それは……」

　ヴィヴィが、言いよどむ。

　そのそぶりを見るに、俺おれに言っていい情報かどうか、決めかねている様子だ。

　……悩むヴィヴィというのも珍しい。それほど重要な案件ならまあ、ゆっくり決めたらいいと思う。別にこちらには時間を惜しむ理由もないし。

　けれど、



「余の勇者！　余の勇者よ早く帰ってこい！」



　魔王様のそばではどうやら、またなにか急ぎの案件が持ち上がっているようだった。

「……勇者様、呼ばれておりますよ」

「そっちの話はいいのか？」

「はい。よくよく検討しましたところ、これからお話ししようと思っていたことは、どうにも勇者様の知能で理解していただける未来が見えず……申し訳ありません。人並みに教養のある人間相手への説明しかわたくしにはできませんで」

「人並みに教養なくてごめんね」

　わかってた。ヴィヴィは発言にいちいち嫌みを入れてくるやつだって、知ってたよ。

「じゃあ俺おれ、魔王城に帰ってアイアリスにダダこねられてくる」

「はい、どうぞお気をつけて。……わたくしは少し一神教について探りを入れてみます」

「一神教について？」

「……気になることなど、ありますので。とは言え、見知った司祭以上の人間は全員、現在の教皇猊げい下かに隠居させられてしまっていますので、調査は難航しそうですが」

「なんで世界最大宗派の司祭以上の人間に、複数知り合いがいた感じなのか……」

　ヴィヴィの人脈どうなってんの。

　ていうか、ヴィヴィは王族にタメ口だし、見た目年齢と実年齢がどうにも合ってないっぽいし、人脈がはんぱねぇし、国家機密を扱う部隊の長だし……なんなんだろうね本当。

　気にはなるが、調べる気にも聞き出す気にもならない。

　だからダメもとで一言だけ、

「なぁ、ヴィヴィ、おまえ、何者なの？」

「世界を護まもる安全弁の一つ、人が人の危機を知る以前の人の守護者」

「……？」

「前々からお話ししている通りですよ。わたくしが『勇者』を選定します。そして勇者は『魔王』と出で逢あい、聖剣を創つくり出す……それでも駄目な場合、魔王が機能として覚かく醒せいし、星を護る。すべて、言っている通りです。わたくしも、勇者様も、魔王様も、結局のところ星のための『機能』でしかありません」

「よくわかんねぇけど、なんかめんどくさそうだな」

「そうですね。星の都合に振り回されるのは少々面倒くさく思います。ですからわたくしは抗あらがうのですよ。世界で最高の勇者様を選定し、最高の支援をする。……さて、ではわたくしはわたくしの戦いへと赴きますので、勇者様は勇者様の戦いへとどうぞ」

「……戦い、ねぇ」

　魔王様の御用聞きを『戦い』と言っていいのかは、かなり疑問だが。

　それでも俺の役目は今のところ、それしかないのだ。

　職務を遂行――というガラでもないが、ま、向かいましょうか。

　どうにも俺の『戦場』らしい、魔王城へと。
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「勇者よ！　こやつをどうにかしろ！」

　魔王様が教卓の後ろに避難しながら、ユーフェミアを指さして叫ぶ。

『教室』――ようするに謁えつ見けんの間だが、そこに入ったばかりの俺はまだ状況をつかめないでいる。……しかしあのアイアリスをここまで恐れさせるとは、さすがユーフェミア、大陸一の脳筋王女の称号にふさわしい。称号は俺おれが考えたものだが。

「なんだなんだなにがあった」

　言いながら深紅の絨じゆう毯たんを踏み、アイアリスとユーフェミアの間へ。

　途中、いつもの席に着いているミナギとレイラの顔を見たが、ミナギは面白そうににやにやしており、レイラは椅い子すの上におすわりしてじっと壁を見て、時折唸うなってるだけだった。なにが見えてんだよレイラ。

　ともあれ役に立たない眷けん属ぞくは置いてアイアリスを背にかばってユーフェミアと向き合えば、その紫の瞳ひとみは俺の問いかけるような視線に『心外だ』とでも言うように細められた。

「なによ。なんであたしが悪いことしたって決めつけるみたいに見るのよ」

「いや、決めつけちゃいねぇけどさ……なんだ、悪いことしたのか」

「噂うわさの魔王がどんなものか、ちょっと見させてもらおうと思っただけよ」

「具体的にはなにしようとしたんだよ」

「ちょっと服を脱がせて筋肉のつき具合を見ようと思っただけよ」

「地ち下か牢ろうはあちらです」

「なんで地下牢よ!?」

　どう考えても犯罪だよ。

　なんで初対面に近い相手の服を脱がして大丈夫と思うのか。

「あのねぇ、アル……勇者様」

「待て、なんで言い直した。昔は名前で呼んでたろうがおまえ」

「……一応、国としてあんたを『勇者』にしてるんだから、王女のあたしが従わないわけにはいかないじゃない」

「そんなもんかなぁ……」

　しかし確かに、ユーフェミアは脳筋だけあって『上』から言われたことには素直に従い、決してたがえない頑固さがある。別名『軍人気質』。世界の居心地を悪くする原因の一つである。

「しっかし、おまえは本当に立場は今でもアスツラピ王国の王女なんだなぁ」

「そりゃそうよ。だって、あたしが修道女やってるのもおとうさまの意向だもん」

「でも今、クリュメノス一神教って傭よう兵へい組織みたいなことやってるんだろ？　戦場に駆り出されたりはしないのか？」

「あたしの『戦場』は主に交渉ね。アスツラピ王国軍に一神教僧兵部隊を編入させる時、交渉を有利に進めるための置き物にされてたわ」

「置き物、ねぇ。似合わないこと甚だしいな」

「そうね。あんまりにもなにもさせてもらえないから、むかついて、単身、砦とりでを落としたこととかあったわ」

「それは似合うこと甚だしいな……」

　お転婆どころの騒ぎじゃねぇぞ。

　どこの戦いくさ乙女おとめだよおまえは。

「で、そんなこと繰り返してたもんだから、こういう明るみに出せない、重要度の低い情報収集とか交渉とかを仰せつかる羽目になってね」

「繰り返したのか……いや、まあ、無事でよかった。……ん？　重要度低い仕事しか任されないってことは、魔王復活の真偽を確かめるのは、そんな重要視されてないのか？」

「『いたら困るけどたぶんいないと思う』ってことでしょうね」

「いた時の保険で古代兵器持たされてんのか……」

「一応、もし仮にいた場合にでも、丸腰で人の国の王女を魔王がいるかもしれない場所に向かわせたら、体面がまずいからでしょ。少なくともあたしの知識では一神教内で魔王は『いないこと』になってるから、保険以上の意味合いはないわね」

「そうか……で、報告する気もなし、と」

「アスツラピ王国の意向がそうなってるからね。今回は『いなかった』証明をするための調査滞在よ。……で、勇者様」

「気持ち悪いなぁ、ユーフェミアに勇者扱いされるの……なんだよ」

「さっき、あんたがあたしを悪者扱いした話に戻るけど」

「地ち下か牢ろうはあちらです」

「なんですぐに地下牢に案内しようとすんのよ!?　いいから聞きなさい！　あのね、初めて見る相手の筋肉のつき具合を脱がせて確かめようって思うのは、普通のことなの！」

「そんな『普通』、士官学校でも聞いたことねぇよ！」

　ひょっとして王族の『普通』なのだろうか。だとしたら王族は普段、上半身裸で筋肉を見せつけながらサロンあたりでお茶してんのか……王族に生まれなくて良かった。

「ちが、違うわよ！　聞きなさいよ最後まで！　き、聞かないと担ぎ上げたあと壁に向かって投げるんだからね!?」

「普通におどされただと……？」

　それも、照れたような表情で。

　紫の瞳ひとみに紫の髪、王族特有の花も恥じらうような美び貌ぼうに、かすかに大人びた色香をふくませた表情で、『話を聞かなきゃ投げ殺す』と照れられた。ユーフェミアの手の届かないおうちまで帰りたい。

「とにかく！　とにかくよ！　あたしはクリュメノス一神教の特使として、結構色々なところを回ってるわけよ。そしたら色々な人に出会うでしょ？」

「まあ」

「でも、特使だから、出会ってもすぐにお別れしなきゃいけないこととか、多いわけよ」

「まあ」

「そしたら、短い期間でお互いの考えとかいろいろを知るために、裸の付き合いをして、筋肉のつき具合を見るでしょ？」

「地ち下か牢ろうはあちらです」

「だからなんでよ!?」

「見るか！」

「同性なのよ!?」

「同性だろうが異性だろうが見ねぇよ！」

「しかしなるほど……そういう手があったのでございますな」

　ミナギが小声で不気味なことを言っていた。

　ユーフェミアが魔王城に悪影響を振りまいている。帰ってもらってもいいでしょうか。

「と、と、とにかくだな！　勇者もこれでわかったであろう！　その女は、嫌がる余にいきなり迫り、『服を脱げ』と追い回してきたのだ！　これはゆゆしき事態であるぞ！　かくなるうえは魔王軍八十万を動員して、こやつの危険思想を大陸ごと根絶やしにせねばなるまい！」

「世界が滅ぶからやめなさい。あと、魔王軍増えすぎだ」

「……っていうか、魔王には世界を滅ぼす意思はないって話は聞いてるとは言え、魔王の危険性を検分しに来たっつってるあたしの前で『世界を滅ぼす』とか、いい度胸ね、この魔王……」

　さすがにユーフェミアもげんなりしていた。

　うちの魔王様は器がでかいから仕方ない。

「とにかく余はこの女を追い出すなり檻おりに入れるなりすべきだと思うのだが！　思うのだが！　このままでは余の身がもたんぞ！　大事なものを奪われる気がするぞ！」

「陛下」

　アイアリスの声量が最大限に達した時、いさめるような静かな声で、そっと席を立ちながらミナギが声をかける。

「ミナギにいい案があるのでございます」

「……なんだ、申してみよ」

「せっかく解放されたので、大浴場で脱げば恥ずかしくないのでございますよ」

「なにも解決しておらんではないか!?」

「陛下のすべすべなお肌を見ればきっと、種族の壁など超えられるのでございますよ」

「いや、だからな！　余は、こやつに肌を見せるのはなんだか嫌だと言っておるのだ！」

「ならばミナギとご一緒するのでございますよはあはあ」

「意味がわからん！　ええい迫って来るな！　勇者！　勇者よ！　どうにかせい！」

「はいはいこっから先は通行止めですよー」

　ふらふらとした足取りで迫り来るミナギを押しとどめる。

　これでユーフェミアとミナギから、教卓の後ろに隠れたアイアリスを守る体勢になってしまった。魔王城内で魔王様が大変な危機的状況に陥っている。世界一安心できない我が家がここにあった。

「と、とにかくだな！」

　アイアリスは教卓の後ろに隠れ、顔の上半分を出した格好のまま、

「余はそやつが信用できん！」

「だから信用しあうために服を脱ぎなさいっつってんでしょ!?」

「信用できんやつの前でなぜ裸になれると思う!?」

　ひどい文化の違いがあった。

　しかし、『信用できない』というのはゆゆしき問題だと思う。

　疑念が魔王城をぎすぎすさせたり、アイアリスに悲しい顔をさせたりすることは、下着騒動の時に実証済みである。

　どうしたもんかと悩んでいると、今まで黙ってことの経緯を見守っていたレイラが、なにやら自信満々の顔で、

「自分にいい考えがあるでありますよ！」

「よしわかった。黙れ」

「修道女がなんであろうと、自分や勇者が陛下を護まもれると証明できればいいのであります！　陛下をお守りできる強さをお見せできれば、陛下も安心するのでありますよ！」

「つまり、どういうことだ。レイラ、余に詳しく説明せよ」

「剣闘大会であります！」

　ズダン、と机を踏んで立ち上がるレイラ。机は足を乗っけるところじゃないぞと注意しようかと思ったが、俺おれの虚脱感は半端ではなく、なにも言う気になれなかった。

「自分か勇者が修道女に勝って、陛下をお守りできると示せばいいのでありますよ！」

「よかろう、乗った！」

　参加しないはずのアイアリスは、立ち上がって元気いっぱいに言った。

　俺とユーフェミアは一言も乗ってないんだが……ああ、ユーフェミアは聞くまでもなさそうだ……戦いと聞いて喜びいさんでやがる。この脳筋王女め……。

「えへへー。これで陛下のお役に立てるのでありますよ」

　とろけた顔で笑うレイラ。

「で、あんたも参加すんのよね？」

　参加しなきゃ壁に投げて腐った果実みたいな有様にするぞ、と微笑ほほえむユーフェミア。

　……今さら異を唱えるのも無駄だろうか。

「わかったわかった、参加すりゃいいんだろ……」

「では、余の宝物庫から剣を出そう。勇者の剣は折れてしまっているからな」

「魔王の宝物庫の剣か……」

「うむ。勇者の働きに報いるため、授与することにした。謹んで受け取るがよい」

「……ああ、ありがと」

　なんか、だんだん、俺おれは言い逃れできないぐらい魔族側の人間になっていっている気がしないでもないな……。まあいいんだけどさ、今さら。

　という具合に覚悟を決めて、ケガしないで疲れないで、できたら試合しないでいられるようにがんばるかぁ、とため息をついていたら、

「……剣闘大会、でございますか。試合中はなにが起きようと事故でございましょうな」

　ミナギのほうから、そんな小さな小さな声が聞こえてきた。

　これはひょっとしたら、また俺は選択肢を間違えたのかもしれなかった。

　しかし、盛り上がる魔王一味と脳筋王女はもう、止まらない。
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　宝物庫で俺の新しい剣を探す冒険は、諸事情あって打ち切られました。

「……というか、前回の魔王はなにをしておったのだ。宝物庫がまったく整理されておらんではないか!?」

　事情というのはそういうことで、アイアリスと二人で入った宝物庫――場所は玉座の間の奥、魔王の部屋の向かいだ――は、ちょっと『剣闘試合の前に軽く剣でも拾っていくか』という気持ちで挑めるほど整理されていなかった。

「……今度、整理するぞ」

　魔王様が燃えているので、今度、宝物庫の探索任務でも発生するかもしれない。しかし俺としては、なるべく宝物庫の話題は出さない方向でがんばっていきたいと思った。だってめんどくさいし。

　というわけで、場所は城内、門を出ないで出られる外、練兵場。……の、中に建っている訓練場である。

　久々に腰に佩はいた剣が重いこと重いこと。ちょっと前までは当たり前のようにこんなもの佩いて生活してたんだなと思うと、過去の俺に『おまえ無駄な体力使いすぎだよ』と言ってやりたくなる。

　外の世界じゃ必要なものではあったけど。

　魔王城の中じゃ必要ねぇんだから、わざわざ必要のない物を持たなきゃいけないような催しをするなって話だよなぁ……。

　どうして人は平和な環境でだらだらするだけで満足できないのか。

　まあ、ここにいるのは主に人じゃなくて魔族なんだが……。

「勇者、腕が鳴るのでありますな」

　壁に背中をつけて、準備運動をするユーフェミアと不敵に笑いながらアイアリスとなにかをしゃべっているミナギを見ていたら、レイラが隣に腰かけた。

　銀色の髪に黄金の瞳ひとみが、戦闘の予感にうずうずしているのがわかる。……最近は家事をがんばっているとは言え、それはあくまでも戦闘のできない環境での話。やはり本人の資質と特技はどうしても戦闘なんだな、というのが理解できた。

「……しかし、レイラは良かったのかよ」

「なにがでありますか？」

「いや、剣闘『大会』ってことは、勝ち抜き戦か総当たり戦になるだろ？」

「難しいことはよくわからないであります」

「難し……いや、まあ、いいや。まあ、組み合わせなり当たる順番なりはアイアリスが決めるんだろうけど、それにしたって、誰だれと当たるかわかんないだろ？」

「であります」

「じゃあ、俺おれと当たったらどうすんだよ」

　確か、人じん狼ろう族の掟おきてで、レイラは『主人』である俺とは戦えないはずなのに。

　まあ、いくらバカとは言え、さすがにそこまで考えなしってわけでもないだろうけど。妥当な考えとしては、剣闘試合ぐらいは大目に見るってところだろうか。

　などと考えていたら、

「あ」

　レイラ、おどろきの声である。

「おまえはそういえば、ちょっと度を外れたバカだったな……」

「ば、ばかとはなんでありますか！　いくら勇者でも、本当のことを言ってはならないのでありますよ！」

「……真実は時として劇薬だもんな。配慮が足りなかったことは認めるよ。ごめん」

　レイラは俺の言葉を半分ぐらいも理解していない様子ではあったが、少しだけ機嫌を直した様子だった。

　不ふ憫びんな子と言わざるを得ない。

「……なあレイラ、あのさ、剣闘試合なんだし、べつに俺に刃向けてもいいんだぞ？　そりゃ、ケガとか死ぬとかはごめんだけど、そのへん、どうにかなるだろ、たぶん」

「それはできないのであります」

「……掟なんかに縛られるのはよくないと思うんだけどなぁ」

「勇者に刃を向けないのは、自分で自分に課した誓いであります。だから、今回はしょうがないのでありますが、勇者は陛下や自分の敵にならないでほしいのであります。勇者と陛下がもしも敵対したら、自分ではどちらに味方していいかわからないのであります」

「敵対ねぇ……そんなめんどくさいことを俺おれがする状況ってのが、思いつかないな……」

　何者かになんらかの手段で洗脳される、とかかなぁ。

　世界に出れば古代兵器やらなんやらでそういったことをされる可能性もあるかも知れないが、まあ、今後ずっと魔王城でのんびりだらだら暮らしていくなら、そんなことされる心配もないだろう。

「ということで、自分は勇者と試合になったら不戦敗なのであります」

「そこは俺の不戦敗でいいよ」

「ダメなのであります。人じん狼ろう族は勝った相手を主人と認めるのであります。勇者が自分に負けることは、形式のうえでもあってはならないのであります」

「めんどくさい掟おきてだなぁ」

「仕えるならば自分より強い相手がいいのでありますよ」

「そんなもんか……」

　武力で決めるってのも、どうにもひっかかる話ではある。

　それに、俺は弱い。

　人間には持って生まれた才能とか天分があって、俺の武力に関する才能は、世界を救うどころか、身近にいるやつにすら絶対に勝てない程度のものなのだ。

　なのでレイラの期待にうまく応こたえられる自信はない。

　……武力以前に、俺がユーフェミアに奪われた一番でっかいものが『自信』だよなぁ。

「形式も決まったので、そろそろ余のための剣闘大会を始めるぞ！」

　魔王様がそう言うので、考え事はやめることにした。

　いや、だって、悩むのとかって、めんどくさいじゃん。
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　試合形式は勝ち抜き試合。

　俺の剣が折れているので、得物は木剣になった。

　……そうだよなぁ。普通、訓練なんだから真剣じゃなく木剣でやるべきだよなぁ。

　とにかく事故の可能性が減って一安心。なぜだかユーフェミアは真剣至上主義だったが多数決で平和主義が勝ったのだ。それに今回はアイアリスの機嫌をとる必要もないから一回戦で不戦敗もありかもわからんね！

「ということで、一回戦はミナギと勇者だ！　両者、前へ出よ」

「これは、一回戦から強敵でございますなぁ」

　言いながらミナギが前に出る。鎧よろい系装備は特になく普段着のまま、手には木製の槍やり。

　不敵な笑みを浮かべる様子からは、底知れない自信がうかがえた。

　しかし、今ここに、はっきりと宣言しておこう。

　俺おれは、まともに戦う気などない！

　これから戦闘が始まると思っているならば、それは俺について勉強が足りてないと言わざるを得ないな！

「というわけで一回戦を始めるぞ！」

「あ、そうだアイアリス。ちなみに、勝敗とかってどう決めるんだ？」

「『まいった』と言ったほうが負けにしようかとも思ったが、それだと勇者が開始一秒でまいったするとミナギに言われたので、少し考えたのだ」

「どんなふうに？」

「戦闘開始後しばらく経たって、その時に地に伏していたほうが負けということにした」

「……しばらくって、具体的にはどんぐらいだよ」

「そこは余が余の裁量で決める。一応、最低時間は決めてあるがな」

「……」

「安心せよ。たとえどのような展開になろうとも、最低時間はきちんと守るのであるぞ」

　つまり、開始直後に倒れて、時間まで倒れ続ければいいということか。

　……ちょっとだけめんどくさいな。

「ところでアイアリス、一ついいか？」

「……どうした。余はさっさと剣闘試合を始めたいのだが」

「おなかが痛いので辞退――」

「さて、では第一試合であるな」

　魔王様が容よう赦しやなかった。

　おかしいな……腹が痛いって言えばだいたいなんでも休めるはずなのに……。

　やはり魔王城、人間界での常識は通じないというわけか。

　というわけで俺対ミナギの試合である。

「それでは始め！」

　魔王様の号令とともに、武器を構えた。

「では行くでございますよー」

　槍を構えたミナギが、突きを繰り出してくる。

　戦う気など微み塵じんもないので、腹部を狙ねらった突きを受けて倒れ伏すことにする。

「うわぁ、やられたー」

「……すさまじく嘘うそくさいわねぇ」

　脳筋王女がなにかつぶやいていたが、無視。

「なにか非常に釈然としない感じでございますな……ところで陛下、残り時間の方はどうなっているのでございましょう？」

「まだあるな」

「で、ございますか……おほほほほ。ここからはずっとミナギの番でございますね」

「……う、うむ？」

　アイアリスの不安そうな声。

　……やばい、ここで倒れたのは早計だったやもしれない。

　ミナギは倒れた俺おれに素早く接近すると、そのまま武器を捨てて馬乗りになった。

「さて勇者様、勇者様には抵抗も拒絶も認められているのでございますよ。けれどそのすべてはミナギを喜ばせるとお思いくださいまし。俗に言う、『嫌がられたほうが燃える』というやつでございますな」

「その俗語には聞き覚えがない……」

「おほほほ……この圧倒的不利な状況でも勇者様は余裕でございますなぁ……しかし！　すぐにその余裕も崩れ去り、あとにはミナギだけが勇者様の心に残ることになるのでございますよ」

　と、言いながら俺の服を脱がせにかかるミナギである。

　……。

「なにしてんのおまえ!?」

「試合を、そう、あくまでこれは勇者様に勝つための手段でございます！　性的な意味で勝つための！」

「おまえ、俺に嘘うそはつけないはず……いや、嘘じゃないのか!?」

「ミナギはいつでも、性的な勝利を求めているのでございます」

　ちょっとなに言ってるかわかりませんね。

　地ち下か牢ろうはあちらです。

　ミナギの柔らかな指が服の内側に滑り込む。集まる視線を感じる。不思議そうな顔のレイラ、止めようか止めまいか苦悩しているアイアリス、そしてゴミを見るような目つきのユーフェミア。なんだかいろんな誤解が渦巻いている気がするが、ここで抵抗の一つもしないと誤解が既成事実に変わってしまいそうなので精いっぱいの抵抗を試みる。

　とりあえず袖そでをつかんでミナギの蛮行を阻止する。

　そうしたら、びりぃ、と音がして、不自然に服が破けた。

「やん」

「いや、待ておかしいだろ服の強度！」

「裏地をとったかいがあったのでございます。さ、勇者様、抵抗すればするほどミナギの服が脱げていく仕組みでございますよ。それでも抵抗するのでございますかな？」

「くっ……卑ひ怯きような……」

　さすが策士汚い。

「さて、ミナギが半裸になるまであと三手、全裸になるまであと二手……勇者様は果たして抵抗するのでございましょうか？　それともミナギに委ねるのでございましょうか？」

「なんで半裸より先に全裸になる計算なんだ」

　四手目で服が元通りになったりするのだろうか……。

「さあさあ勇者様、どのようになさるのでございますか？」

　言いながら俺おれの服を剥むきはじめるミナギ。

　このままでは全裸にされるまであと五手ほど……ミナギの服を破かない程度の抵抗で、どうすれば服を着たまま試合終了を迎えられる？

「とかやってるあいだに、もう上半身が裸なのでございますよ」

「どうやって脱がせた!?」

「さあ勇者様、寒い時期なのにそのようなお姿では困るでございましょう。ミナギが温めてさしあげるのでございますよ」

　そう言って自分の服を引き裂くミナギ。

　俺がなにも抵抗しなくても、ミナギが着実に裸になっていく。世の中理不尽だった。

　そのまま接近してくるミナギの上半身。ぴたりとくっつくまであと少し。衆人環視の中で俺が大事なものを失うまであとほんの少し。いや、すでに信頼がガタガタなのがみんなの視線からわからなくもないのだが、わかりたくない。

「審判！　試合を止めるんだ！」

「いや、しかし……まだ最低時間が……余の法ゆえ……」

「今こだわるところか!?」

　魔王様が妙に生き真面目まじめだった。

「勇者様、あまりよそ見をしていると、さらにミナギの服がいけないことになるのでございますよ」

「くそう！」

　このままでは色々とやばそうだ。主に俺の信頼度と未来が。

　完全に組み敷かれてはいるが、ミナギの体重は軽い。

　しかも相手を組み敷く時にどこをおさえればいいかわからないらしく、乗っているのは腰の上である。

　なので、上半身を普通に起こし、その勢いを利用してミナギの肩を押し、倒す。

「勇者様が反撃に移ったのでございますな……」

　照れた様子で目を逸そらすミナギ。その手はスカート部分をおさえている。……俺の腰の上に乗っていたせいで、押し倒されて俺に組み敷かれている現在、大おお股また開きで今にも下着が見えそうだった。

「ああ、勇者様がミナギの足のあいだに腰を打ちつけてくるのでございますよ……」

「口をふさぎたいんだが、この状態からそんなことしたら、さらに不名誉な評価を受けそうなんだよなぁ……」

「もう手遅れよ」

　ユーフェミアから現実を教えられた。部屋に帰って引きこもりたい。八年ぐらい。

「勇者様……そのような寂しげな顔をしないでほしいのでございますよ……勇者様には、ミナギがついているのでございます……」

　はぁはぁと苦しげな呼気をもらしながら、いたわるように俺おれの頬ほおを撫なでるミナギ。たぶん呼吸が苦しげなのは俺に組み敷かれているからと、あとまたよからぬ妄想をしているせいだと思う。

「ああ、ミナギは勇者様に襲われているのでございますよ……」

　はたから見たらそうなのだろうが、実情を知れば事実は真逆である。

　……これ、試合が終わるまでおさえこんでおかないと、またミナギがいたずらに脱ぎだすよなぁ……。

　現実はどうしてこうも憂ゆう鬱うつなのだろうか。

「勇者様……どうぞ」















　なにがだよ。

　――かくして。

　そのまま時間がくるまでミナギを組み敷いたので、俺おれの勝利となった。

　これで俺の決勝戦進出は決まったのだが、試合に勝って勝負に負けたというか、勝利と引き換えに大事なものを失ったような気がするよ……。

「というか勇者様、優勝したら是非ともミナギにあれこれ命じていただきたいのでございますよ」

「なにそれ」

「なにって、陛下と約束して、優勝賞品は『誰だれにでも好きなことを命令できる権利』にしていただいたのでございま……そういえば、陛下、そのことを発表しておりませんでしたなぁ。うっかりさんでございますな」

　というわけで、なんだか一回戦は事故で勝ってしまったが……。

　意外とこれ、負けられない勝負のようだった。



　　　　　　　○



　決勝戦が俺とユーフェミアの戦いになった時点で、辞退したい気持ちでいっぱいだ。

「すいません魔王様、俺、頭が腹痛なんですが」

「そのような腹痛があるはずがなかろう」

　魔王様が生き真面目まじめすぎる。

　ここまであからさまな仮病を使ったら、まず間違いなく士官学校時代の教官はあきれて早退を許可したぞ……。

「申し訳ないのであります……自分は負けてしまったのであります……」

　アイアリスと訓練場入り口付近でもめていたら、耳と尻尾しつぽを垂れさせたレイラが、とぼとぼとこちらに近づいてきた。

　ちなみにミナギはまともな服を着に行っているので、今訓練場にはいない。

　とりあえずやけに落ち込んでいるレイラの頭に手を乗せて、慰めてみることにする。

「……まあ、しょうがないだろ。相手はユーフェミアだしなぁ」

　いいところまでは行ったと思うが、一歩及ばなかった。

　というか、レイラは作戦負けの感もある。

　しかしこのどうでもいい勝負でそこまで勝ちに来るとは、すごくらしい気がするなぁ――と思いながら、訓練場の奥にいるユーフェミアに視線を移した。

　紫の瞳ひとみに紫の髪の修道女は、木製のグラディウスを両手に持って、瞑めい想そうしている。

　何度か見たことがある精神統一の姿。……今まで負けたことのない相手にそこまで本気で向かってくる理由がわからない。

　勝負にこだわる、というか、勝利にこだわるのは、戦争中というご時世で国中が罹り患かんしている病のようなものなのかもしれない。

　そんなに勝ちにこだわってどうするのか。

　どんなに調子よく勝ちまくっても、自分より『上』は絶対にいるんだから、勝利なんてこだわるだけ無駄だと思うんだけどなぁ。

　俺おれは子供のころユーフェミアにそういう……『上が絶対にいる』という現実を思い知らされているからわかるが、思い知らされずに育ったであろうユーフェミアは、『勝負とは負けてはならないし方法さえ間違わなければ負けないもの』みたいに思ってるんだろうなぁ。今度リーと会わせてみたい。

　とか考えていると、アイアリスにちょんちょんと袖そでを引かれた。

「どうした？」

「勇者よ、余は公正なる王ゆえ、どちらかのために規則を捻ねじ曲げることはせん」

「……？」

「けれど、必ず勝て。……余は、あやつに妙な不気味さを感じておるのだ。記憶の奥底にひっかかるというか、こう、言い知れぬもやもやがあるのだ」

「まあ、脳筋の修道女がグラディウス持って迫ってきたら、そりゃあ不気味だろう」

　ユーフェミアの美び貌ぼうも、その不気味さを演出するのに一役買っているかもしれない。

　なににせよ、人生で一度もユーフェミアに勝ったことがない俺に、『勝て』というのは無理難題である。

　俺はあいつに心を折られ続けた。

　だから、学んだのだ。『どうにもならないことはある』と。俺は、魔族と切り結び続け生涯無敗、その武名が大陸中にとどろく『勇者』のじいちゃんとは違うのだ。

　王都で一般的に言われている『勇者』というやつは、一握りの才能と天運を持ったなにか間違った人間だと思う。

　俺はよくも悪くも間違ってない。つらいのは嫌いだし、疲れるのも嫌い。戦争も嫌いだし、死ぬのは嫌。人のために命なんて懸けたくないし、命を懸けたぐらいじゃどうにもならないことが山ほどあるのも知っている。

　俺には限界があるのだ。

　じいちゃんとか、リーとか、ユーフェミアとか、そういう限界の先にいる連中とはどうやったって並べないと、身の丈を知っているのだ。

「……とにかく、あやつに勝て。余を守れると、示すのだ」

「まあ、頑張りはするよ」

　アイアリスにここまで期待されたら頑張りはするが……。

　そもそも、まともな戦いになる気がしない。

「それでは始めるぞ。両者、開始位置に着け」

　言いながら、アイアリスが審判の位置へと向かった。

「がんばるのでありますよ！」

　レイラからの声援を受け、俺おれも開始位置に進む。

　すでに来ていたユーフェミアが、にやりと笑って俺を見る。……嗜し虐ぎやく的な笑みだ。あんな笑顔を十歳ぐらいから俺に向けていたと思うと、なるほどユーフェミアがこんなふうに育ってしまったのもうなずける話である。

「それにしても、なんであんたが『勇者様』なのかしらね」

　ユーフェミアは至極不思議そうに、ため息まじりの声で言う。

「さあな。まったく、なにが『勇者』なんて座に着くやつを決めるのかは知らないが、間違ってるよな、そいつは。……リーにユーフェミア、東部の英雄に中央司令長官様、近衛騎士の長に、大商人アーチボルト……俺が存在を知ってるだけで、こんだけの数、『勇者』に向いてるやつが挙がるぞ。選定下手すぎるだろ」

「あたしは『勇者』を目指してたんだけどね」

「……知ってる」

「覚えてる？　王宮のバラ園で語ったあたしの夢……」

「いろんな意味で忘れられない思い出だよ……さんざん痛めつけられたからな」

「王家の三女、ただの次代の継承権争いの火種でしかなかった。……だからあたしは、王族なんて血筋じゃなくて、もっと違う方向であたしの名前を遺のこしたかった。あたしの名前が、次の国政を混乱させるのは、嫌だから」

　紫の瞳ひとみを伏せるユーフェミア。

　……アスツラピ王国は議会制だが王政だ。国王は『最大貴族』として、議会に強い権限を持っている。

　そして国王を決めるのは血統。……基本的に男王しか置かないアスツラピ王国に、現在、男の王族はいない。ならば次の国王は、第一から第四までの王女の子供の誰だれか、ということになる。

　もちろん、たとえば第一王女の第一子が男で、ほかに男子が生まれなければすんなりと次期国王は決まるが、そううまくいかず、第二王女に男子が生まれ、第三王女に男子が生まれ……となると、様々な勢力に擁立され、王位継承権争いに発展しかねない。

　ユーフェミアはその争いを嫌った。

　だから、『勇者』に……国政に左右されない、王家ではない一つの勢力になって、王位継承権争いから抜けようとしていた。

　当然、その夢を聞かされた時、俺たちは魔王が復活するなんて夢にも思っていなかったから、ユーフェミアにとって『勇者』とは、『魔王を倒し世界を救う者』という意味ではなかった。

「あたしは『自由な者』になりたかったんだけどね」

　わずかに笑い、ユーフェミアは言う。

「今の立場は自由じゃないのか？」

「自由にはなれなかったわね。出家して修道女になっても、王族の役目からは解放されないし……修道女として諸国をめぐってるのも、全部あたしじゃない、抗あらがえない意思からの命令だし……」

「ユーフェミアの求める『自由』って、どんなものなんだ？」

「『武力ではたどりつけない世界』」

　ユーフェミアは手を伸ばす。

　その手には、木製のグラディウスが握られている。

「あたしは、あたしの証明として武力を磨き続けてる。……でも、先にはなにも見えないのよ。この戦争と同じね」

「なんで偉いやつと強いやつは、戦い抜いた先になにかがあると思うのかね。戦いはめんどいし、疲れるし、痛いし、勝ったって残るのは傷と消耗だけだろ。おまけに『みんな戦ってるんだからおまえも戦え』って強制までしやがる。生き方ぐらい好きに選ばせろってんだよ」

「いや、無職だったんでしょ、あんた……そんなのあたしでも働けって言うわよ」

「俺おれは無職を目指して無職になったんだ。望んだ職業に就いてるのにとやかく言われる筋合いはねぇな。無職と無謀と無計画は違うんだよ」

「一瞬、立派なこと言ってるように聞こえるのがイラっとくるわねぇ……」

「とにかく、戦いはよろしくない。……というわけでユーフェミア、ここは引き分けで一つどうだろう」

「いいわけないでしょ。あたしは勝てるなら勝ちたいの。世界一強くなれば、きっと今は見えないなにかが見えてきて……『勇者』になれるかもしれないでしょ」

「この脳筋王女め」

「……死なない程度に殺してあげるわ」

　なんか挑発してしまったらしい。間違ったことを言った覚えはないのだが。

「うむ、戦う二人に因いん縁ねんがあるのは良いことであるな」

「……因縁かなぁ」

　俺は異を唱えているつもりなのだが、アイアリスはうんうんうなずいている。どうにも俺とユーフェミアのあいだに因縁があるという設定がお気に入りらしい。

「ところで修道女、余からの質問なのだが」

「なによ」

　ユーフェミアからアイアリスへの態度は少し冷たい。……というか、なんだか拗すねているように見えるのは俺おれの気のせいだろうか。

　アイアリスのほうも少々むっとしたが、そこは王の度量か、不満そうな態度をぐっと飲み込んで、

「貴様は余の勇者の座を脅かし、余の命を狙ねらう者か？」

「あたしのなりたい『勇者』は、こんなのじゃない」

　むっとした顔でユーフェミアは言う。

「あたしの『勇者』は、もっと強くて、戦禍を武力だけで収めるような、そんな人物なの。だから、魔王のそばでだらだらしてる勇者の座なんていらないし、こんな勇者を認める平和ボケ魔王の命を狙ったって、なんにも名誉じゃない」

「ではなぜ、来て早々に勇者を攻撃した？」

「しばらく会ってなかったから、あたしより強くなっているかと思って期待してた」

「……ふむ」

「でも、全然弱くて、全然変わってなくて、全然……おまけに、なんか、あたしの見てないあいだに、いっぱい女の子に囲まれてるみたいだし、さっきの、なにあれ、破廉恥な……強くなってくれてれば、強くなってくれてさえいれば、ちゃんと、あいつが『勇者』になってたら、あたしは、ちゃんと負けて、認められたのに……」

　アイアリスの質問に回答中の、ユーフェミアの様子がおかしい。

　とても強い怨おん念ねんを感じる……魔王があとずさるぐらいの、それこそ視認できてしまうぐらいの強い怨念だ。なんか修道服の背中に収納されているはずの『手』……『遮さえぎる怒いか鎚づち』もわきわき動いている。ところでアレってどういう仕組みで動いているんだろうか。ユーフェミアを柱に拘束した時も外せなかったみたいだし。

「とりあえず、あんたを倒す！」

「……いきなりどうした」

　しばらく呪じゆ詛そをつぶやいていたかと思えば、いきなり宣戦布告である。感情の起伏についていけない。

「あーもう！　うるさいうるさい！　とにかく全部あんたのせいなのよ！　イラサリールの魚がおいしくないのも！　アスツラピの小麦が高いのも！　明日の天気が雨なのも！　みんなあんたのせいよ！」

「言いがかりも甚だしい!?」

「もう……この……イライラするの！　わかるでしょ魔王!?」

「うむ、なにかわかる気がする」

「ちょっとアイアリス!?」

「いや、はっきりとしないが……なんとなくわかると言うか、そういうこともあるな。よし、試合を開始するぞ。なんだか余は急に修道女を応援したくなった」

「え、おい」

　俺おれをどうにか戦いの場に立たせていた『アイアリスの期待』が消えた。

　この時点で逃げ腰である。

「ユーフェミアよ、おまえが余を害する意思がないのは伝わった。よってこの試合にもう意味はないのだが……どうする？　続けるか否か」

「続けるに決まってるでしょ。勝負事は途中で投げないの」

「というわけで試合開始だ」

　アイアリスの号令一発、まだ心の準備ができていないというのに始まる試合。

　両手にグラディウスを持ったユーフェミアが突進してくる。

　急に支えとなっているアイアリスの期待がなくなった俺が受け止められるはずもない。

　迫りくるユーフェミアを見て俺の心に去来する数々の思い出。一発当てるまで家に帰してもらえなくて王宮のバラ園にてバラで飢えと渇きをしのぎながら三日三晩ユーフェミアのお相手をつとめたアレだ。苦しいのどかわいたおなかへった痛いバラ痛い。痛いけどうめぇバラうめぇ。

　あ、これはもう、まともに戦える精神状態じゃないね。

　武器を投げ出し逃げをうつ。

「なんで逃げんのよ！」

　ユーフェミアから怒鳴られる理由がわからない。おまえが俺の心に残した数々の傷跡のせいだよ。ちょっとはその無駄に成長した胸に手を当てて思い出してみてください。

「アイアリス！　降参！　俺、降参！」

「最低時間まで粘れ。それでも余の勇者か」

　アイアリスには相手にされない。追ってくるユーフェミアには抵抗できない。

　目指す出口には、

「がんばるでありますよ勇者」

　レイラが立っている。

　――こうして俺は時間いっぱいまで逃げることにしたのだが。

　すぐさまつかまり、地面に引き倒されてボコボコにされることになったのだった。
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　優勝賞品の権利が行使されないことに不安しか抱けない。

　魔王様主催の魔王城剣闘大会の優勝賞品、『誰だれにでもなにか一つ命令できる権利』を得たユーフェミアはしかし、保留という選択肢をとった。

　俺おれのほうを見て笑って、『保留で』と言った。嫌な予感しかしない。

　ユーフェミアが魔王城からいなくなるまで、あとひと月ほど。それまでに命令権なんて忘れてるといいなぁ、と思いつつ夕食の時間。

　今まではわざわざ謁えつ見けんの間まで持って行って食事をしていたのだが、調理場横の第一大食堂が解放されたため、今日からここで夕食をとることとなった。

　おそらく百人からの兵士に食事をとらせるであろうこの場所は、なぜか士官学校の学食みたいな雰囲気だった。……全体的にゆるいと言うか、明るい感じである。

　調理場からつながっているカウンターがあり、そこで食事を受け取り、隊たい伍ごごとに、あるいは好きな人同士で一つのテーブルに集まり、食事をとる。そこで各々持っている情報や共通の話題などを、あるいは真面目まじめな顔で、あるいは笑いながら交換し合う。――ガヤガヤというにぎやかなざわめきを想像できる。

　アイアリスたちを見ているせいかもしれないが、王都でささやかれていた『魔族』が使う施設にしては、ずいぶんと印象が違う。不気味でもないし、おどろおどろしくもない。

　やっぱり風聞と実状は違うんだなぁ、と思いつつ、五人で使うには広すぎる空間の中、テーブルの一つに食事を並べて夕食をとる。

　魔族の王（そういえば、アイアリスは女王を名乗らない）と人間の王女、人じん狼ろうに竜人に、『勇者』……立場も違えば争いもしてそうな面子めんつが一堂に会している。そう考えると実はすさまじく貴重な席のような気がするから不思議だ。

　しかし一番不思議なのは、『ごった煮』と焼き野菜とパンをすさまじい勢いで食べながら、アイアリスとユーフェミアとミナギの三名がとても仲良く話していることだろう。

「だいたいな、余の勇者のくせに余をさしおいてミナギとばっかり遊びおってからに。余はそこが一番気に食わんのだ」

「これは申し訳ないのでございますなぁ。けれど陛下、ミナギはもう少し違う遊びをしたかったのでございますけれど、勇者様は身持ちが固くていけませんなぁ」

「ていうか、あんたら、普段、あいつとどんな暮らししてんの……？」

「遊んだり、遊んだり、一緒に寝たりしておるな」

「……で、あいつはどんな反応するの？」

「反応……？　そういえば、なんだかいつもつまらなさそうにしておるな……」

「そうでございますなぁ。色々やっても無駄でございますなぁ」

「ああ……昔からそういうとこ、あったわねえ」

「その『昔』の話、余にも聞かせてもらおうか」

「いいわよ。あれはまだ七歳ぐらいのころだったけど――」

　やはり共通の話題があると仲良くなるのも早い様子だが、共通の話題にされているこちらとしてはたまったもんじゃない。というかやめて。本当にやめて。人がいくつまでおねしょしてたかとかそれ、言っちゃいけないことですよ？

　これだから昔を知っているやつはやりにくい……と思いきや、俺おれもユーフェミアの昔を知っているがユーフェミアは別に俺に対してやりにくく思っていないだろうから、錯覚なのかもしれなかった。

　……まあしかしだ。俺の過去を切り売りしたぐらいで、今後一ヶ月の魔王城の雰囲気がよくなると思えば、効率のいい話かもしれない。

　当初うちの魔王様がやけに不安がっていたユーフェミアとの関係は上々。ミナギも輪に加わって、レイラはいつも通りご飯に夢中。ただ俺の心がしくしくと痛いだけ。

「……勇者、おなかが痛いのでありますか？」

「いや、おなかじゃなくて胃が痛い感じかな……」

「つまり、そのパンはもらってもいいのでありますか？」

「……持ってけよ、もう」

「わあい！　であります！」

　嬉うれしそうにパンを持っていくレイラ。

　その様子を見ていたらしい魔王と王女と竜人から白い目を向けられる。

「あんた、相変わらずそんな調子なの」















「なにがだ」

　ユーフェミアにジト目で見られる理由がわからない。

　けれど向こうは勝手に納得してしまった様子で、

「ああ、本当に……こんなんじゃ、まあ、しょうがないわよねぇ」

「うむ……けれどな修道女、余は王であるからな。公正であることを責めることはできんのだ。余の勇者なのに、余の勇者なのに！」

「独占は市場を締め付けるでございますが、『事実上』独占はそうでもないのでございますよ。やはりここはなんらかの方策を練り、しっかりと自分の物である判子を押して、ご自身にも他ほかの方々にもわからせるべきではありませんかなぁ？」

「……難しい。まとめろ」

「既成事実を作るのでございます」

「うむ……問題は既成事実とやらをどう作ったら良いのか、余にはわからんことだな」

「そうでございますか？　では今晩あたりミナギと一緒に陛下の柔らかくてぷにぷにしたお肌が勇者様のたくましい腕に抱かれる様子を観察しながらミナギが手取り足取りすべて優しくお二人にお教えするのでございましゅ！」

「あんたらにはまだ早い！」

　止めに入るユーフェミア。

　そしてため息を一つついたあと、機嫌悪そうにユーフェミアは俺おれをにらみ、

「ずいぶんただれた生活を送ってるのね、あんたは……」

「ただれてるのは俺なんだろうか……」

　異論ありまくりだぞ。

「あーもう、見てらんないわ。あたしの目が黒いうちはこの城の風紀は乱させません！　魔王一味もいいわねそこんとこ！」

「と、言われましても、ミナギは陛下と勇者様のしもべでございますからなぁ。お客人の命に従う道理はないのでございますよ」

「じゃあ、さっきの優勝賞品を使うわ」

「……これは、これは」

　ミナギはおどろいている様子だった。

　まさかこんなところで使われるとは思ってもいなかったようだ。

「いいわねあんたら！　特にそこの竜人！　あたしが城にいる限り、魔王城の風紀を乱さないこと！　っていうかあんた、魔王のしもべなら魔王に変なこと吹き込もうとするんじゃないわよ！」

「無む垢くならば穢けがしたくもなるのでございますよ。この浪漫がなぜ理解されないのか、ミナギにはとんとわからないのでございます……」

「とにかく、そういうの禁止！　いいわね!?」

「『そういうの』とはどういうのか、しっかり指定していただかないと、従いようもないのでございますよ。一つ一つ丁寧にじっくり、大きな声で、どういう行為を想像しているのか、ミナギにお聞かせ願いたいのでございます」

「……この……っ！」

　顔を真まっ赤かにするユーフェミア。

　げに恐ろしきは開き直ったミナギである。『嘘うそをついてはならない』という罰が、どうにもミナギを留とめていた堰せきを切ってしまった様子である。撤回しませんか魔王様。

「じゃあ勇者！　あんた！　あんた、この子の変な誘惑に乗らないこと！　いいわね！」

「まあ、いいけど……というかユーフェミア、せっかくの優勝賞品なのに、そんな自分のためじゃなくて、魔王城のために使っていいのか？」

「見てらんないのよ、そこの魔王が」

「……余のなにを見てられんと言うのか」

　言いながらごった煮を口に運ぶアイアリス。こぼすなこぼすな。

「全部よ全部！　とにかく、もう、あたしがいるうちは、あたしが魔王を守ります！　だから変なことを吹き込まない！　変な誘いに乗らない！　あと、レイラはみんなが話してるのに一人でバクバク食べないの！」

「わう？」

「あー！　この城はほんと……！」

　イライラした様子で、手元のナプキンでレイラの汚れた口元をぬぐうユーフェミア。

　……なんていうか。

「なあ、ユーフェミア、おまえ、特使として行った先で年下の女の子に好かれてたりするのか？」

「なによ急に……？　まあ、嫌われてはいないわね。お別れの時とか、色々もらったり、泣かれたりするし……」

「ああ……」

　なんか色々納得した。

　はたから見ていると、頼りになる世話好きお姉さんという感じだし。

「なによ？」

「いいや、なんでも」

「答えないとまたバラ園に放置するわよ」

「素敵なお姉さんに成長したなと思っただけです。他意はないです。本当です……」

「……余の勇者が一瞬で言うことを聞いたぞ」

　アイアリスがおどろいている。

　いや、バラ園での三日は本当に深い心の傷なんだってばよ。

　……ともあれ。

　俺おれとしばらく会わないあいだに、ユーフェミアはすっかり世話焼きお姉さんになっていた様子。

　おまけにアイアリスもユーフェミアが害を及ぼす存在ではないとなんでか認めたので、城内の雰囲気は次第に柔らかくなっていくことだろう。

「そういえば魔王、あんたに聞きたいこと色々あるから、あとでお風ふ呂ろ入りましょう」

「それは嫌だ！　脱がんぞ！　おまえの前では絶対に脱がんからな！」

「なんでよ!?　あんたおかしいわよ！」

「貴様のほうがおかしいわ！」

　……まあ、まだまだ文化の違いによる軋あつ轢れきは起きそうだが。

　それでも、ユーフェミアとアイアリスたちがこのまま仲良く過ごせますように、と。

　平和な光景を見ながら、信じてもない神に祈るのだった。

　……宛あて先さきのない祈りが、どうかよからぬモノのもとにとどきませんように。



















三章　非武装勇者と歴戦の女王
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　そんなわけでユーフェミアはなんだかんだと魔王城に受け入れられてしまった。

　打ち解けつつも別陣営というのが俺おれの理想だったわけなのだが、ユーフェミアとアイアリスは俺への文句という話題ですっかり意気投合してしまい、魔王城にはなんの軋あつ轢れきもなく、そして俺への風当たりが若干厳しいまま、一週間が経過した。

　今日も今日とて城に運び入れられる物資の列をながめつつ、求められるままにヴィヴィに現状報告をする昼下がり。

　俺の蒼そう髪はつ性悪上官殿は、アイアリスに『遊べ』と言われ、ユーフェミアに『鍛錬しろ』と言われる俺の窮状を聞いて、力なく微笑ほほえみ、こんなことを言った。

「……うまくいっているようでなによりです」

　声にまで覇気が感じられない。

「……どうした？」

　柄にもなく心配になって声をかければ、ヴィヴィはため息を一つついたあと、

「いえ、大丈夫です。ご心配をおかけして申し訳ありません」

「罵ば倒とうがないだと……？　どうしたんだよヴィヴィ!?　大丈夫か!?　なんかつらいことでもあったのか!?」

「……そうですね、今こうして勇者様に肩をつかまれていると、肩から先が腐り落ちそうなのがつらいと言えばつらいでしょうか」

「ああ、いつものヴィヴィだ……」

　嫌みを聞いて安心する俺である。ひとえにヴィヴィの調教の成果だった。

「本当に勇者様は……まあ、よろしいでしょう。お仕事にうつります。世界の状況……と言うよりも、ユーフェミア様を取り巻く状況についてご説明いたします」

「……なんかまためんどくさいことになってんのか？」

「面倒かどうかと問われれば……そうですね。事実がどうなっているのであれ、非常に面倒なことになっているのは事実です。そもそも、王女で修道女で古代兵器持ちで魔王城に遣わされているユーフェミア様の立場は、かなり面倒なのですがね」

「うへえ……」

　がんじがらめも甚だしい。

　ユーフェミアはすっかり不自由な立場になってしまっているな……。

「あいつの願いは『自由』のはずなんだけどな」

「願えば必ず叶かなうわけではないでしょう。むしろ、叶っていないからこそ願うのです」

「おっしゃるとおりだ」

『戦争終わらないかなぁ』なんて願い、戦争がなかったら抱かないだろう。

　自由になりたいという願いもまた、不自由な状況にいるからこそ、抱くのだ。

「ま、立場以上に面倒な真実がありそうなのですが……勇者様には伏せておきます。理由としては、願掛けが一つ。これは、口に出すと事実になってしまいそう、ということですね。そしてもう一つは、勇者様の知力や魔王様の性格を考慮してのこと。知らないならば知らないままでいい情報、とわたくしは判断いたしました」

　言い回しが不吉すぎる。

　ヴィヴィの口から『願掛け』なんて言葉が出るとは思わなかった。

「……よっぽどヤバいのか、ユーフェミアが立たされてる状況は」

「いたずらに不安をあおってしまったようで申し訳ありません。表情に出ていたようですので、次から気を付けます」

「いや、むしろ隠されたほうがイヤだけどな……まあいいや。このことは気にしないほうがいいっていう、ヴィヴィの判断なんだな？」

「はい。……では、世界の状況に戻ります。というよりも、ユーフェミア様をとりまく状況ですね。しばらくはそちらを優先してお伝えしていきたいと思っております」

「ああ」

　聞いておきたい気持ちはあったが、ヴィヴィが話したくなさそうなので、ここはおとなしく身を引くことにする。

　ヴィヴィは俺おれの対応を見て、かすかに表情を緩めてから、

「さて、クリュメノス一神教の動きですが……ユーフェミア様を魔王城に送り込んできた以外に、こちらになにかをしている様子はつかめません。わたくしの調査力不足でない限り、クリュメノス一神教は『本当に魔王復活なんてしていないと思っている』か、『魔王復活を確信しつつ、ユーフェミア様だけでどうにかできる確信がある』のでしょうね」

「『ユーフェミアだけでどうにかできる』っていうのはどういう意味だ？」

「クリュメノス一神教にとって得のある結末に持っていくことができる、という意味です。さて、では『クリュメノス一神教にとっての得』とはどのようなものが考えられるでしょうか？　……いえ、むしろ、すでに『平和維持』の名のもと大陸全土に派兵し、各国の姫にあたる人物を『修道女』というかたちで人質にし、どの国が勝とうともなんの被害も汚名もこうむらない……そんなクリュメノス一神教が、これ以上どんな得を求めるのでしょう？　と言い換えたほうがいいかもしれませんね」

「……っていうか、『各国に派兵してる』ってことは、ようするに『信徒同士を戦わせる可能性を黙認してる』ってことだろ？　よくもまあ、そのへんから反発出ないよな」

「信徒の部隊には特殊な旗印があり、信徒同士は戦わないようになっています。……今回の戦争で奇襲や挟撃が少なく、各国ともに被害の出にくい状況が続いている理由がそれですね。信徒の数は膨大です。けれど国軍でない以上、唐突に一神教本部から帰還命令が出ればその命に従う。ということは前線を構築する兵の大部分を信徒にはできません。いつ穴が空くかわかりませんからね。かと言って奇襲も任せられない。信用できませんからね。あまり自由に動かすことのできない膨大な数……これが、信徒の正体です」

「雇わなきゃいいじゃん」

「民衆にまで影響を及ぼす大陸最大宗派を敵に回し、なおかつ信徒という『数』のいなくなった自国を他ほか二国から攻められる覚悟があるならば、それもいいでしょう」

「……宗教ってのは厄介だなぁ」

「戦争の始まりに合わせて各国に兵を送り、そして無理のある『信徒同士は戦わなくてもいい』という条件を飲ませた時点で、一神教は勝利したと言ってもいいでしょう。初動の速さがそのまま結末を決めてしまった感じですね。どの国が勝とうとも、今後五十年は一神教が音頭をとり大陸は動いていくことでしょう」

「……戦争を続ける意味とはなんなのか」

「壮大な二位争いではないでしょうか」

「……一神教ろくでもねぇな。……ちなみに、一神教の教義ってなんだっけ？」

「『均一なる世界を』ですね。一神教はそれを現在いいように曲解して兵力を『均一』にするために派兵し、世界を『均一』にするため『平和維持』を謳うたっています」

「聞くにつけろくでもない……やっぱ間違ってるよなぁ、一神教。王都にいたころはどこに目があるかわからない、って感じで迂う闊かつに批判できなかったけどさ」

「わたくしも表立っての批判はできない場所で普段働いておりますがね。……さて、長々と説明してまいりましたが、勇者様への任務は、ユーフェミア様の様子に異常なところはないかを探っていただきたいのです」

「異常って？」

「たとえば、ユーフェミア様を騙かたる偽物である可能性とか。あるいはなにか事情があって本来の目的を隠していないか、とか」

「……ユーフェミアと前に会ったの、五年以上前なんだけど」

「あのお方は体しか成長しておりませんから」

　何気にひどいことを言うヴィヴィである。

「しかしめんどくさい……ちょっと三週間ほど休暇いただけませんかね、上官殿」

「三週間もあれば前線に行って帰ってこれますね。落としていただきたい砦とりでが一つ……」

「与えられた任務をがんばります！」

「よろしい」

　うちの上官殿には冗談が通じない。

「ところで、本日の魔王城での催しはなんでしょうか？」

「毎回ヴィヴィが来る日には催しがあるみたいな言い方やめてくれませんかね……」

　まあ、実際にあるので強く反論できないのだが。

「それで、本日はなにを？」

「今日は――」



「勇者！　余の勇者！　剣が見つかったので来い！」



「……宝探しだよ」

　城の外まで聞こえる大だい音おん声じよう。……いや、門が開いてるからだろうけど、毎回毎回、喉のどが嗄かれないのかな、と思うような呼び声である。

　見れば物資搬入の列も消えている。どうやら本日のお仕事は終わりらしい。

　搬入担当の王都警備部隊の方々はだんだん仕事に慣れてきていると思ってはいたが、そろそろ前線の輸送部隊に回されそうなぐらいの手際の良さである。手加減を覚えたほうが長生きできると思う。

「ああ、宝物庫が解放されていましたね。……『探す』ような状況だったのですか？」

「なんか前の魔王が片付けてなかったらしい」

「……なるほど。確かに以前の魔王様であれば、片付けなど苦手でも納得がいきますね。現在の魔王様によく似た女性でしたので」

「というか、魔王城に来てから、俺おれの『女性は片付けが苦手疑惑』が強まったんだよなぁ……アイアリスもレイラもアレだし、脳筋王女は脳筋だし、うちもばあちゃんは部屋がいつも汚くて俺とじいちゃんが片付けてた記憶があるしな……」

「……その四名を挙げて女性全体を語られても迷惑千万ではありますが。……さて、ではあまり魔王様をお待たせするのもよろしくないでしょうし、今日はこのあたりでお暇いとましようと思います」

「ああ、わかった。じゃあまた来週」

「……それにしても、わたくしと勇者様が知り合い、もう一月以上が経たつのですね」

「なんだよ急に」

「いえ、最初はわたくしから逃げるように魔王様の呼び声に応こたえていた勇者様に、よもやわたくしのほうからお別れの挨あい拶さつをすることになろうとは。少々感慨深く思いまして」

　言いながら、ヴィヴィは蒼あおい瞳ひとみを細める。

　まるでわが子の成長を見守る母のような目だが、あいにくと見た目年齢は俺おれよりヴィヴィのほうが下である。……いや、実年齢はかなり不透明なんだけどね、ヴィヴィ。

「では、なんだか名残惜しくもなってまいりましたが、わたくしはこれで」

　去って行くヴィヴィを見送る。

　……確かに、思えば初めての経験だ。いつも俺のほうから逃げるように魔王城に入ってたから。いや、前まではヴィヴィからの任務を十全にこなせてなかったから、ボロが出るまで会話したくなかっただけなんだけど。

　さて――今回の任務はどうなることやら。

　どうにも人の腹のうちを探ったり、隠し事したりするのは得意じゃねぇんだよなぁ。

　ま、なるようになりますか。

　というわけでそろそろ帰ろう。

　世界でなにが渦巻いてても、くだらないことで一喜一憂する人々が集う、魔王城へと。



　　　　　　　○



「勇者よ！　剣が出たぞ！」

　玉座の間の奥には、魔王専用の宝物庫がある。

　世に出したらかなりやばい感じのもの……はそんなになく、基本的に『臨時軍資金』の側面を持つ財宝類や、歴代魔王のまとっていた武具類などが置いてある。

　魔王の中にはかなり大柄の者もいたようで、俺でも装備したらぶかぶかになりそうな鎧よろい兜かぶとや、誰だれが持てるねんとつっこみたくなるような巨大な剣などもあった。

　しかし宝物庫がぐちゃぐちゃな原因は、金銀財宝や歴代魔王の装備ではない。

　それらはちゃんと鎧用のハンガーだったり剣用のハンガーだったり、あるいは宝箱に納められて棚に行儀よく収納されていたりする。

　宝物庫の調和を乱している原因は――本。

　それも、ゆうに千を超える、棚に入りきらず各所に積まれた本の群れである。

「……そういや疑問なんだが、魔王城に『図書館』ってないのか？」

　汚れる作業だというのに、ドレス姿の現場指揮官まおうに問いかける。

　すると魔王は長い髪の毛をうねうねさせてレイラとミナギとユーフェミアに「気合いが足りない」だの「やればできる」だのあんまり意味のない指示を飛ばし終えてから、

「設備にはあるはずだが、解放はされておらんな」

「……その『解放』の基準ってなんだ？」

「この城を造った者の意思、であろう。……ふむ、確かに図書館解放が遅い理由はわからんな。最初に魔王城の機構を考案した者は、兵力や財宝よりも『知識』をこそ最大の武器と捉とらえていたのやもしれんが……あるいは逆か。一番必要なものが玉座の間で、次に必要なものが兵のための施設……そして知識なんかいらね、と思っていたのであれば、図書館の解放が最後、でもうなずける。まあ、魔王城の機構を作ったのが人間側か魔王側かによるのであるがな。余は人間側だと思っている」

「その理由は？」

「魔族が城門を内側から開けられんであろうが」

「なるほど」

　確かに人間支配に乗り気でない誰だれかが建造して、闇やみの力に合わせて機能が解放されてしまう仕様なのであれば、重要度の低い順に解放される、という推理で合っているのかもしれない。

　しかしそれだと俺おれが自分の力で魔王城から外に出られないことの説明になっていない。

　……ただ単純に『魔王側』『人間側』というだけの話でもない気がする。

　なにせ、聖剣は魔王と勇者の協力があって初めてできるようなのだから、魔王と勇者共通の敵がいるとしたほうが話が早い気がするのだ。

　まあ、考えても頭が痛くなるだけだし、そういう敵がいるとしても、すでに魔王と『勇者』は協力関係にあるのだ。第三の敵が出て来たら、魔王と協力してどうにかするのも、実はやぶさかじゃなかったりする。

　だってその役目はきっと、俺にしかできないから。

「……にしても、すごいな。ホコリと言うか、歴史と言うか……」

「なにをぼさっとしておるか勇者よ。疾はやく、みなを手伝わんか。男手が足りんのだぞ」

「ああ、わかった、わかった」

　こうなる未来が見えていたからめんどくさかったんだが、仕方ない。魔王城唯一の男手であることはまったく間違いがないのだから。

　だるい体をひきずって先に進めば、そこにはミナギとレイラ――

　……一瞬、なにかとんでもなく不自然な物が目に映った気がした。

　いやしかし、なるほど貴族じゃない俺にとっては違う印象だが、貴族や王族にしてみたらアレは作業着だし、汚れる仕事には向いているし、そもそもここは魔王城、魔族の王が住まう城である。衣装棚にアレがあったとしてもなんら問題ない気もする。

　端的に言うと、メイド服。

　ロングスカートのワンピースタイプのメイド服を、レイラとミナギは着ていた。

　まあ、ミナギは普段の格好で作業されたら、かがんだ時に下着、というか足の付け根が見えてしまい竜人的にまずそうなので着替えは理解できるのだが、なぜレイラまで着替えたのだろうか。普段のあの恰かつ好こうは、動きやすさ最優先だと思うのだが……。

「あ、勇者が来たのであります」

　考え事をしているあいだに、レイラに気付かれる。

　できたら壁の一部になって片付けの場にいながら片付けに参加しないみたいな方向でいきたかったが、世の中は甘くない。

　しかし、レイラが抱えている膨大な量の書籍……俺おれにこれ以上の力働きはできないぞ。

　やっぱり俺、いらないんじゃね？

「にしても力持ちだなぁ、おまえ」

「人じん狼ろうは元気だけが取り柄の種族なのでありますよ！」

　えへへー、と自慢げに笑うレイラ。

　そこ自慢するとこなのか……だとしたら悲しくて直視できないよ。

　というか……宝物庫に入った時に言われたは言われたが。

「アイアリス、剣が見つかったとか言ってなかったっけ？」

「おう、そうであるぞ」

　後ろからアイアリスが近付いてくる。

「余としては片付け終わってから、褒美としてとらそうと思っていたのだが――」

　ちらり、とアイアリスはミナギのほうを見る。

　いつもより長いスカートで足を隠したミナギは、俺のほうを見るとにこりと笑ってスカートのすそをつかみ、恭しくお辞儀してから、

「そうでございますねぇ……どのみち、陛下の治世では宝剣の類たぐいは使用しないと思うので、奥にしまいたいのでございますよ。というわけで、勇者様には早めにお使いになる剣を選んでいただけるとありがたいのでございます」















「……とのことだ。勇者、余が許す。好きな剣を選ぶがよい」

「はいはい」

　剣か……ぶっちゃけいらないとは思うんだが、確かにこの魔王城、中から外に出ることはできないが、外から中へ入ることは自由にできるのだ。門に閂かんぬきかけとけよ誰だれか。

　今回の襲撃者はただの脳筋だからよかったものの、これが本物だったら俺おれは死んでいただろうし、魔王一味も危なかったかもしれない。

　……というかふと思ったんだが、ひょっとして魔王から剣を下賜される人間とか、めっちゃすごいんじゃなかろうか。

　迂う闊かつに『いらない』とか言ったら、人間と魔族のあいだに溝ができたりすんのかな。

　まあいいか。どうせ受け取るし。

「では勇者様、ご案内するのでございますよ。さ、ミナギと二人で奥の誰も来ない狭い場所へ参りましょう」

「……余の宝物庫から余が授与するのだから、当然余もついていくのだが」

「まあまあまあまあ！　では、三人で奥まった暗くて狭いところへ！」

「……風紀が乱れそうな予感がするから、あたしも行くわよ。レイラもついてきなさい」

　ぱんぱん、と修道服の膝ひざをたたきながらユーフェミア。

　なんでこいつはメイド服じゃないんだ……あ、そうか、修道服で院の掃除とかするもんな。それにユーフェミアは脳筋でも王女なので、さすがに召使いの格好はしないか。

「わう？　しかし自分は整理の任務がまだ終わってないのであります」

「いいから来なさい。魔王もそれでいいわね？」

「ユーフェミアの意見を尊重しよう。それに剣の授与であるからな。可能な限り人の多い場所でのほうがよかろう。本当は謁えつ見けんの間まで移動したいところであるが……」

「まあ、めんどうはめんどうだけど、そこを出たら謁見の間なんだからべつにためらうこともないような」

「いやな、先ほど勇者も来たことだしとレイラに指示して本をとりあえず入り口側に集めていたら、入り口が完全にふさがってしまってな……」

「俺が来てからそんなに時間経たってないよな!?」

　人じん狼ろうの労働力と魔王のバカさがやばい。

　ってことは片付け終わるまでどこにも行けないってことかよ。洗濯が……夕食の用意が……もう心配事が完全に家事な自分がいてすごく悲しいです。

　ともあれ「こちらでございます」と先導するミナギのあとをついていく。

　すると宝物庫の奥、人が一人やっと通れるような狭い通路の壁に、七振りの剣がハンガーもなく立てかけられていた。

「これからハンガーも移動する。入り口側にあった剣は……まあ、大きすぎてここには運べんので、あそこのままでいい。というわけで勇者よ、そこにある中から好きな剣を選ぶがよい。入り口の大剣が欲しければそれでもよいが」

　あんなでかい剣はいらないので、大人しくここに置いてある中から選ぶことにする。

　しかし『自分に下賜される剣を選ぶ』って何様なんだろうな俺おれは……。

　気を取り直して。

　さて、俺は基本的に、ブロードソードぐらいのものを使用している。

　そうなると選択肢に挙がるのは四振りだ。他ほかはレイピアやバスタードソードなどで俺には扱えそうもない。

「とは言え……色以外に違いがわからん……」

　黒、緑、銀、紫。

　柄と鞘さやの色は各々でそろっていて、刃の色は抜いてみるまでわからない……魔王城の宝物庫だし、普通の金属とも考え難いからな。

「勇者よ、余は黒がいいと思うぞ」

「まあ、おまえは黒大好きだもんな……」

「勇者様、ミナギは緑がいいと思うのでございますよ。緑をじっと見ていると、目の疲れがとれるのでございます」

「なぜ剣にそんな効果を求めるのか……」

「自分は銀がいいと思うのであります！　硬そうなのであります！」

「硬さは確かに重要だな……」

「紫とかいいんじゃない？　こんだけ派手なら敵陣に特攻して大将首とったあとかかげれば目立つでしょ」

「俺は戦争に赴く予定がないんだが……」

　くそう、みんな好き勝手言いやがって……。ていうかそれぞれ、自分の髪の色じゃん。

「さて勇者様、どの色を選ぶのでございますか？」

　ミナギに言われる。そして集まる四人分の視線。なんか妙な期待を背負ってしまった。

「う、ぐ……じゃあ――」

「勇者様、緑を選んだら、きっと勇者様の身にいいことが起こるのでございますよ」

　と、俺に流し目を向けるミナギ。

　なるほど……緑を選んだらいいことが起こるのか……。じゃあ緑はないな……。

「勇者、銀とか硬そうでありますよ」

　レイラは言う。……確かに硬さは大事だ。

「待ちなさい！　あんたの『硬そう』は見た目では実証できない！　でもあたしの『戦場で目立つ』は見たらわかる！　だからあたしの勝ちよ！」

　ユーフェミアは主張する。

　しかし『戦場で目立つ』効果など、俺おれは求めていなかった。

「なんかアイアリスからの主張はあるのか？」

　比較的静かなアイアリスに問いかける。

　アイアリスはしばし悩むそぶりを見せたあと、

「余は黒がいいと思うが、確かにユーフェミアの言うとおりに見た目だけで判断できる利点がないと思ってな。少し考えておるのだ」

「いや、そんな真剣に悩まなくても……」

「……うむ、よし決めた。余はユーフェミアにゆずろう」

「えっ？　いいわよそういうのは……じゃあアイアリスの言う黒でいいんじゃない？」

「いやいやここはユーフェミアにゆずるぞ」

「いいからアイアリスが好きにしなさいよ」

　アイアリスが大人すぎて、ユーフェミアが困り切っている。

　そして俺の意思が完全無視されている。

　よくあることです。

「まあ、とりあえず抜いてから考えればいいんじゃないかしら」

「うむ、一理ある。……というわけで勇者よ、とりあえず抜いてみるがよい」

　なにやら意気投合した様子で俺に視線を向けてくる二人。

　最終決定をこのままうまくアイアリスとユーフェミアにゆだねられるかと思ったが、そうもいかないようだった。

「早く、早く抜くのだ」

「わかったよ……」

　アイアリスが急せかすので、近場にある黒い剣を手にする。

「刃の色でどの魔王が使っていた剣かわかる。余の『記憶』にその知識はあるでな」

「……『記憶』か」

　アイアリスが前の魔王から受け継いでいるというものだが……どうにも、あやふやな面が多い。だが、比較的どうでもいいものしか受け継いでいないような気配が濃厚です。過去の魔王たち、もっと残すべき記憶が大量にあるだろうに。

　それにしても宝物庫内で抜刀とか、士官学校時代なら間違いなく懲罰対象なんだが。

　まあいい。

　手に取った剣の柄と鞘さやを握り、全体をながめる。長さは……ちょうどいいか、少し長いぐらい。重さはこの大きさにしては軽い。まるで古代金属製の物のようだが、さて……。

　すらり、と鞘さやから抜き放つ。

　……まともな刀身など期待していなかったが、抜いてから改めて思った。

　まともじゃない。

　アスツラピ王国兵に支給されているブロードソードは、両もろ刃はで重く、鋭さはそれほどでもない。刀身は鈍く鉄くろがね色いろに輝き、運が悪いともらったその時にはすでに曲がっていて鞘から抜けなかったりする。

　それに比較して、今、魔王から賜った剣は、片刃で軽く、とても鋭い。反りもあることから、これが『突く』『叩たたく』よりも『斬きる』に特化した剣だとわかる。さらに刃は薄いのに頼りないところがなく、軽く左右にゆすれば、金属とは思えないほどによくしなる。……柔らかいものであろうが硬いものであろうがたやすく断ち切れそうな力強さを感じた。

　そして刀身の色は、とても黒い。

　けれど鏡のように輝いていて、覗のぞきこめば俺おれの顔が映りこむのがわかる。

「これは、先代魔王の剣であるな」

　アイアリスがどこか嬉うれしげな口調で言う。

　それから、思い出す。

　先代の魔王とは、確か……。

「先代……俺のじいちゃんに撃退された魔王か。しかし、なんでわざわざ宝物庫に？　魔王がしまってから魔界に追い返されたのか、それとも魔王を倒したあとで残されたものをじいちゃんがしまったのか……」















「魔王の装備は、宝物庫に残るものなのだ」

　言いながら、現代魔王――アイアリスは、剣を握る俺おれの手に手を添えて、柔らかい、しかしどこか遠くに向けたような微笑ほほえみを浮かべ、俺の反対側から刀身を覗のぞきこんだ。

「想おもいは物に宿る。……見よ、この剣を。一点の曇りもなく、一点の穢けがれもない。切っ先は鋭く天を衝つき、すべてを断ち切る鋭さをもつ。先代魔王の為人ひととなりがうかがえよう」

「確かにね」

　ユーフェミアもまた、一歩離れた位置から刀身を覗きこんでいた。

「想いだとかいうあやふやなことはわからないけど、これはいい剣よ。よく斬きれそう。それに、絶対に折れなさそうなねばりも感じる。なにより――きっとこの剣が誰だれかの血を流させたことはないんでしょうね。光沢と反射でわかるわ」

　ユーフェミアの検分が的確すぎて怖い。

　昔から武器を見て訓練状況とかを鑑定するすさまじい観察眼を持ってはいたが、各地を巡って武器蒐しゆう集しゆうをしているせいか、その観察眼が着実に精度を上げている気がする。

「……あたしの選んだ紫がどんな剣かはわからないけど、これ以上の剣はなさそうね」

「余はな、余の記憶に残る代々の魔王の中で、先代が一番好きだ。先代は優しく、磊らい落らくで、いつだって笑っていた。その思いやり、その愛情、すべて余の中に残っておるぞ」

　……先代の魔王がずいぶんいい人（？）なのはわかった。

　けれど、そうなると疑問が出てくる。

　俺のじいちゃんも優しくておだやかで、戦いを嫌っていた。

　先代魔王の人格がアイアリスの記憶に残るとおりなら、じいちゃんと先代魔王が戦う理由が今一つわからなくなってくるのだが。

「あんたの剣には、そっちがふさわしいと思うわ」

　ユーフェミアの声がしたので考えを中断してそちらを向けば、ユーフェミアは紫の剣を勝手に抜いて刃を検あらためている最中だった。

「こっちのはダメね。刃が手入れされてない……っていうか、手入れする暇もないぐらい酷使したみたいね。……これ、古代金属かなにかでしょ？　どんな使い方したらここまでになるのよ……」

　ユーフェミアが眉まゆをひそめて紫の刀身をまじまじとながめている。

　距離があるせいか、俺から見ると紫の剣も黒の剣と同じぐらい美しい物に見えるのだが、ユーフェミアにはどうやら微細な違いがわかるらしい。

「すごいな……それも単身で砦とりでを落としたりしてるうちに鍛え上げた観察眼か？」

「そうね」

「……っていうか、単身で砦とりで落とすってどうやるんだよ」

　普通は無理だ。単身でできることと言えば、要人暗殺ぐらいなものだろう。

　けれど指揮官一人を倒したぐらいで砦が落ちることはほぼないと言っていい。

　俺おれの疑問に対し、ユーフェミアはどんな答えを返すのか、とちょっとだけわくわくしながら待てば、

「……気付いたら落ちてるわよ、砦なんて」

「一気にうさんくさくなったな……」

「なによ!?　ほ、本当なんだからしょうがないでしょ!?」

「……まあいいや。しかし武器を見ただけで五十年以上前の魔王の人柄までわかるようになったのか……着実にしなくていいほうに成長してるな……」

「うっさいわね。あんたが使ってた武器も見せなさいよ。あんたがどんだけ鍛錬をさぼってたか鑑定してあげるから」

「やめてくださいお願いします」

「必要な訓練をしてなかったらあたしが訓練したげるからね。今までしてなかったぶんもまとめて。昔もそうだったでしょ？　王城の練兵場、たくさんの兵士がいる中、一番幼いのに一番がんばって、みんなおどろいてたじゃない」

「あれはおどろいてたんじゃない……引いてたんだ」

　現役兵士がドン引きするほどの鍛錬を、八歳ぐらいの子供が八歳ぐらいの子供に強しいていたのである。しかも強いているほうが王女なので止めるわけにもいかない。

　思い出しただけで当時の疲労がよみがえって、吐き気がしてきた。

「まあ、その話はあとでいいわね。……とにかく、こっちの紫の剣はダメね。『戦わない勇者』が持つような剣じゃないわ」

「だったら黒のほうに決定か」

「……なにやらミナギの意見がなかったことにされている様子でございますな」

「自分は銀が硬そうだと思うのであります……」

　二人の不満の声は聞こえたが、せっかく決まりそうなので、無視することにした。

「さて、武器の授与も終わったことだし、さっさと片付けてしまうぞ」

　魔王が、パンパンと手をたたいて呼びかけた。

「わうー……了解であります」

「なぜ、勇者様は緑を選ばなかったのでございましょうか……」

「じゃあ俺、入り口側の本どかしてくる」

　二人にこれ以上不満を言われてもかなわないので、入り口側に逃げることにした。

　そんな俺の様子をどう思ったのか、

「ふふ……こいつがやる気を出すなんてね。あたしが来たのがいい刺激になったかな？」

　ユーフェミアが嬉うれしそうに言う。

　それを受けてアイアリスは少しむっとして、

「なにを言うかユーフェミア。余が先代の剣を授与したゆえ、勇者もついに使命に目覚めたのだ。ああ、永かった。勇者がやる気を出すまで、余は永えい劫ごうとも思える時間を過ごしたぞ……正確な時間に換算すると、そうであるな……一月ぐらいか」

「あんたの『永劫』、短くない？」

「とにかく片付けてくるぞ」

　アイアリスとユーフェミアにからまれてもかなわないので、さっさと入り口の本を片付けに行くことにする。

　戻れば、入り口側にうずたかく積み上げられた本が容よう赦しやなく俺おれの心を折る。……世の中には『やりすぎ』という言葉があることを、いつか魔王一味に教えなければなるまい。

　まあ、本当に完全にふさがれてしまっているので、宝物庫から出るためにもやらなきゃならないんだけどさ……。

　めんどくさい。かんべんしてください……。

「あ、それからあんた、あとで普段使ってた武器も見せなさいよ。ちょうど新しい剣も手に入ったんだし、武器に慣れるのもふくめてあたしがきっちり訓練したげるからね」

　そして本を片付け終えても苦しみは終わらないぞと背後からかけられるユーフェミアの声である。

　本当にもう、なんていうか……。

　色々、かんべんしてください。
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　……さて、ここらで少しは『仕事』もこなさねばなるまい。

　自分のぶんの洗濯だけ（ユーフェミアに『女の子の下着洗うの禁止！』と言われたので）をやって、料理をして夕食を食べて、休憩して宝物庫整理の続きをやって、アイアリスたちにせがまれて新しい剣を振って、そしたらユーフェミアに手合わせを求められて「ひぃやめて」ってなって、夜である。

　俺の『仕事』はアイアリスたちのいる場所ではしにくい感じなので、どうにかユーフェミアと二人きりになる必要があった。

　……となると夜中のバルコニーとか割と最適なのだが、問題が一つ。

　超、寒い。

　冷たく強い風が吹き荒れすぎて、洗濯物すら凍るでしょう。

　なので、どうしたもんかなぁ、と部屋で悩んでいたところ、ノックの音が響いた。

　……夜中にこんな、隙すき間ま風かぜ吹きすさぶ石造りの殺風景な部屋に訪れる人物など、そう多くはない。せいぜい暇をもてあましたアイアリスか、邪悪な目的を持ったミナギか、ボールを持ったレイラぐらいである。

　……。

　全員だった。

　じゃあ誰だれだよ今夜はもう。

「開いてるから勝手に入れよ」

　というか、いつでも開いてる。この部屋に内うち鍵かぎという概念はない。

　やっぱり牢ろう屋やか物置なんじゃねぇかなぁ、ここ……。

　かくして回避しようのない来客は部屋へと招き入れられる。

　さて、今夜の来訪者は……。

「あーもう、不用心ね、あんたは」

　紫の髪の修道女。

　背中の『手』でドアを開けて、ユーフェミアが入ってきた。

「なんの用だよ」

「え？　用って、その……あれ、なんで来たんだっけ、あたし……」

「おいおい……大丈夫かよ」

「う、うっさいわね……」

　本当に来訪の目的を忘れているようで、ユーフェミアはしきりに首をひねる。

　けれどこのまま回れ右する気もないようで、俺おれの隣、ベッドに腰掛けた。

　……この部屋を訪れる連中は、他ほかの座れる場所は眼中にないのだろうか。

　確かに、ベッドが一番上等なクッションだけどさぁ。

「それにしても、あんた、本当にもうあたしとは戦えないのね」

　夕食後に、新しい剣の具合を確かめていた時の話だろう。

「しかし、戦えないからって訓練をきつくすることはねぇだろうに……」

　まあ、戦って剣を体になじませることはできなかったが、今まで訓練らしい訓練をさぼっていたツケは払わされたのだ。

「思わず昔を思い出したよ」

「訓練場で木剣を五つ使い潰つぶすまでやったわよね」

「なんでユーフェミアが笑顔で『いい思い出だね』みたく語るのかまったくわからないが、そんなこともあった」

　こっちは死にかけたんだぞ。

「最後のほうなんて、まともに剣握れなかったわよね」

「笑いながら語れる感性がまったく理解できないが、そうだったな」

「なによ？　思い出話でしょ？　もっと楽しくしゃべってくれてもいいじゃない」

「……というかこんな夜中にわざわざ訪れて話すことがそれなのか」

「そうね。……でも、あんたが弱いから」

　急に、やけに真剣な目をして、ユーフェミアは話を始める。

「やっぱり『勇者』は強くなきゃ」

「またその話か……」

「うんざりしないの。……あのねぇ、『勇者』っていうのは、」

「もういいよ『勇者論』は」

「いいから聞きなさい。あんたは強くなきゃいけないの。なのに……」

　ぎゅっとユーフェミアはシーツを握った。

　力を込めすぎて、拳こぶしがぶるぶると震えている。

　視線を顔へと移せば、紫の瞳ひとみでキッと俺おれをにらんでいた。

「どうしてそんなに弱いのよ……！」

「いいじゃないかよ……魔王城に戦いはないんだ。『強くあれ』『国家のために命を懸けろ』なんていう風潮じゃないんだよ、この城の中だけは」

「そうじゃなくて……あーもう！　とにかく、明日から稽けい古こよ稽古！　その腐った性根ごと叩たたき直してあげるから覚悟なさい！」

「だから、強さなんていらないんだってば」

「あんたがその気なくても、世界が『勇者』に力を求めて、勇者が力で世界を救わなきゃならない時は、絶対に来るわ」

「俺は戦争にかかわる気はねぇよ」

「あんたに意思があるかどうかじゃなくて……！」

「魔王様の意思だ。うちの魔王様は戦争が嫌い、人死にが嫌い。で、俺はその方針におおむね賛同してるし……魔王様を護まもるのが、『勇者』の仕事だとも思ってる。だから、仮に世界の誰だれに求められようとも、俺は戦争にかかわらないし、俺が誰かを殺すことで誰かを救うことはない」

「――っ、そう、なの……」

　まあ、『めんどくさいだけだろ』と言われればその通りだが。

　戦争は嫌いだ。俺はずっと魔王城に引きこもっていたい。

　……それ以前に、魔王城に『地図』とかいう割とヤバイ設備があることがわかってしまったし、魔王城にこもって魔王城を護ることで救える命もあるのだろう。

　手が届くところと周囲の人々を護るのならば、俺でもどうにかなりそうな気がする。

　世界を背負う気は毛頭ないし、人の期待に応こたえる気もないし、『勇者』の名に恥じないように～なんて気はまったくない。

　それでも俺おれは、魔王たちを争いに近付けたくないから、そのためにならがんばることも不可能でもないはずだ。

「……でも、世界は否応なしにあんたたちを争いに巻き込んでいくわよ」

「なんでそんなに警鐘を鳴らすんだ？　……魔王の存在がバレたら色々やばいのは俺だってわかってるし、覚悟もある程度ならしてる。にもかかわらずわざわざ……いったいどうしたんだよユーフェミア？　おまえはなにを知ってる？　なにを見てきた？　なにを俺に伝えようとしてる？　おまえの目的は……なんなんだ？」

「目的、も、なにも……」

　俺の質問に答えようとするユーフェミア。

　――けれど、ささやかで明らかな異常があった。

　今まで憤ふん懣まんやるかたないといった様子だった顔から、急速に表情が抜け落ちていく。……いや、抜け落ちたものは、生気と言ってもいいだろう。感情とともに生き物らしさが消えていく。血色のよかった肌は青白く、そしてこれから声を発しようとため込んだ息は、袋でもつぶすかのように抜け出て、再び吸いこまれない。

　印象は停止よりも死に近い。こちらが状況を把握しているあいだに、青白かった肌は土気色へと変わり、そのまま――

「おい、ユーフェミア!?」

「っ！　か、はっ！」

　肩をつかんで揺さぶれば、咳せき込こむような呼吸を再開する。

　……夜の風など生ぬるい。ユーフェミアの体は、服越しでもわかるぐらいに、はっきりと冷え切っていた。

　まるで、とか副詞などいらないほどに、その温度は死体そのもので――

「あ、あれ……なん、だっけ、あたし、なにをして……」

　まともな言動をユーフェミアが取り戻したことに安あん堵どして、心臓が痛む。

　どうやら驚きよう愕がくのあまり、こちらの心臓まで止まっていたらしい。

　さっきのユーフェミアは、どう贔ひい屓き目めに見ても死んでいた。なのに今のユーフェミアは、いつもと変わらない。多少息が荒くて、混乱しているように見えるが……元気な、ちゃんと生きかえっているユーフェミアだ。

　……ヴィヴィに仰せ付けられている『仕事』。

　正直、ユーフェミアと二人きりでしっかり真面目まじめに話せば、終わると思っていた。

　けれど、どうにも……ユーフェミアではない誰だれかの意思が、ユーフェミアを支配しているような気がする。

　どういうことだよって話だが、『古代兵器』に『魔法』……なにより『魔王城』に『魔王』。この世界にはなにがあるかわからないということを、俺はすでにわかってしまっているのだった。

　できたら知らないままのんべんだらりと暮らしてたかったんだけど。

「……あたし、また」

「今、自分がどうなってたかわかるのか？」

「わからない、けど……なんだか、頭がぼんやりして、前後の記憶がなくなって、また、あたし、変に……」

「落ち着け、落ち着け」

　頭を撫なでる。

　とは言え、修道服なのでフード越しだが……。

「声が、『生きろ、戦え』って声が、聞こえるの。嫌だ……生きたいし、戦うけど、それは、命令じゃなくて、あたしが選び取ったあたしの意思なのに、誰だれかがあたしに命令するの……戦ってるあたしは自由なはずなのに……戦いまで、誰かが……あたしはじゃあ、誰の意思で生きて……」

　ユーフェミアはなにかを言いかけ、それから。

　ぱぁん！　と、すさまじい勢いで、自分の頬ほおを張った。

　おどろいてつい、距離をとってしまう。ていうか、撫でてる腕を折られるかと思った。

「あーもう！　とにかくよ！」叩たたいたせいで頬を真まっ赤かにしながら、「いい!?　あたしは今、あたしもよくわかんない状態にいるの！　だから、なんかあったらあんたが止めなさい！　そのために強くなんなさい！　以上！　帰る！」

「お、お気をつけて……」

「あーもう、こんなんじゃあたしの『願い』はいつ叶かなうのかわかったもんじゃないわ！」

　そのまま怒ったように立ち上がり、どかどかと地面を踏み鳴らし、乱暴に扉を開け、もっと乱暴に扉を閉めて去って行った。

　聞きたいこととか話したいことが色々あったが、勢いに押し切られてしまった……。

「くそ、めんどくせぇなぁ……！」

　ベッドに寝転がる。

　なにがめんどくさいって、ユーフェミアにまつわることに、なにかとてつもなく穏やかじゃないことがありそうなあたりがだ。

『平穏無事』とか『なにもない日常』とか『肩すかし』が好きな俺おれとしては、どうにもよろしくない方向に事態が動き始めている気配に嫌気がさしまくりである。

　……まったくもってめんどうくさい。

　これで、俺の『仕事』に対するやる気が上昇してしまった。

　だってそうだろう。聞く話じゃ一神教はわりとろくでもない組織だ。そこに人質にとられた昔むかし馴な染じみが、ろくでもない兵器持たされて、ろくでもない魔王のところに来た。

　ヴィヴィからの仕事に対して、俺おれでもやる気になろうというものだ。『なにもない』ことを確かめて安心したかっただけなのに、『なにかありそう』な感触だけがひしひしと伝わってくる。まったくやってられない。俺を過労死させる気か。

　というわけで、目的が増えてしまった。

『ユーフェミアにあるなにかを探ること』

『ついでにヴィヴィの仕事』

『やりたくないけど剣の稽けい古こ』

　なにかあったら止めて欲しい――というのが、ユーフェミアの意思だと。

　そんな事態になってほしくはないが、俺が稽古するぐらいでユーフェミアが安心して城の雰囲気がギスギスしないなら、多少めんどくてもやる気が起きなくもない。

　しかし……なんで世の中はこう、戦乱とか思惑とかが渦巻いてやがるのかね。

　おまけにこっちは平和にのんびりしたいだけなのに、無理やりかかわってきやがるし。

　本当に腹立たしい。

　でも、一番腹立たしいのは――

『世界』とか『戦争』とかいうものに対してこんなにも無力な、『勇者』である自分なのかもしれない。



















四章　無力勇者と不死の女王
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　そんなわけでたまには本気でなにかをやらざるを得なくなったりしたわけだが、正直言って一週間経たってもなにも進んでません。

　ユーフェミアに話をしようにもなにをどうつつけばどう反応するかわからないのが怖くて話題が思いつかず、そして稽けい古こでしごかれまくり。

　アイアリスに古代兵器のこととか聞こうにも『新しい暇つぶしを見つけたぞ！』とかでその暇つぶしに毎日が消えていく。そして稽古でしごかれまくり。

　ミナギはミナギでアイアリスの暇つぶしに付き合いながら、俺おれの悩んだ様子を敏く察してくれて、『なにかあるのであれば体でお聞きしますよ』と言ってくれるので丁重に断る毎日。そして稽古でしごかれまくり。

　レイラはレイラでアイアリスの遊びに付き合いつつ、動きのない卓上遊戯なので退屈を紛らわすために俺の周囲をうろちょろしたりボールを投げたり逆立ちしたりと忙しそうで話しかける暇もない。そして俺は稽古で死ぬ直前。

　もうだめかもわからんね、俺。

「……現状報告に『稽古がつらい』しかないように見受けられるのですが」

　週に一度のヴィヴィからの世界情勢報告会である。

　今日も今日とて魔王城に運ばれてゆく物資たち。……先週は『ずいぶん手際がよくなったなぁ』と感心してしまったが、冷静に考えたら、単純に運び込む荷物が減っているだけだった。

　というわけで時刻は昼下がり。

　すでに物資の搬入は終わり、顔なじみの王都警備部隊の人が愛想よく『じゃ、自分らこれで帰りますんで。あとはがんばってください勇者様』と非常にいい笑顔であいさつして帰って行った。

「ちなみに、『勇者』とか『魔王』って国家機密なんだよね」

「国家機密ですね。『魔王はいません。魔王城にいるのはさる高貴な血筋のご息女です』『魔王がいないので当然勇者もいません。ご息女の執事です』。搬入担当の王都警備部隊の方々にはこのように説明しております」

　でも俺、勇者って呼ばれちゃった。

　国家機密はどうなってるんだろうね、本当……。

「ところで、なにか実のある情報はないのですか？　稽けい古こがつらい、以外に……」

「……あとは、ユーフェミアの様子ぐらいだよ」

　普段の様子、ではなく。

　俺おれの部屋に来たあの日の様子、死んだようになったあの時のユーフェミアのことを、ヴィヴィに話すことにした。

「死んだような状態になり、その後に息を吹き返した、ですか……」

　ヴィヴィが考察する表情があまりにも暗い。

　この蒼そう髪はつ蒼眼の性悪上官殿は、いついかなる時も微笑を浮かべている。……少なくとも俺は初対面以来、そういう印象を抱いていたのだが、最近、会話のたびに表情があまりにも暗い気がする。

　この表情の暗さは、俺を信頼して腹の内を隠さなくなってきてくれたのか。

　それとも……。

「そこまで、ユーフェミアはやばいのか」

　さすがに確信した口調で聞けば、ヴィヴィは観念したようにため息をつく。

「わたくしは、ユーフェミア様について、あまり喜ばしくない情報を所持しております」

　俺の得た情報と関連することだろう。それに、もうヴィヴィも隠しているのが限界だったのだろう。

　そう前置きして、それから長く凝っていたものを吐き出すような長い息をついてから、ヴィヴィは、



「ユーフェミア様は、すでに戦死されております」



　理解できないことを、言った。

「決して誇れる最期ではありませんでした。『置き物』の扱いが我慢できず、己の武を頼みに傭よう兵へい部隊として侵攻予定だった砦とりでに単騎突撃。状況に気付いたアスツラピ王国軍が急ぎ進軍したところで遅く、増援としてたどりついた時には、すでに間に合わない状況だった、という話です。……巧妙に隠いん蔽ぺいされていた情報だったようですが」

「……死ん……え、いや、でも」

　生きて、動いている。

　口うるさくて、心配性で、強さばっかり追い求めて、すぐに俺を鍛えようとする。

　無邪気で迷いがなくて、自由になることを求めている。

　今、魔王城にいるのは、昔とあまりにも変わらない昔のままのユーフェミア。

　……でもさ。

「ああ、そうだな。確かに……ユーフェミアは、生きてないのかもしれない」

「意外と落ち着いていらっしゃいますね」

「今のあいつは、すごくいろんなものに縛り付けられててさ。……昔のユーフェミアだったら、耐え切れなくて暴れてそうだな、って思ってさ。それこそ、誰だれかの手に心臓でもつかまれてない限りは」

　俺おれがそう言えば、ヴィヴィは蒼あおい瞳ひとみをすっと細めて口を開く。

「勇者様はどうお考えですか？　今、城にいるユーフェミア様は、ご本人だと思われますか？　それともご本人はすでに亡くなっていて、うまく化けた偽物だと思われますか？」

　ヴィヴィの表情はどこか意地悪い。まるでこちらを試しているかのようだ。

　どんな答えを返せばヴィヴィの試験に合格できるのかは知らないし、考えるのもめんどうなので、感じたままを答えることにした。

「ユーフェミアは死んでるかもしれない。……単騎で砦とりでを何個か落としたって言ってたけど、砦攻めはそんな単純なものじゃねぇから、命ぐらい落としてても不思議はないと思う。……そのうえで、今城にいるユーフェミアは、本人だと思う」

「理由は？」

「……というか、アレが巧妙に化けた他人なら、俺にはもうわかんねぇよ。そんぐらいに『本人』だ」

「なんとも曖あい昧まいなお言葉ですが、わかります。あのお方はユーフェミア様ご本人に間違いありません。どれほど疑っても、どれほど否定しても、わたくしの中の『最初に組み込まれず、培われたもの』がユーフェミア様だと訴えかけるのです」

「『最初に組み込まれず、培われたもの』？」

「わたくしは完かん璧ぺきです。すべてを覚えております。すべてを知っております。すべてのことができます。けれどわたくしは孤独たれと作製されております。なぜならば、なにもかもを完璧にこなす存在は、人間世界で生きていけないからです」

　一瞬、冗談かとも思ったが、その言葉は冗談ではなかった。

　その努めて平へい坦たんにしているような声からのぞく感情は、苦悩だ。

「では、人ならざるモノが人として生きていくためになにが必要になってくるか？　それこそが、『最初に組み込まれず、培われたもの』……既存の言葉で表現したくはありませんが、それは『絆きずな』と呼ばれるもの、なのでしょう」

「……つまり、ユーフェミアとの『絆』が、ユーフェミア本人だってヴィヴィに訴えかけるのか？　調査して『死んでる』っていうことがわかったうえでなお」

「はい。……では、わたくしはユーフェミア様をどうするべきなのでしょうか？　どうしたいのでしょうか？　死んでいるのに動いているのを幸いと『なにもしない』選択肢が一つ。それから、今の状態はよろしくないと『きちんと死なせて差し上げる』選択肢が一つ。わたくしの望みはどちらなのか、どちらがユーフェミア様のためになるのか判断がつかないでおります」

「俺おれは、ユーフェミアがなにかに縛られてるなら、解放したい」

「死なせてでも？」

「……死なせたくはない。もちろん、生きててほしい。でもさ……」

　よみがえる思い出がある。

　それは、王位継承権争いの火種になりたくないと、『自由な者』になりたいとユーフェミアから聞いた時の話だ。

　……そもそも、ユーフェミアが狂ったように個人の武力を高めている理由でもある。

「あいつは『圧倒的な武力は戦争を起こさせない』って考えてるんだよ」

「一つの真理かと」

「俺には世界を治める武力ってのは想像できないけどさ。……結局、ユーフェミアも、俺とはかたちが違うけど、争いを嫌ってるんだよ。だからもし、ユーフェミアが一神教になんらかのかたちで操られて、その命を握られてるとしたら、そのことをユーフェミアはどう思うかな、って考えちゃってさ」

「どう思うのでしょう？」

「死にたいって思う気がする」

　まあ、俺ならば、だけど。

　戦争は嫌いだ。痛いのもつらいのも嫌い。怖いのも疲れるのも嫌い。

　でも、『なんらかの理由』で戦争にかかわらなければならなくなって、『なんらかの理由』で永遠に戦争から抜けられないとしたら……。

　もう疲れた、ってさ。

　家に帰りたいってさ。

　……死んでしまいたいって思う気が、するんだよな。

「ならば、試しに『遮さえぎる怒いか鎚づち』を壊してみるのもいいかもしれませんね」

「……やっぱそう思うか」

　一神教からあたえられた古代兵器。

　どんなものか詳しくは知らない。けれど、古代兵器がそもそも魔王に対抗するため古代人が生み出した物だとしたら、魔法に匹敵、あるいは凌りよう駕がする特性があると考えるのはおかしなことではないだろう。

　たとえば、死者をよみがえらせる、とか。

「……もしもの時に備え、ユーフェミア様が亡くなられることで起こる政治・外交の問題はわたくしがどうにかいたしましょう。勇者様のため力を尽くすのが、わたくしの役目ですので」

「まずユーフェミアの意思を確認はするつもりだけどな」

　ただ、例の『死んだような状態』になるのが怖いので、質問の仕方には気をつけなければなるまい。

「では、勇者様には『遮さえぎる怒いか鎚づち』を壊す方向で動いていただく、ということでよろしいですか？」

「……それがユーフェミアのためになるならな」

「ようするに、ユーフェミア様の服を脱がせて体を検あらためていただくということでよろしいのですね」

「それがユーフェミアのためになるなら」

「わかりました」

　……ん？

「ねぇヴィヴィさん、今なんて言った？」

「では、そのようにお仕事を進めていただきます。わたくしは諸々の問題を交渉によって片付けますので、古代兵器の件はおまかせいたしました」

「おいなんて言ったって聞いてんだよ」

「古代兵器の『核』を探していただきます、と。『核』とは強力な古代兵器ならばどれであろうとついている弱点にして超常の力の源です。それは宝石のようにきらめいている石だと聞きます。もっとも、わたくしのような存在や、魔族の方々には認識できないよう、特殊な加工が施されているのですが……これは、古代兵器に古代兵器を攻撃させないためと、魔族に弱点を見られて狙ねらわれないようにするための施策だと思われます」

「それがなんでユーフェミアの服を脱がせることになるんだよ！」



「勇者！　余の勇者はおらんか！」



「魔王様がお呼びですよ？」

「そんなことより俺おれの質問に答えろ！」

　大声を出して迫れば、ヴィヴィは蒼あおい瞳ひとみで『そんなこともわからないのかこのクズめ』とでも言うように俺を見て、

「『遮る怒鎚』は、おそらく肌に直接接続されております。少なくとも、ユーフェミア様が魔王城に初めて訪れたあの日、服の上から取り外すことは不可能でした」

「……」

「そして外から見える部分に『核』があるとはどうにも考え難いのです。まあ、わたくしや魔族の方々に『核』は見えませんのであったのかもしれませんが、わたくしは隠せる部分に『核』があると考えております」

「……」

「そうなると脱がせる以外にどのように『核』を探せるでしょうか？　ユーフェミア様が古代兵器に不自由を強しいられているとすれば、『遮さえぎる怒いか鎚づち』はどのみち壊さねばならないでしょう。あるいは戦闘になるやもしれません。その時になって弱点を知らず、脱がせて探すというのも間抜けな話に思えるのですが」



「勇者！　勇者!?　早く来ないと泣くぞ！」



「魔王様がお呼びですよ？」

「……わかったよ」

　気が重い役目を仰せ付かってしまった。

　でも、必要なことなのは、説明されて理解できた。

　どうして世の中には『やらなきゃ困ること』がこんなにも多いのだろうか。

「では勇者様が仕事を引き受けてくださったところで、わたくしはお暇いとまさせていただきます。……ユーフェミア様のこと、くれぐれもよろしくお願いいたします」

「あ、ちょっと待った。……最後に一つ質問いいか？」

「なんでしょうか？」

「王族って、素肌の背中を見られたら相手と婚約しなきゃ、みたいな掟おきてはないよな？」

「学習されてますね……ありません。アスツラピ王国の王族は、政治的判断で婚約を決めます。風習に縛られることはありえません」

「そうか……」

「今の『そうか』が安あん堵どか落胆かは、わたくしの楽しいように曲解させていただきます。では、質問がなければわたくしはこのあたりで」

「ああ、悪いな引き留とめて」

　俺おれがそう言うと、ヴィヴィは会釈をしてから去っていく。

　楽しいように曲解すんなよ、と言う暇もないほどあざやかな撤退だった。

　こうしてヴィヴィがいなくなってしまえば、一人で突っ立ってても仕方がない。

　しょうがないので俺も撤退することにしよう。

　これからユーフェミアを脱がせようとするかと思うと、なんだかいらぬ波乱が待っていそうな、魔王城へと。



　　　　　　　○



「勇者よ！　なぞなぞを出すぞ！」

　うちの魔王様が、宝物庫の本にはまっている。

　いや、魔王様だけではない。ミナギもレイラもはまっているし、ついでに言えばユーフェミアもはまっている。

　まあ、ユーフェミアに関して言えば、宝物庫から出てきた本それ自体よりも、魔界で使われている言語のほうにはまっているという感じだが……。

　ともかく。

　魔王一味がこんなにも読書にはまってしまっているのには理由があって、なにも彼女らが『知識を得なければ』という意識に目覚めたわけでは全然ない。

　宝物庫には、娯楽・遊戯のための本しかなかった。

　もちろん、量が膨大ゆえに、もっとよく探せば本当に役立つ……たとえば古代兵器について記された本などもあるのかもしれないが、今のところ、なぞなぞやら言葉遊びやら物語やら、そういった本しか見つかってないのが現状だ。

　暇な魔王一味にそんな本をあたえたら、喜んで読み漁あさらないわけがない。

　そうして魔王城の中ではあっという間に読書が流行し、片付けを知らない魔王一味のせいで謁えつ見けんの間は見るも無残に本に支配されている。

　俺おれは『片付けろ』と言うべき時期をここ一週間ずっと見計らっているのだが、片付けろといざ言ってしまうと俺が率先してやらねばならない空気になりそうで、それはめんどくさいなぁ、と経過を見ていたら今日になってしまった。

　そんな背景があり、うちの魔王様は読み終わり片付けていない本に囲まれた自席でかじりつくように分厚く固い表紙の本を読みながら、俺に話しかける。

　周囲を見れば、レイラはレイラでなにやら興奮した様子で本を読んでいるし、ミナギはユーフェミアにねだられて魔界の文字を教えている最中。単純に遊び相手がいなかった事情がうかがえた。

「いいか、出すぞ！」

「……はいはい、いいよ」

　なんだか脱力しながら教卓の後ろへと向かう。

　アイアリスは俺が移動しているあいだに本をせわしなくめくって問題を探してから、

「第一問！」

「二問目もあるのか……」

　時間かけたくないなぁ。

　どうやってユーフェミアの裸を見るかを考えなければならないんだが……。

「うんざりするでない！　いいから一問目だ！　答えなければ魔王軍九十万を動員して余のなぞなぞに答えてくれる人間を捜すぞ！」

「いや、魔王軍九十万もいるんならそいつらに答えさせろよ……」

　いたずらに人間を巻き込む必要性がわからない。

　うちの魔王様がいかに考えなしかがよくわかるというものだ。

「で、問題は？」

「なんだ、答える気があるではないか！　まったく余の勇者は素直ではないな！」

　答えないと言った覚えはなかったが、勘違いさせてしまったらしい。

　それにしても魔王様、なぞなぞ一つで一喜一憂しすぎである。

「では、第一問！　殴っても殴っても壊れないもの、なーんだ？」

「……なんだろう……ヒントは？」

「勇者よ、少しばかりあきらめが早すぎではないか……？」

　アイアリスに白い目で見られた。

　いいじゃん。考えてもわかんねぇよ。

「むー……では、少しだけ。誰だれでも知っている物であるぞ。実際に見たことがあるかはわからんがな」

「知っているけど、見たことがあるかはわからないもの、か……高級品かなにか？」

「むふ」

　なんだその笑い。

　正解に近づいているかは、主にアイアリスの表情の変化から察する。

「うーん……参った。正解は？」

「だから考えろとあれほど……いや、もう良い。余は絶対に正解を言わんからな！　気になるならばよぉく考えて答えにたどりついてみせよ！」

　腕を組んでそっぽを向くアイアリス。徹底抗戦の構えである。

「じゃあいいや。俺おれちょっと夕食の用意してくる」

「わー！　わー！　言う！　正解を言うからもうちょっと余と遊んでいけ！」

　アイアリス大慌てである。

　俺のことを素直じゃない扱いするが、アイアリスもかなり素直じゃないような……。

「正解は、オリハルコンだ！」

「……聞いたことないんだが。なにそれ、宝石？」

「魔界では有名な鉱物であるぞ。すさまじく丈夫でな、殴っても殴っても壊れん。なんだ知らんのか勇者よ。魔界の常識であるぞ。余の勇者がこんなに無知とは……余、ちょっと不安になってきたぞ」

「人間界の常識にはねぇんだよ！」

　このように、魔王の宝物庫から発見された本の多くは、魔界の常識や風習に根差しすぎである。そもそも魔界の言語で書かれているから仕方ないのだが、このままだと魔界の常識を知らない俺がまるで非常識な子扱いされてしまう。

「よいよい。勇者よ、ちょっと常識がないぐらいでそこまで恥ずかしがらずともよいぞ。こうなればなにかの縁だ。余が直じき々じきに常識や一般教養というものを教えてやろう。なに、余は王であるからな。無知すらも成長の余地として、寛容なる心で愛めでよう」

　いらっとするよね本当に。

　見てくれよこのアイアリスの得意げな顔。

「見るがよい勇者」

　アイアリスがにやにやしたまま指差す先を見る。

　そこには、ミナギに魔界の文字を教えられているユーフェミアの姿があった。

　ミナギがこちらに気付くと俺おれに手を振る。

　なんとなく振り返した。ミナギはにっこりと微笑ほほえむ。

　ユーフェミアはこちらに気付くとにらんでくる。

　なんとなくにらみ返した。

「なににらんでんのよ」

　理不尽な文句を言われた。

　っていうか、こいつをどうにか脱がせて『遮さえぎる怒いか鎚づち』を調べないといけないのか……荒あら馬うまの前に身体を投げ出すような気分なんだが。

「まったく、あんたはいつも気楽そうでいいわねぇ」















　俺おれのなにを見て思ったのか知らないが、ユーフェミアは紫の瞳ひとみを細めて、あきれた様子で言った。

　しかし俺は未いまだかつてないほど真剣だ。どうやってユーフェミアの服を脱がせようか、それだけで頭がいっぱいである。

「……なによ」

「いや……」

　あんまりにもじっとユーフェミアを見すぎたせいで、気味悪がられてしまった。

「それにしても、異世界の言語とか文化とかにもうちょっと関心示せないの？」

「今はそれよりも気になることがあるんだよ……」

「たとえば？」

　おまえの裸。

　……とは言えないので、口ごもる。

「なにやら熱い視線を向けられているのでございますなぁ」

　ミナギが笑いながら艶つやっぽい流し目を向けてくるのだが、おまえではない。俺が見ているのは隣のユーフェミアである。

「……そういえば、結局ユーフェミアって、アイアリスたちと入浴はしたの？」

「してないわよ。だって魔王がいやがるから……」

「当たり前であろうが！　他人と湯船を共にするなど、余の文化にはありえんわ！」

　魔族は従者扱いなのでいい、ということだろうか。

「だから魔族の文化について調べてるんじゃない。まったく……」

「え、ユーフェミアが魔界の言葉教わってる理由って、まさかアイアリスと一緒に風ふ呂ろに入るためなの？」

「他ほかになにがあんのよ」

　考えられる可能性はいっぱいあるだろうが。

　……しかし、なんて情熱だ。裸の付き合いをしようと思ったならば、かくもすさまじき情熱が必要なのか……もうこの仕事辞めたいな。

「勇者様、ミナギは感動しているのでございますよ」

「感動……いや、わからなくもない」

　ユーフェミアの『一緒に風呂に入りたい』というひたむきな気持ちには、なにか間違っている気もするが胸を打つ熱さがある。

「そうでございましょう！　どのようなかたちであれ、懸命な姿は心を打つのでございます。しかもその懸命さは、陛下の素肌を見るために発揮されている！　ミナギは人間界に出て初めてものの価値のわかるお方と出会えた気持ちでございます！　陛下のお肌にかける情熱……そこにミナギは大興奮でございます！」

「その興奮はわからない」

「というわけで、ミナギもユーフェミア様に言葉をお教えしつつ、勇者様の価値観について色々情報をいただいているのでございますよ。勇者様のことを理解し、勇者様の過ごした日々を知り、勇者様がなにを考えているかを知れば、きっと、裸のことしか考えられないようにすることもできるのでございます！　ミナギはより深く勇者様のことを理解するべくがんばるのでございますよ！」

　ミナギが燃えているところ申し訳ないが、今現在の俺おれはおおむね裸のことしか考えられていない。ミナギはどうやらあんまり俺のことを理解できていないようだった。

「しかし、なんで魔族の子はこんなに身持ちが固いのかしらね……あたし、同性のうえに修道女なんだけど？　なんにも危なくないわよ？」

　ユーフェミアがため息まじりに言う。今のミナギの発言はすべて聞き流したようだ。

　一方、紫の視線を受けたアイアリスは、俺の背中に隠れた。

「……あたしよりそいつのことを信用してる感じがまた、解せないのよね」

「いや、顔を合わせるたびに『裸を見せろ』ばっか言われてたら、警戒もするだろうが」

　おまえは親しん戚せきのおじさんか。

　しかし……なるほど、よくよく考えてみれば、ユーフェミアのこの『相手と裸の付き合いをしたい欲求』をうまく操れば、どうにか裸を見れる流れになるかもしれない。

　いや、本当は見たくないんだが、仕事なのでどうにかユーフェミアの裸を見る流れに持って行かねばなるまい。仕事マジ大変。

「ちょっと話をしようか」

「なんのよ」

「おまえが裸の付き合いにこだわる理由について」

「前に言わなかったかしら？　旅が多くて、現地で会った子とあんまり話せないのよ。だから仲良くなるために裸を見て、筋肉の付き具合を確かめて、って」

「だから、なんで裸だと仲良くなれるんだよ」

　そんな文化はアスツラピ王国にはないと思う。

　しかしユーフェミアは俺がおかしなことを言ったみたいな不思議そうな顔をして、

「筋肉の付き具合で、だいたいどんな生活してるかわかるでしょ？」

「うーん……」

　理に適かなっているような、いないような。

　確かに戦う者には戦う者の、耕す者には耕す者の、創つくる者には創る者の体つきがあるのはわかる。剣を振る体、鍬くわを振る体、槌つちを振る者、小麦をこねる者……それぞれ違う動きを毎日繰り返すから、それぞれ違う体つきになっていくのは必然だろう。

　言っていることはわからなくもないが……。

「筋肉見たぐらいでわかるものなのか？」

「わかるわよ。筋肉があたしに語りかけてくるの」

　脳筋王女は俺おれの知らないあいだに筋肉と会話できる技術を身に付けていた。

　処置なしである。

　疑いのまなざしで見てやれば、ユーフェミアは慌てる。

「信じてよ！　わかるの！　なんなら当ててあげるから脱ぎなさいよ！」

「え、この流れで脱がせられるのか……」

　失敗した。

　そうか、さも自然な流れのようにふるまって勢いで言えば意外と通るのか。勉強になったが俺には難しそうだな。

「そうでございます！　脱ぐのでございますよ！」

「なぜミナギが勢い込んでいるんだ……」

　邪悪な目的があると邪推せざるを得ない。

「筋肉は人生だと思うのよ」

　脳筋王女は語る。

「鏡を見なさい勇者様。あんたの人生は、あんたの体に表れるわ」

「俺の人生、ねぇ」

　なにも為なさずなにも願わず、なにも背負わず。

　負荷のかからない人生を送ってきました。こんな人生も筋肉に表れるのでしょうか。

「どんな人生だろうと表れるわよ」俺の心を読んでユーフェミアは力強く言った。「あんたは……そうね、なにかやろうとして途中であきらめてきた人生ね」

「なにそれこわい」

　当たりすぎである。さすがは筋肉の妖よう精せい。

　しかしユーフェミアは今の分析でも不完全だと思っているらしく、

「詳しくはわからないわ。だって裸をまじまじ見てないから」

「脱ぐのでございます！」

「ちょっとミナギ黙ろうか」

　いつ立ち上がった。いつ接近してきた。

　ミナギがぐいぐいこちらに迫っているのにもかかわらず、手が届く位置に来るまでまったく気付かなかったぞ……。

「まあしかし、いい機会ね。脱ぎなさい」

「え、ちょっと話の流れがわからない」

　俺がユーフェミアを脱がせるはずが、逆にユーフェミアに脱がされそうだ。

「あんたがあたしのいないあいだに、どんな風に生きてきたのか、興味あるわ」

「ミナギも、勇者様の体に興味があるのでございますよ！」

「ミナギちょっと黙ろうか」

　迫るな迫るな。息が荒い。

　魔王城の小さなケダモノが今、着物の袂たもとをはためかせて俺おれに迫ってきている。

　ともあれ脱衣派のユーフェミアとミナギがじりじりこちらに迫っている。

　無所属のレイラは読書に夢中なので、頼れるのはもう着衣派のアイアリスだけだ。

　そう思ってアイアリスを見れば、

「ふむ……余も少し思うところがあるでな。余と会う以前の勇者の暮らしぶりには興味があるぞ。というわけで脱げ」

　派閥替えしやがった。

　こうして前をユーフェミア、左をミナギ、後ろをアイアリスと窮地に追い込まれた形。こうなると無所属を味方に引き込み頭数を増やすしかないのだが、

「おいレイラ、魔王の名において命じる。勇者を脱がせろ」

「ふぁ、ふぇ!?　りょ、了解であります！」

　本の世界から急に現実に引き戻されて面めん喰くらっていたが、そこは軍人、すぐさま上官の命令を体中に伝達し、俺のほうへと駆けてくる。

　四方を囲まれ俺の服がやばい。どうにか切り抜ける道を探そうにもじりじり迫る四人の少女の熱量はその包囲網を着々と狭めている。なにこの状況。

　確かに魔王城に来るまで俺はかわいい女の子のいる生活を望んでいたような気がするが、こういうのじゃない。こういうのじゃないんだ……！

「問うぞユーフェミア。本当に勇者の過去がこれでわかるのだな？」

「もちろんよアイアリス。アスツラピ王国第三王女の名に懸けて誓うわ」

　王女の名がとんでもなくどうでもいいことに懸けられようとしている。

　迫る四人の少女。襲い来る八つの手。うち六つが魔族の手で残り二つが脳筋の手である。これはもうあきらめるしかないね。

「せ、せめて優しくしてください……」

　乙女おとめのように目を伏せる。

「天井のシミを数えているあいだに終わらせるのでございますよ」

　そう言うミナギの息が荒いのでなにも安心できなかった。

　でもとりあえず天井を見てみる。

　そこには、シミ一つない魔王城の石の天井があった。

　ミナギの言うことなんてもう信用しねぇ。

「しかし、余の勇者が思ったより抵抗せんな。ひょっとして人間世界では肌を見せて相手を知ることは一般的なのか……？」

「ちが、」

「そうよ！　だから最初に言ったでしょ、脱ぎなさいって！」

「そうか……てっきり余はユーフェミアがおかしいだけだと思っていたぞ……なにせ余の勇者からは脳筋王女と呼ばれているぐらいだからな……」

「こいつが軟弱なだけでしょ」

「うむ、そう、そう、なのか……？」

「違う！　ユーフェミアは常識的じゃない！　それだけは信じてくれ！」

「筋肉は嘘うそをつかないわ。よって、あたしも嘘をつかない」

「おまえ、筋肉の化身だったの……？」

　脳筋呼ばわりに怒るわけだ。もはやそんな程度の低い存在じゃなかった。ユーフェミアそのものが筋肉だったのだ……。意味がわからないよ……。

　それにしてもすさまじい説得力である。信じるもののある人間は強い。さすが修道女。おまえが崇あがめてんのクリュメノスじゃなくて筋肉だろ絶対。

「さ、脱ぐのでございますよ」

「ミナギもうおまえは黙れ」

　かくして抵抗の手段もなく。

「さあ、あんたの筋じん肉せいをあたしにさらしなさい」

「やめ、やめ……アーッ！」

　伸びてきたあらがいようのないほど強い八つの手に蹂じゆう躙りんされ――

　……あとは割愛。
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　正攻法は無いので、搦からめ手てを使わねばなるまい。

　夜。身を切るような冷たい風の中、闇やみに溶け込む黒い装束で風ふ呂ろ焚たき場の前に男が立っていた。

　俺おれだ。

　現在、風呂にはユーフェミアが一人で入っている。魔界式の風呂は冷めにくいので、風呂焚きをいちいちしなおす必要もない。なのでユーフェミアは今、周囲に誰だれもいないと思い込んでいる。

　俺はその油断を突いてユーフェミアの風呂をのぞく！

　……。

　俺はなにをしているんだろう……なんで幼なじみの風呂をのぞこうとしてるんだ？　本当に俺のしていることは正しいのか？

　人生の意味とか考えてしまう。

　でも、俺おれはユーフェミアの裸（特に背中）を見なければならない。

　仕事だから。すべては仕事だから仕方がないんだ……。

　まさか俺が『仕事だから』とか言い出す日が来ようとは……すごく言いわけくさい。

　というわけで風ふ呂ろをのぞく。

　計画的にはこうだ。

　一、気付かれないように風呂に接近。

　二、用意してきた台を使って風呂の窓から中を見る。

　三、そこには裸のユーフェミアが！

　背を向けててくれると最高だが、そればっかりは運だろう……むしろなにもない練兵場しか見えないとは言え、風呂の中をひたすら見ているより、外を見たがるだろうなぁという気はする。

　最悪、風呂をのぞいた瞬間に目が合う。

　その時は死もありうる。

　しかし、男には死ぬとわかっていてもやらなければならない時がある。

　というわけでこっそり風呂に接近、いつもの風呂を焚たく場所に台を置き、そっと窓から中を見る。















　本当に運よく、ユーフェミアの背中が見えた。

　こう言っては失礼だが、すごく女性らしい体つきをしている。

　俺おれの想像では、もっと大きくてがっしりしていて、それはもう人のものとは思えないような背中だったんだが。

　今見えているユーフェミアの裸はほっそりとしていて、想像よりも柔らかそうで、ずっとずっと、まるで女の人みたいで……。

　いかに俺が、ユーフェミアを異性と見てなかったかがありありとわかった。

　まあ、いいんだ。

　そんなことより、『遮さえぎる怒いか鎚づち』について調べなければ。

　寒いし。くしゃみでもしてバレたら間抜けすぎるからな……。

　さて、観察してみると、……心臓の裏あたりに鈍色にびいろの金属板があって、そこから『遮る怒鎚』の『手』の部分が生えている。

　金属板が背中に貼はりついてるだけ、にも見えるが……。

　ちなみに、ヴィヴィに言われていた『核』はあれだろうか。鈍色の金属板についている、小さな金色の宝石のようなもの。

　ユーフェミアの同意と協力があって壊すならば問題ないが、戦闘中に壊すのはほぼ不可能と思っていい。仮に戦いながらあれを壊せるほどユーフェミアを追い詰めることができたならば、もう『遮る怒鎚』の弱点なんて探さなくても勝っている。

　まあ、『核』は古代兵器の弱点という話だし、そうそう簡単に壊せるように設計しないだろと言われればまったくもってその通りなんだが。

　ともかく、『核』の位置は確認した。

　まだユーフェミアの意思確認をしていないので、壊すとしてもまた今度だ。

　だからあとはばれないように逃げるだけなのだが――。

　つい、考えてしまう。

　仮に、ユーフェミアを解放するため、あるいは一週間前の夜にユーフェミアが俺の部屋から去り際に言い残した『願い』を叶かなえるために、ユーフェミアと戦わねばならなくなった場合。

　俺はユーフェミアと戦えるのだろうか？

　……というのも、ユーフェミアがやけに俺に『強くなれ』と言うことや、そもそもの性格から考えて、ユーフェミアの『願い』というのが、『俺と本気で戦うこと』な可能性は非常に高そうな気がするのだ。

　植え付けられた数々の恐怖がある。

　バラ園での三日三晩とか。

　王城訓練場での兵士ドン引き事件とか。

　それに――語られた理想、『自由な者』への憧あこがれとか。

　負け続けて心を折られたとか、ユーフェミアは俺おれとは違う俺より優れた生き物なのだとか、そういうものは全部言い訳で。

　人には思い出があって、理想があって、憧れがあって、願いがある。

　勝利者にとっては些さ末まつでも、敗北者にとっては深刻な敗北というのはある。

　だって、ユーフェミアに負け続けて、俺の考えは間違いなく変わったから。

　俺は戦いが嫌いだ。痛いし、怖いし、疲れるし、めんどくさい。

　それに、戦いは人を変えてしまう。

　英雄であることにとり憑つかれたリーみたく。

　……俺が恐怖しているのは、戦うことで誰だれかの人生を変えてしまうことなのだ。

　だからユーフェミアと戦うために向かい合った瞬間に、俺がユーフェミアに勝つことで、あるいはユーフェミアが俺に勝ち続けることでどんな影響が出るのか、恐怖のあまり逃げださない自信がない。

　そんなふうに、俺は『魔王を護まもる』という言い訳なしに誰かに剣を向けられるのだろうかと、考えてしまうのだ。

　自分のために行動できない。無職とは無私。自分のために望まず、自分のために欲さず、自分のために願えず、自分を信じられない――そんな、自分のために情熱を燃やせない者の末路である。

　だから俺は、俺が信じているだけの『ユーフェミアのため』に剣を抜くことができないのだろう。

　だから俺は……こうして行動して自分をごまかしながら、ユーフェミアの意思を確認すると立派に聞こえることを言いながら、決定を相手に委ねようとしているのだろう。

　自分の行動の正しさすら、自分ではわからない。

　今はとにかく――ユーフェミアの言葉が欲しかった。

「ユーフェミア」

「……えっ？　えっ!?」

「俺さ、いっぱい考えたけど、わかんねぇんだよ。ユーフェミアがなにを願ってるのか、ユーフェミアが現状をどう思ってるのか。……だから、教えてくれよ。今のユーフェミアはなんのために、誰に生かされてるんだ？　ユーフェミアは、なにをしたいんだ？」

「そ、そうね……とりあえず今は、服を着たい、かしら……」

　そう。

　ユーフェミアは今、風ふ呂ろ場ばにいて。俺は風呂をのぞきに来ていて。

　当然、ユーフェミアは、全裸だった。

「なんで俺はおまえに話しかけてんだよ!?」

「しししし知らないわよバカ！」

　ユーフェミアの手がせわしなく動いて、まず濡ぬれた紫の髪を整え、顔を撫なでて、そして胸を隠す。

　その様子を見ながら思う。――確かに俺おれはバカだった。

　どうする。どうこの場を切り抜ける。

「えー、あー、そのー……ユーフェミア」

　とりあえず真剣な表情を作ってみる。

「な、なによ……」

　湯船に深く沈み込み、体を手で隠しながら、ユーフェミアはいじけるような表情で俺を見て、おずおずと声を発する。

　まだ話し合いの余地はあるようだ。

「聞いてくれないか。すごく大事な話があるんだ」

「……なによ」

「実は俺……」どうしよう。なにも思いつかねぇ。なにを言ったら風ふ呂ろのぞいたことを不問にしてもらえるんだ……。「……女の裸に興味がないんだ」

「はぁ!?」

　ユーフェミアはたいそうおどろいた様子だが、おどろきたいのは俺もだった。

　なにを口走っているんだろう俺は。

　しかし口走ってしまった以上は、どうにか女の裸に興味がないという体裁でこの場を切り抜けなければならないだろう。

「そう、実は自分でも深刻に感じるほど女の裸に興味がなくて、むしろ下着単品に興奮するようになってるんだ。だから大丈夫、安心してくれ。全裸のおまえなんか見ても、まったく興奮してない。むしろ事務的な感じでこう、一つ、ええと……」

　なにを言ってるかわからなくなってきた。

「……それじゃ、俺はこれで！」

「逃げられると思ってんの？」

　うん、実は思ってなかった。この世界はそんなに甘くないって知ってたよ。

「あーんーたーはー……無職！　ひきこもり！　鍛錬もさぼって！　そのうえのぞきまでするようになってたの!?　もう神の奇跡でもあんたを救えないわよ！」

　修道女に断言された。すさまじい説得力である。

「あんたを救えるのは、筋肉の導きだけよ！」

　筋肉の化身に断言された。すさまじい説得力である。

　だからおまえの宗派はなんなんだよ……筋肉一神教かよ。

「まずは走りなさい。大丈夫、やる気がなくても、疲れ果てても、『止まったら死ぬ』と思えば意外と走れるもんよ」

　言いながら、ユーフェミアの背後で不穏に動く『遮さえぎる怒いか鎚づち』。

　見る間にその手にはバチバチと音を立てる光の槍やりが――待て、死ぬ、それは死ぬ。

「そういうわけで……神の御み許もとまで走りなさい！」

　放たれる光の槍。

　狙ねらいは甘く、風ふ呂ろ場ばの壁をぶち抜くと、俺おれの横を通り過ぎて、俺の背後に着弾。

　なんとか直撃しなかったけど、この槍ってたしか爆発――

　思っていると、背後から光と衝撃。

　……あ、これ、ひょっとして死ん
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　人は意外と頑丈にできている。

　気絶の原因は脳のう震しん盪とうだったらしく、外傷らしき外傷もない。なので治療も必要ないが、一日は療養することになった。

　宝物庫で。

　顛てん末まつを知ったアイアリスにより謹慎が言い渡されてしまったのだ。

　なぜ宝物庫かと言えば、アイアリスの部屋や教室から近いため、抜け出そうとしてもなかなかできないだろう、との判断だ。

　まあ、扉の外でレイラが見張っている時点で、抜け出すのはどの部屋であっても不可能なのだが。

　さて、宝物庫での生活は、宝物用とは言え倉庫なので色々不都合があって当然のような気もするが、そもそも俺が暮らしている部屋が窓なし鍵かぎなし石造りの狭い場所なので、窓なし内鍵なし石造りの広い部屋に移ったと考えれば待遇は間違いなくよくなっている。むしろ、ずっとここでもいいぐらいだ。

　謹慎中なので動き回れないが、退屈は俺にとって苦ではない。

　無職とは無心。『なにもなさずにそこにあるだけ』という言葉にすれば簡単な、しかし実際にやってみると難しいことをやり続ける、大自然の一部の別称なのである。

　だからこうしてごろごろしているだけというのはまったく問題ない。

　というのが普段の俺なのだが……。

　つい、ユーフェミアのことを考えてしまう。

　あいつの『願い』は、なんなのかを。

　ユーフェミアが望むようにするには、なにを奪い、なにをあたえればいいのかを。

「……ああ、くそ、考えたくねぇな」

　考えこむのは嫌いだ。だって世界は戦争中。しかもよくよく全体に目を凝らせば、そこかしこに絶望の種が転がってるのは見えてしまうのだ。そしてその種から明るい未来が芽吹く情景など、情報を得れば得るほど見えなくなる。

　考えこむほどに、世界の暗さが浮き彫りにされていく。

　……なにも考えず、なにも為なさずに生きていきたい。

『ただ生きたい』と願う。『自分の周囲だけでも平穏であれ』と祈る。

　でも、願いも祈りも届かない。厄介ごとは転がってくるし、自分の周囲の平穏は知らないあいだに壊れている。

　だからきっと、願うべき神なんていないのだろう。

　修道女になったところで、神の奇跡はユーフェミアを救わないのだろう。

　一神教への人質となった王女を、国は助けないのだろう。

　ユーフェミア自身も、自力じゃどうしようもないのだろう。

　じゃあ、俺おれがあがくしかねぇじゃん。

　たどりついた結論にため息しか出ない。

　……とか悩んでいると、外から声がした。

　レイラの声と、ユーフェミアの声。二つの声は少し問答したあとにやみ、足音が一人分、宝物庫内へと入ってくる。

　体を起こして出迎える。

　入ってきたのは、ユーフェミアだった。

「どうしたんだ？」

「どうした、って……あれ？　あたし、なんであんたの部屋に？　あれ、ここ宝物庫？」

「……なんか、前も来訪の目的を忘れてたことがあったみたいだけど、大丈夫か？」

「う、うっさいわね……なんか、足が向いたのよ。それよりも、こっち見ないでよ」

　ゴミを見るような瞳ひとみを向けられた。

　なまじ顔立ちが整っているだけに、その蔑さげすむ表情は強烈である。

　泣いてもいいかな。

　俺が失意のどん底にいるのにもかまわず、ユーフェミアは宝物庫内を歩き回る。

　たぶん、本を探しに来たのだろう。最近のユーフェミアは、魔族の言葉を覚えるのに努力しているのだ。

「……体、もういいの？」

　そのあたりに積んである本の中身を検あらためながら、ユーフェミアがぼそりと言う。

　……心配してくれていたのだろうか。

「ああ、大丈夫だ。謹慎が言い渡されてなきゃ、洗濯に掃除もできる」

「基準が家事なのね……」

　あきれるような、悲しむような声だった。

　ユーフェミアは本を閉じると、こちらを向いて微笑ほほえむ。

「あたしがなんのために誰だれに生かされ、なにをしたいか――だったかしら」

「……あ、ああ」

　風ふ呂ろをのぞいている時に、無意識に投げてしまった問いだ。

　状況を思い出して少し照れる。

「もう、へんな反応しないでよ。あたしまで恥ずかしいじゃない……」

　ユーフェミアも照れたように本の表紙に視線を落とし、

「あたしはきっと、戦うために生きてる」

　しばらくの沈黙のあと、秘めた感情のうかがえない平へい坦たんな声で言う。

「生きるのは戦いのためだし、戦いがあたしを生かしてる。……でも、あたしはきっと、戦いなんかしたくないんだと思う」

「……変わったな」

「変わってないわよ。……覚えてる？　継承権争いはいやだって言ったこと」

「覚えてるよ」

「あたしは強くなったら、未来の戦いがなくなるって思ってた。だって、あんたのおじいさまは国からの召し上げを断って、ただの民として生きることを選んだから。……英雄には生まれを覆して生き方を選ぶ権利があるって思ってたの」

「今は、思ってないのか？」

「……今は、わからない。それに、関係ない」

「なんで」

「あたしは英雄にはなれないから」

　ユーフェミアの視線が、俺おれに戻っていた。

　その顔は、笑っている。

　ただ、その笑顔は、やけに空っぽに見えた。

「生まれと肩書きは、人を縛るわ。あたしはいくら尖とがってみても王女としてしか生きられない。だってあたしには、三千万人の国民を見捨てることなんてできないもの。あたしは王女として政治と外交のために生きて、王女のまま死ぬ。そうすることで国は守られて、民は少しだけ幸福になる。それが、高貴なる者の義務なの」

「……」

「でも、それは『アスツラピ王国第三王女』の人生であって、あたしの人生じゃない。……英雄がなんで英雄か、あんたのおじいさまはなんで勇者になれたのか。……それは、自分の信じることを、自分で信じるままにやるからだとあたしは思うわ。……あたしにはできない。あたしは国民の数を知ってて、自分の身勝手がどれだけの数を犠牲にするか知ってしまったから」

「知ってしまったって……いつだよ」

「……いつ……あれ、いつだろ……」

　本が落ちる音。

　みるみるユーフェミアの顔色が悪くなっていく。

「おい、ユーフェミア！」

「あ」

　呼びかけると、ユーフェミアはかすかに反応する。

　顔色はよくなっていく。どうやら、死んだような状態になるのは避けられたようだ。

「また、なった。また、あたしが、あたしじゃなくなりそうだった……」

「自分の身に起こったことは、わかるのか？」

「わかんない……わかんないよ……でも、あたしじゃないあたしが、自分の中にいるの。そいつはたまに顔を出して、あたしの知らない手柄を立てるの。あたしの体を使って……」

　ユーフェミアは、体を抱いて、震える。

　それから、焦点の合わない瞳ひとみで俺おれの方向を見て、

「あたしはどこにいるの？」

「おまえは、ここにいる」

「でも、王女とか修道女とか、肩書きばっかりが世界には遺のこるのよ？　あたしは自分の証明として、戦う力を磨いてた。でも、その戦う力も、誰かが出てきて勝手に使っていく……じゃあ、あたしはどこに遺るの……？　王女でも修道女でもない、ユーフェミアは、どうすれば遺るの？　やだよ……あたしは、あたしを覚えててほしい……！」

「ユーフェミア、落ち着け」

「……そう、あたしの『願い』は――」

「ユーフェミア」

　ともすれば、大事なことをユーフェミアの口から聞く好機だったのかもしれない。

　けれど、あんまりにも死にそうな顔で震えているから、つい、止めてしまった。

「いいんだ、ユーフェミア。無理をするな」

「無理？　無理なんて……」

「青白い顔で言っても説得力がないぞ」

「……ねぇ、昔の約束、覚えてる？」

「約束？」

「継承権争いが嫌で自由になりたくて、一万人を倒せるぐらい強くなりたいって言った時」

「……いや」

「そっか」

　ユーフェミアはさびしそうにつぶやいて、俺おれに背を向ける。

　そして宝物庫の出口に足を進めながら、

「あたしに勝って。それがあたしの願い」

　そんな言葉を言い残して、落とした本もそのままに、出て行った。

「勝てって、無茶言うなよ」

　一人きりの宝物庫で、運び込んだベッドの上、横になる。

　勝つことでなにを奪い、なにをあたえてしまうのだろうか。

　なんにもわからないが、一つだけわかったことがある。

　それは、王女としての重責と立場と、ユーフェミアとしての欲求と願望。その二つにはさまれて、ユーフェミアは今にもばらばらになりそうだということだ。

『自分』がありすぎるのも考えものだ。生まれ背負った役目が重いならばなおさらに。

　王女として生まれなければユーフェミアはもっと自由になれただろうに。生まればっかりは人の力ではどうしようもないときたもんだ。

　本当――この世に神はいないし。

　運命というやつは、なにもかも間違えていると思った。



















五章　無為なる勇者と死にたがり女王
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「あれ、あたしなにしてたんだっけ……」

　翌朝、練兵場での出来事である。

　俺おれはアイアリスに罰として言い渡されたので、昨日ユーフェミアが壊した風ふ呂ろ場ばを直していた。

　別に急ぎの仕事でもない。しばらく士官用の風呂場は使えなくなるだろうが、一般兵用の大浴場はすでに解放されているのだ。

　だから俺が日もまだ昇り切らない朝早くから風呂の修理をしていたのは、単純に眠れなかったのと、暇を持て余していたからである。

　……という理由でトンテンカンテン資材室にあった木材と釘くぎで風呂の外壁補修を行っていたところ、ユーフェミアがふらふらと俺の背後に現れた。

　で、どうしたんだこんな早くに、と聞けば、『なにしてたんだっけ』である。

「……最近多くないか？」

　朝あさ靄もやの中にいる紫の瞳ひとみの修道女に問いかける。

　最近、俺のところを無意識に訪れることが多い気がするのだ。

「なに、ひょっとして寂しいとか？」

「寂しいわけないでしょ！」

　怒られた。

　……そうして怒鳴って覇気が感じられるようになって、やっと俺の知っているユーフェミアである。

「でも、わかんないのよね。最近、気付いたらあんたのとこにいることが多くて……今日だって、あたしは部屋で寝てたはずなのよ。起きた記憶もないのに、気付いたら目の前にあんたがいて……」

「……そういう病気か？　寝てるのにふらふら歩くっていう……」

「わかんないけど……気に入らないわ。あたしの体なのに、あたしじゃない意思が動かしてるみたいで……」

　吐く白い息は、濃い朝靄に混じってすぐに消えてしまう。

　ユーフェミアが体を抱いて震えるのは、なにも早朝の寒さのせいだけではないだろう。

　ひょっとしてこれもまた、例の『死んだような症状』と関係あるのかな、と考察する。

　……思っていたよりも、ユーフェミアにまつわるあれこれは、切迫した状況なのかもしれない。

「……あたしも手伝うわ」

　しばしの沈黙のあと、ユーフェミアはそんな申し出をした。

　まあ、ユーフェミアが壊した風ふ呂ろ場ばなので手伝うというところに不自然はないのだが、正直、手伝われると手抜き施工がばれそうで怖い。

「いや、いいよ」

「いいわよ。……確かにあんたが風呂をのぞいたのが原因だけど、直接壊したのはあたしだもの」

「いいってば」

「なんかかたくなね……いいから手伝わせなさいよ」

　補修している壁のすぐそばにある、資材箱に伸びてくるユーフェミアの手。

「いいって」

　やんわりと振り払う。

　するとユーフェミアは俺おれの顔を見てしばしむっとしたあと、

「わかったわよ……」

「そうか」

「……とでも言うと思ったか！」

　俺が安あん堵どした隙すきをついて、手を伸ばしてきた。

　ただの脳筋だと思っていたのに策略を使いやがった。

　あわててユーフェミアの手を払いのける。

「っの、」

　ユーフェミアも意地になった様子で、しつこく俺のそばにある資材箱に手を伸ばす

が――

　――その時。

　銀色に輝くなにかが、ユーフェミアの袖そで口ぐちから飛び出し、資材箱にぶつかった。

　それは、グラディウス。

　ユーフェミアが好んで使う、両刃で幅広の短剣だった。

「あぶなっ!?」

「え、嘘うそ……」

　ユーフェミアが、今しがた自分の袖口から飛び出し、資材箱を破壊して釘くぎや工具などをふっとばしたグラディウスを見て、怯おびえるように震える。

「あたし、しばらく、武装してなかったのに……魔王城に来てから武装なんて必要ないって思って、剣なんて、持ってなかったのに……なんで、あるのよ」

「……ただの癖じゃないか？　袖そで口ぐちにあったのに気付かなかったぐらい、重さになじんでたみたいだし」

　世界を巡るならば、商人だろうが芸人だろうが、剣のひと振りぐらいは持っているのが自然な世の中である。

　ユーフェミアは王女兼修道女として交渉や特務に出向くことが多かったようだし、場所によっては武装を認めてくれないところもあるだろう。だから、袖口や服の中に武器を隠し持つ癖がついていても、なんら不思議ではないのだが。

　それでもユーフェミアは、

「絶対にない」

　怯おびえながら、青ざめながら、震えながら、断言した。

「百歩ゆずって無意識に持つことはあっても、こんな、腕を振り回したぐらいで飛び出るような持ち歩き方するなんて、絶対に……それこそ確実に剣を抜くつもりで持って行く時ぐらいしか、ありえないわ」

「……」

「ねぇ、あたし、おかしくない？　ちゃんと声、出てる？　ちゃんと、あんたのこと、見てる？　自分の意思で動いてるように、見える？」

「見えるよ。……少なくとも、今は」

「どうなってるんだろ、あたし……」

「ユーフェミア……」

　かける言葉が見当たらない。

　なんとも嫌な静けさが広がる。

　そんな中、



「あら、叩たたき起こそうかと思っておりましたが、お二人とも随分とお早いですね」



　靄もやの向こうから涼しい笑顔を浮かべて練兵場に入ってきたのは、ヴィヴィだった。

「……どうしたんだ？」

　特殊な事情がない限り、ヴィヴィが魔王城を訪れるのは週に一回のはずだ。

　昨日来たから、あと一週間は来ないはずなのだが。

　俺おれの視線から質問を読み取ったのだろう、ヴィヴィは微笑ほほえんだまま小首をかしげ、

「伝令です。用事もなくあなた様の顔を見には来ませんよ」

「あ、じゃあ、あたしは外すわね」

「いえ、ユーフェミア様に伝令です」

「あたしに？」

　ユーフェミアは自分を指し示し、問いかけるように紫の瞳ひとみを俺おれへと向ける。

　しかし俺だってユーフェミアへの伝令の心当たりはないので、結局、俺とユーフェミアの視線は、ヴィヴィに移った。

　ヴィヴィは着ているローブの胸元から一枚の羊皮紙を取り出し、

「勅ちよく書しよです。ユーフェミア・ペンドラゴン・アスツラピは今日付けでクリュメノス一神教から還げん俗ぞくし、一両日中に王城へ登城すること。……つまり、修道女の立場を捨てて王城へ帰ってきなさい、とユーフェミア様のお父様であらせられる国王陛下はおっしゃっているのですよ」

「え？」

「いきなりのことでおどろかれているかもしれませんが、明日までに荷物をまとめて、アスツラピ王城へわたくしとともに向かっていただきます」

「どうして、いきなり……」

「あなた様は充分に働かれました。しばらく自由にしていいと国王陛下からの温情です」

「……そう、なの」

　納得できていない様子ではあったが、ユーフェミアはそれ以上なにも言わなかった。

　しかし……。

「それにしても、ずいぶんいきなりだな」

「わたくしは、可及的速やかにユーフェミア様を解放して差し上げるのが一番ユーフェミア様のためになると判断いたしましたので」

　つまり、ヴィヴィなりにユーフェミアを自由にするために尽力してみた、ってことか。

　それから、『もしもの時』に備えて、ユーフェミアの政治的・外交的影響力を抑える試み、ということでもあるのかもしれない。

　しかし……。

　ユーフェミアには『あたしに勝って』と言われたし、仮にユーフェミアが一度死んでいて何者かの意思で無理やり生かされているとしたら、解放してやりたい気持ちも嘘うそじゃないが……。

　具体的にどうする？

　いきなり、なんの脈絡もなく戦いを仕掛けて、勝って、死ぬかもしれないのに『遮さえぎる怒いか鎚づち』の『核』を壊すのか？

　……さすがにそれはちょっと、と躊ちゆう躇ちよしてしまう俺がいる。

「王城でしばし静養したあと、以降はわたくしの部隊に所属していただくことになるかと思います。『遮る怒鎚』は、これまでの功績をたたえて一神教から献上されるそうです」

　俺が考えているあいだにも、ヴィヴィはユーフェミアに向けて話を続ける。

「さらにその後、となると『状況に応じて』としか言えませんが……かなり自由に動けるとは思います」

「あ、うん……ありがとう、ございます」

　ユーフェミアの声はどこか茫ぼう洋ようとしていて、力がない。

　対してヴィヴィは普段と変わらず、はっきりと力のある、それでいて柔らかい声で、

「本日はわたくしも魔王城に泊めていただきます。明日、ユーフェミア様を連れて王城へと帰る予定です。勇者様、申し訳ないのですが、使用してもいい部屋に案内していただけませんでしょうか？」

「ああ、わかった。……ユーフェミアも城内に戻ったらどうだ？」

「あたしは……あたしは、あんたがいないあいだに、お風ふ呂ろの補修をすすめとくわ」

「城内に戻ったらどうかな！」

　このままでは手抜き工事がばれてしまう。

　どうにかして誤魔化さなければ俺おれの評価が危うい。

　けれど。

「……っていうか、あんな隙すき間まだらけの補修されちゃたまんないわよ。それともなに、またお風呂をのぞく気でこんなのぞき穴だらけの壁にしてるわけ？」

「『またお風呂をのぞく』？」

　手抜き工事はしっかりとばれていたのだった。

　しかも予想だにせぬ邪推まで上乗せされて、俺の評価はもうガタ落ちだ。

「……ふむ。まあ、部屋に行く途みち次すがらに詳しくお聞きしましょう」

「いや、おまえに言われてやった仕事だろ!?」

「さてさて、なんのことでしたか……」

　ヴィヴィが楽しそうに笑う。

　俺を追い詰めて楽しんでやがるなこいつ……。

　蒼そう髪はつ蒼眼の俺の上官殿は、本日もたいそう性根がねじくれているようだった。

「あーもう、いいからさっさとヴィヴィさんを案内してきなさいよ。さもないと資材と一緒に釘くぎで打ち付けて壁にするわよ」

「それ、一般的には『磔たつ刑けい』って呼ばれてるような」

「ちなみに、アスツラピ王国に不敬罪はありませんが、王族侮辱罪はあるので、場合によってはユーフェミア様の一言で磔刑にすることも不可能ではありません」

「不敬罪となにが違うのか前々から疑問だったんだが」

「不敬罪は『王族が侮辱されたと感じたら』罪に問われ、王族侮辱罪は『王族が侮辱された事実を立証できたら』罪に問われます。ちなみに今この場で王族侮辱罪を適用するならば、わたくしが法廷で証言して勇者様を磔刑にします」

「ひどい罪の捏ねつ造ぞうを見たぞ……」

「だからきりきり案内しなさいって言ってんのよ！」

「はいはい、もう、わかりましたよ！」

　というわけで、ユーフェミアの様子に気になるところはないでもないが、これ以上ここでうだうだしてると磔はりつけにされそうなのでヴィヴィを客間に案内することに。

「……ま、魔王城の構造は把握しているのですがね」

　ヴィヴィが小さな声でつぶやく。

　……ユーフェミアに聞かせられないことを俺おれに話す気ということか。

　それでも、俺が予想した『もしもの時』に備えた、という話をされるだけだろうが。

　というわけで練兵場をあとにする。

　ユーフェミアはさっさと大工仕事に取り掛かったようで、俺とヴィヴィが城内に戻る前にはもう、トンテンカンテン大工仕事の音が後ろから聞こえてきていた。

　その音に混じって、

「……あたしは結局――」

　なにか、声が聞こえたような気がしたが。

　聞き取れなかったし、振り返って見たユーフェミアはすっかり大工仕事に没頭していて、俺たちのほうなんて見なかったので、そのままヴィヴィを案内する。

　でも……。

　修道女じゃなくなって、一つ自由になったはずなのに。

　どうしてユーフェミアの表情は、あんなにも悲しそうだったのだろうか？
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「余は非常に機嫌が悪い」

　朝食の席でアイアリスは言った。

　場所は厨ちゆう房ぼう横の第一食堂である。

　起きてきた魔王一味にふるまう朝食を作り終えて、配はい膳ぜんしながら「今朝もパンと生野菜だけなのか？」「そうだけど？」「……そうか」という会話をアイアリスとして、各自席に着く。

　ユーフェミアがいない時は、アイアリスを最上座に据えてその両りよう脇わきにミナギとレイラ、そしてアイアリスと向かい合うように俺が座る。

　だが今日は、テーブルを二つくっつけて、ミナギとレイラそれぞれの隣に、いつものようにユーフェミアと、それからヴィヴィがいる。

「余は非常に機嫌が悪い」

　アイアリスはパンをけだるそうにかじりながら、頬ほお杖づえをついて赤い瞳ひとみでヴィヴィを見て繰り返す。

「魔王様、お行儀が悪いですよ」

　なかなか不穏な視線をアイアリスから向けられているのだが、ヴィヴィは至って涼しげな表情のまま、パンを小さくちぎっては皿に戻し、ちぎっては皿に戻し、という行為を繰り返している。お行儀が悪いですよ。

「しかし魔王様、『王』と呼ばれるわりにはなかなか質素な食生活をしておいでですね」

「食生活については質素にするつもりなどないわ。……というか余の勇者がまったく料理を作れんのだから仕方なかろう。余は勇者に対し不満は数あれどだいたい我慢できるが、食事に関しては魔界から料理長が出てくるまで魔王軍を呼び出してやろうかと毎日葛かつ藤とうしておるぞ」

　俺おれが料理の種類を知らないばっかりに、世界が滅びそうだったらしい。

「でもさ、しょうがねぇじゃん。俺、料理なんて今までしてこなかったんだから」

「……おい人形。料理係を遣わせとは言わん。余の勇者になんらかの手段で料理を教えてやってくれんか」

「今度、搬入する物資の中に料理の本でも入れておきましょうか。……それにしても勇者様、士官学校では野外調理の方法なども教えるはずですが」

「缶詰と干し肉を水で煮る料理しか覚えてねぇよ」

　もっと種類があった気もするが、基本的に士官学校で習う調理術は『保存食をおいしく食べて士気を維持する方法』である。生の野菜が手に入り、白いパンがあるような状況で作れる料理など習うはずもない。

「っていうかユーフェミアはできねぇのか？　旅が長かったんだろ？」

「……あたしに料理をしろと、そう言うのね、あんたは」

　俺を見るユーフェミアの紫の瞳が濁っている。

　……客人だからという理由で今まで料理をさせようともしてこなかったが、どうやらその判断は正解だったらしい。

　これ以上踏み込んだら危険だと、俺の全神経が警鐘を鳴らしていた。

「そういえばユーフェミア、余はおまえの旅の話に興味があるぞ」

　アイアリスがパンをかじる手を止めて、少しだけ身を乗り出す。

　対してユーフェミアは紫色の瞳でアイアリスを一いち瞥べつ、それから頬杖をついて、

「別に、アイアリスが聞いておもしろいことなんかないわよ」

「そうは言うがなユーフェミア、余は過去の魔王の記憶でしかこの世界を知らんのだ。その記憶とて、ところどころ穴が空いておるしな。……まあ、すべての闇やみの力が解放され、余がいよいよもって人類侵略に乗り出すその時にはすべての土地とすべての人種を知っているやもしれんが、今の余にとっておもしろくないこの世界の話など、そうそうないぞ」

「……でも、勇者から聞いてるでしょ、色々。こいつも結構な数の土地を旅してるはずだけど」

「そうなのか!?」

　アイアリスが赤い瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせて、俺おれのほうを見る。

　ミナギとレイラの視線も、気付けばこちらに向いていた。

「……まあ、旅をしたような、してないような」

　おのれユーフェミア、余計なこと言いやがって。

「言ってもかなり昔の話だぞ。この世に戦争が起こってないぐらいの昔だ。世界各地を回るじいちゃんにくっついて、いろんな場所を見た。……幼いころだから、もうほとんど覚えてねぇけどさ」

「なぜ話さんのだ！　余は退屈しているとあれほど……ええい、今日は徹夜だ！　勇者から旅の話を聞き出すぞ！　良いな皆の者！」

「御意にございます」

「了解であります！」

「……」

　こうなるだろうから、黙ってたんだよ。

　めんどくさいことにしやがって、とユーフェミアを恨みがましい視線で見れば、ユーフェミアは『話してなかったの？』とでも言うような、あきれた顔でこちらを見ていた。話してねぇよ。俺の性格考えてください。

「……まあ、それはそれとして、ユーフェミアも話してやったらどうだ？　俺とは違うところも回ってるだろうし、なにより記憶に新しい土地が多いだろ？　俺よりも鮮明な話ができると思うんだが」

　あと、ユーフェミアからあらかじめ魔王一味に話をしておくことで、俺の話で省略できる部分が増えると思うので。

　というわけでユーフェミアから旅の話をする空気を演出してみたのだが、当のユーフェミアは食事の手を止めて思い悩むように沈黙する。

「どうした？」

「話してもいいんだけど、あたしの話、食事中にするようなものじゃないと思ったのよ。……修道女だし、その、色々見てるから」

　修道女だし、ね。

　修道女とはなんなのかを少し考えてみる。傭よう兵へいとして戦う者。ユーフェミアの場合は王族として交渉する者。それから、傷ついた人を癒す者。死者のために祈る者。

　そして、死者を弔う者。

　戦争は身元のわからない遺体が出る。……それら家族に弔ってもらえない遺体を埋葬し弔うのは、修道女や僧そう侶りよの役目のはずだ。

　だから、ユーフェミアはアイアリスの顔色をうかがう。

　人死にを嫌い、世界を滅ぼす宿命を嫌う優しい魔王。それに、幼い見た目もまた、ユーフェミアに話を躊ちゆう躇ちよさせる原因だろう。

　しかしアイアリスはユーフェミアの気遣うような視線をよそに、

「構わん、ありのままを話すが良い。余は知りたいのだ。世界の流す涙を。人の生きざまと散りざまを。……そして願わくば、人と人が争うこの世界にも、人が人を想おもうことはあるのだと――流れた涙に報いるだけの笑顔があるのだと、知りたいし、知るべきなのだ。それこそが『魔王』。世界を滅ぼす力を持ち、己が咎とがと宿命に刃向かう余の責務である」

「アイアリス……」

　ユーフェミアは、感動したように魔王の名をつぶやく。

　……アイアリスはこのように、たまに立派なことを言う。

　けれど騙だまされてはならない。

「まあしかしだ。あんまりひどい話をされると、うっかり『滅ぼしてもいいんじゃないか』と思ってしまうことも、あるかもしれん。余は痛いのとか嫌いであるからな。話の内容によっては耳を覆う準備はあるぞ」

「……なにそれ」

　ユーフェミアが一瞬でげんなりする。

　アイアリスが残念な名君であることをまだ認識していなかったらしい。

「というわけでユーフェミア、まずは楽しい話からするがよい。なに、冷めるような食事でもない。少々長くなっても構わんぞ。というか余は冷めるような食事を食べたいぞ」

「ユーフェミア、俺おれも話を聞きたいな」

　アイアリスの関心がユーフェミアの話から食事への不満に移りそうだったので、あわててユーフェミアに話を促す。

「……楽しい話、ねぇ」

　ユーフェミアは少々困ったような顔をしていたが、

「うーん、お風ふ呂ろかしら」

「……ユーフェミアは風呂しか娯楽を知らんのか」

「うっさいわね。裸の付き合いを重んじるのよ。まったく、明日帰るっていうのに、一回もアイアリスの肉体を見れなかったし……」

「言い方がおぞましいわ！」

　アイアリスがぎゅっと体を抱く。

「まあいいわ。クリュメノス一神教は世界各地に支部のある宗教だから、当然、色んな人種がいるわけよ。中でもいい筋肉をしてたのは、イラサリールの子ね」

「……風ふ呂ろの話をしていたはずが、筋肉の話になっておるのだが」

「お風呂は筋肉を見る場所でしょうが」

　その認識は絶対に違う。

　しかし筋肉の化身であるユーフェミアに反論しても説得をされるだけだろうし、ここは黙ってユーフェミアとアイアリスの会話を見守ることにする。

「イラサリールの子の肌は琥こ珀はくみたいな色でね。琥珀、見たことある？　貴重なもので、あたしもお父様に献上されたのを一回見ただけなんだけど」

「知っているぞ。珈琲コーヒーのような色をしておるのだな」

「……こーひー？」

「む、この世界にはないのか……？　まあ良い。魔界の飲み物だ。続けろ」

「まあ、わかるならいいわ。それで、その女の子、細身でちっちゃくてすごくかわいいんだけど、足とか長いし、筋肉もすごく均整がとれてるのよ」

「ほう」

「ね、おもしろいでしょ？」

「……まだ人物紹介しかされておらんのだが」

「筋肉の話をしたでしょ？　どんな鍛え方してるんだろう、どんな環境で育ったんだろう、どんな速さで動くんだろう……そう考えるだけでわくわくしない？」

「ユーフェミア、貴様は脳筋だ」

「なんでよ!?」

　……というか、しばらく会わなかったあいだに、筋肉のことばっかり考えるようになっちゃったなぁ、ユーフェミア。

　どういう反応すればいいんだろう……悲しめばいいのか、困ればいいのか。

「まったく、この面白さがわからないなんて……かわいそうなアイアリス」

「なぜ余を憐あわれむ!?　おかしいのはユーフェミアであろうが！　なにかないのか！　そのいい筋肉の者について！　そやつがなにをしたとか！　そやつがどんなやつだったとか！　どんな珍奇な癖があったとか！　そういう具体的な話は！」

「ああ、その子、いっつも一人だったわね」

「ん？　ユーフェミアとはともに風呂に入ったのではなかったのか？」

「無口でいつも一人で、なに考えてるかわからなかったから、ちょっとお風呂に連れ込んだのよ」

「勇者、言ってやれ」

「地ち下か牢ろうはあちらです」

「だからなんで牢ろう屋や行きを勧めるのよ!?　あたしがなにしたって言うの!?」

　痴漢だろうか。

　というか異国の女子を風ふ呂ろに拉ら致ちする王女とかすごいな……アスツラピ王国すげぇよ。外交問題が怖すぎて震えがきたよ。

「……して、そやつはなぜ一人を好むのだ？　連れ込んだ結果なにがわかったのだ？」

「親に虐待されてたみたいなの。それで、人間不信だったみたい」

「……そうか」

「イラサリールでは少なくないみたいね、そういうの。……男尊女卑、とでも言うのかしら。あそこの国は男性の権限が強くて、女性の権限が弱いの。地方によって差があるみたいだけど、その子は特にひどい地域で生まれたんだって。それで、同じような境遇の女の子たちといっしょに親から逃げて……一神教にたどり着けたって」

「そうか」

　アイアリスは目を閉じてうなずく。

　……想像しているのだろう。あるいは、心に刻んでいるのだろう。

『世界が流す涙』……この世にあふれる、痛くて苦しくて、悲しいことを。

「それで、そやつはどうなった？」

「別に？　仲良くなって別れたわ。救護班だったから今もまだどこかで傷ついた人を治療してるんじゃないかしら」

「……なんだ、なにかないのか、事件などは。ユーフェミアとそやつの仲が深まった出来事などは。なにか嬉うれしいことはないのか」

「その子は神様を信じてたわ」

「……『クリュメノス』をか」

　アイアリスは、痛みをこらえるような顔をする。

　ユーフェミアは、そんなアイアリスに微笑ほほえみかけて、

「その子にはなにもなかった。だから、一神教から全部もらったんだって。飢えた朝に一切れのパン。凍える夜に一枚の毛布。傷を負った体に包帯を、ずたずたの心に信仰を。不幸な環境で生まれたけれど、神だけは自分を見捨てなかった。親は殴るし、人は裏切る。世界は敵だらけだけれど、神様だけは自分を救ってくれた、だから神様にすべて捧ささげます、だから神様だけは自分を裏切らないで、ってね。……真ま似ねできないほどに、強い強い信仰心だったわ」

「……狂信だな。『クリュメノス』はそやつを救うどころか、そやつのことすら知らんというのに」

「そうね。思わず殴ったわ」

「殴ったのか!?」

「殴るわよ」

　きょとんとするユーフェミアである。

　いや、殴っちゃダメだろ……。

「だって、その子、いい筋肉してたから」

「……勇者よ、ひょっとして余は、そなたらの言葉を間違って翻訳していたりするのか？　言葉の壁を取り払うのは、無意識でもできるぐらいに基本的な魔法なのだが……」

「いや大丈夫だ。ユーフェミアだけが違う言語でしゃべってる」

　肉体言語である。

「まあ聞きなさい。その子はね、とても強かったのよ。長い距離を走り抜けた足を持っていて、重い荷物を背負い続けた体に、自分より弱い人を助ける腕を持ってた。……たぶんその子は、どんな環境で生まれようが生き抜いたと思うわ。そういう体つきだった」

「……」

「だからね、いらっとしたのよ。一神教の支部にたどりつくために歩いたのは自分の足でしょ。イラサリールの砂漠を旅するのに重い物資を背負っていたのは自分の体でしょ。倒れた仲間を引っ張って来たのは自分の腕でしょ。……どこに神様の手助けがあったのよ、って。ただいたぶられ殺されるだけだったかもしれない人生を変えたのは、自分の強さなのに、そのことに気付かず、いもしない神様にすがる姿に、すごく、嫉しつ妬としたのよ」

「嫉妬？」

「あたしには、今のしかかってるものを投げ捨てて人生を変える力はないから。力があるのに『力がない』って言ってる姿が、すごくまぶしかった」

　ぐっとユーフェミアは手を伸ばした。

　なにかをつかむように、天に向かって。

「強くなりたいなぁ……もっと、もっと。強くなったらきっと、いろんなつまんないこと、しなくてもよくなるのに。あたしには、捨てる覚悟も、背負ったまま進む力もない。だからこの世界は窮屈で、がんじがらめで……うまく息ができないわ」

　――自由になりたい。

　ユーフェミアは、吐息のような声で、言った。

「けれど、お風ふ呂ろ場ばにいきなり連れ込んで一方的に殴ったのに、どうしてその後仲良くなれたのか、ミナギは不思議でございます」

　ミナギの疑問に、ユーフェミアは「ああそれはね」と言って、

「反撃されたから」

「はい？」

「あたしが一方的に殴っただけじゃなくて、ちゃんとその子もあたしを殴ったから、仲良くなれたのよ」

「な、殴り合いをすると仲良くなれるのでございますか……？」

　たいそうおどろいた様子だった。ミナギの文化圏にはない方法なのだろう。

　ちなみに、俺おれの文化圏にも『殴り合って仲良くなる』という文化はない。

　たぶん肉体言語を公用語とする人たちの文化だろう。

「ねぇアイアリス」

「なんだ脳筋」

「……その呼び名について、あとでちょっと話があるわ。それはいいとして、あんたは、重くないの？　『魔王』っていう肩書き。投げ出せるなら投げ出したいと思わない？」

「思わんな。この肩書きは誰だれかが背負う。魔王というのは血統ではなく発生である。他ほかの魔族が結婚し子を遺のこすのに対し、魔王だけは魔界の奥深く、『祭壇の塔エウブーレウス』に、時が来れば自然と発生するのだ。仮に余が魔王の肩書きを投げ出すことができたとして、魔界に新しい魔王が発生するだけであろう。……余の咎とがは余のものだ。次なる世代は仕方がないとしても、この世代にあるうちは、余が背負う」

「……覚悟してるんだ」

「覚悟？　違うな。余は確かに魔王として生まれ魔王として生きることを強しいられている身ではあるが、魔王という生き方を嫌っておらん。むしろ望んでおる」

「どうして？　あんたは世界を滅ぼしたくないんでしょ？」

「そうだ。そして、過去の魔王の多くも、世界を滅ぼしたがってなどおらなんだ。……だから、余は記憶を遺そう。世界の涙と、それに報いる笑顔の記憶を。余の記憶を引き継いだ未来の魔王が少しでも長く踏みとどまれるよう。過去の魔王の記憶は断片だらけではがゆいが、それでも、しっかりと引き継がれるものはあるでな」

「それは？」

「『温かさ』だ」

　アイアリスは俺を見る。

　……いや、違う。俺に下賜された、先代魔王の剣を、見る。

「先代魔王はこの世界を、あるいはこの世界の誰かを好いておった。その誰かと過ごし育はぐくんだ『温かさ』は、しっかりと余にも受け継がれておるぞ。……問題は立場でも境遇でも、強さでも弱さでもない。なにができるか、なにを遺せるか。動かしようのないものにがんじがらめにされてなお、未来のためになにができるかだと余は思う」

「……未来」

　ユーフェミアが拳こぶしを握りしめる。

「納得できんならそれでも良いぞ。余は人間ではないし、他の魔族とも違う。魔王の常識に沿って動いておる。ならば納得しようとするのが誤りであろうからな」

「ううん。あたしにも、なんとなくわかる。……ああ、そっか。そうよね。あたしはあたしが死んだあとのことを考えて強くなろうとしてたはずなのに……いつの間にか――」

　ユーフェミアの拳こぶしが、強く握りしめられすぎて震えている。

　表情こそ静かだったが、じっとテーブルを見る紫の瞳ひとみには、後悔とか自じ嘲ちようとか、そういう感情がうずまいているように見えた。

「……ごちそうさま」

　まだ半分ぐらい食事が残っているのに、ユーフェミアは立ち上がった。

「もういいのか？　それともまずかった？」

「まあ、おいしくはないけど……そうじゃないわ。ちょっと、一人で考えたいだけ」

　そう言い残して食堂から出ていくユーフェミア。

「いったいどうしたのかね」

　なにを思っているかわからなくて、ついついため息が出る。

　アイアリスはふっと笑い、

「王や王女という立場はな、考えて考えすぎることはない。ただ、時間制限があるだけだ。ゆえに、決められた時間内で最善の結論を出すため、すべてを投げ出し考え込まねばならん時もある」

「まるで王様経験があるかのような口ぶりだな……」

「余は魔王であるぞ!?」

　そうだった。

　魔王は魔族たちの王だ。……『まおう』という名前のゆるい生き物ではない。

「しかし、みんな大人になっていくなぁ……」

　変わってしまった、とも言う。

　考えることが多くて大変そうだ。

　まあ、背負うことをやめた俺おれにはわからない苦労ということで。

「さて、体が成長して、心もまた比例するように成長するかは定かではありませんが」

　パンをすっかり小指の先ほどの大きさの複数の塊に変えてしまったヴィヴィは、席を立ちあがりながら言う。

　そんだけいじっておいて食わねぇのかよ。

「三千万という数の多さを、勇者様はご存じですか？」

「……一応」

　厚みも色もある想像をしろ、と言われればその限りではないが。

　三千万――王都に住んでいるだけじゃない。端から端まで、数えられる限りすべてを数えた、アスツラピ王国の国民総数である。

　たぶん、実際はもっと多いのだろう。

　戦争のあおりでアスツラピに流入して隠れ住んでいる難民もいるだろうし、治世の届かない山の奥深くなどに住んでいる民族だっているはずだ。

「ユーフェミア様は、修道女というかたちで、ずっとアスツラピ王国を護まもっていてくださいました。三千万の数を背負って、です。……勇者様から見て『大人になった』と思うのならば、その重みがユーフェミア様を大人にしたのでしょうね」

「あんま重いものにのしかかられたら、逆に背が縮みそうだけどな。……そういう意味じゃ、アイアリスはもう成長しないんじゃねぇかな」

「余の背はこれからまだまだ伸びるぞ！　すごく大きくなって、いつか勇者を見下ろしてやるのだ！」

　俺おれを見下ろすアイアリス……想像できない。

「自分も大きくなりたいであります。宝物庫の入り口の剣を振りまわせるぐらいに……家屋に納まりきらないぐらいに大きくなりたいであります」

　レイラが夢見るような顔で言う。

　……それは戦士としては理想的な成長なのかもしれないが、たいそう日常生活に難渋しそうな未来予想図だった。

「ミナギは身長はさほどなくていいのでございます。その代わり胸がまだまだ欲しいでございますなぁ」

　と言いながら胸を両手で左右から挟み込み、青い瞳ひとみをこちらに向けるミナギ。

「ユーフェミア様のお風ふ呂ろをのぞいたと聞き、考えたのでございますよ。勇者様は胸がある程度大きくないと興味を持てないのではないかと」

「……ヴィヴィ、魔王一味に説明していいか？」

「勇者の業務は国家機密ですよ」

　笑う蒼そう髪はつ性悪上官。

　普段は機密にする気があるか怪しいものなのに、どうしてこういう時ばっかり機密だのなんだの言いだすのか。俺への悪意があるとしか思えなかった。

「……なにやら人形と余の勇者のあいだには、余に言えん秘密があるようであるな」

　魔王様がみるみる不機嫌になっていく。

「いや、秘密っていうか……まあ、その、風呂をのぞいたのには事情があると思っていただけたら、幸い、って、いうか……」

　赤い瞳の鋭さが、俺が言葉を重ねるごとに増していく。

　もうなにを言っても言い訳にしか聞こえない空気ができあがってしまっていた。

「……余は非常に機嫌が悪い。おい人形、余に隠れて余の勇者と秘密を作るな。次から伝令の時には余も同席するぞ。さもなくば魔王軍百万を呼び出して全力で貴様らの会話に聞き耳を立ててくれるわ」

「……どうするよヴィヴィ。このままだと世界が滅ぶんだが」

「時には世界の命運よりも大事なものがございます」

「俺おれとの話は違うよな？」

「さて、ご想像にお任せします。……では、わたくしもこれで。ごちそうさまでした」

　言いながらヴィヴィは食堂をあとにする。

　……っていうか、なんにも食ってねぇじゃねぇかよ。

「勇者様、くれぐれもお仕事のことは内密に。さもなくば前線に送りますよ」

「え、なんでそんな厳重に釘くぎ刺していくの？」

「そのほうが勇者様が苦しまれるでしょう？」

　片目を閉じて微笑ほほえみ、鈴を転がすような声で言うヴィヴィ。

　おどろくほど性悪だった。

「……勇者よ、あの性悪となにを話した。洗いざらい吐いてもらうぞ」

　ヴィヴィがいなくなり、俺に詰め寄る魔王一味。

　前線送り云うん々ぬんはいつも言ってる冗談のような気もするのだが、よくよく考えてみれば、俺に言い渡された仕事の内容は少し魔王一味に話すには黒いような気もする。

「いや、まあ、大したことじゃないよ」

「信用できるか！　大したことでもないのになぜ去り際にわざわざ釘を刺していく！」

　それはあいつが性悪だからだよ。

　見ろ、策略にはまって、おまえらに問い詰められて俺は今苦境に立たされてるじゃん。

「よしレイラ、ミナギ、勇者を取り押さえろ。なんだか余は非常に機嫌が悪いので、全身をクルクルしてでも勇者から性悪との話の内容を聞き出す」

「『クルクル』!?」

　なにをされるのだろうか。

　擬音からはまったく想像がつかない……。

　かくして魔王の命を受けた忠実なる眷けん属ぞくは両側から俺をがっちりとおさえ込む。

　席を立ち俺のほうへと寄ってくる魔王。

「……ぎょ、行儀が悪いぞ、食事中に立ち歩くとか。ほら、ご飯も冷めるし」

「そういうことが言いたいのであれば、冷めるような食事を作らんか愚か者」

　反論できなかった。

　くそう……料理、覚えなきゃな。

　まあ今はそんなこと言ってる場合でもないんだけどね。

「では、これより第二回、勇者の審問を始める。ちなみに、法は余で、裁判官は余で、審問官は余だ」

「独裁!?」

「黙秘は認められておるが、黙秘は余の心証を悪くすると知れ。あまり悪くすると社会的に自分の首を絞めることになるぞ」

　助けを求めて左のレイラを見る。

「隠し事はよろしくないでありますよ。正直にまっすぐに生きるべきであります」

　なんか諭された。

　おそるおそる右のミナギを見る。

「ああ、これから陛下によるめくるめく勇者様の審問なのでございますね……想像しただけで鼻血……鼻血が」

　予想通りすぎて不安しかなかった。

　よし、理解した。

　これはもう、だめかもわからんね。
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　深夜である。

　風ふ呂ろ場ばの補修やらなんやらで必要以上に疲労したせいで早めに眠ってしまい、目覚めたらまだまだ世界が夜だった。ちなみに謹慎は『本を取るのに邪魔』ということでもう解けている。

　どのぐらい深い夜なのかはわからないが、まあ、眠ったのが夕方だったのから考えれば、たぶん深夜で間違いないだろう。少なくとも牢ろう屋やみたいな俺おれの部屋の隙すき間まから朝の光が漏れだしてはいない。

「あー、だるい」

　再び目を閉じてまどろむ。

　体は活動状態まで覚かく醒せいしないが、頭はやけに動きがよくて、考えてしまう。

　日が昇ればユーフェミアはアスツラピ王城に帰る。

　なにもできなかった。

　死んでいるらしいというのは、ヴィヴィの情報で聞いた。

　たまに自分の意思じゃなく動くらしいというのは、ユーフェミアの行動から知った。

　自由になりたいという気持ちは、昔から変わってなかった。

　あたしに勝って、それが願いだ――と直接言われた。

　けれど、戦う理由がなかった。

　……違う。なかったのは戦う理由じゃなく、俺の自信だ。

　たぶん『遮さえぎる怒いか鎚づち』を壊せばユーフェミアを縛る『なにか』から解放される気がするのだが、情報が足りないうえに集めようがなくて、たぶんを後押しする要素がなかった。……『俺はそう思う』以外に、なにもなかったのだ。

　俺なら確実にユーフェミアを解放できる！　という自信がなくて。

　自分の行動がいい結果につながるという自信も、ない。

　だからなにもできない。

　……とか考えていると、静かに、そっと、部屋の扉が開く気配があった。

　俺おれの部屋にはご存じのとおり内うち鍵かぎが存在しないので、いつでも誰だれでも入ってこれる。

　起きて出迎えるなり警戒して備えるなりするべきなんだろうが、今現在魔王城にいるのはアイアリス・レイラ・ミナギの魔王一味か、ヴィヴィかユーフェミアぐらいのものだろうし、目を開けるのもめんどうくさい。

　……でも、ミナギだったらなんかやばい気がする。

　足音を殺すように石の床を踏み、気配は俺の寝ている場所へと近づいてくる。

　なぜ忍び寄る。なにをする気だ。

　ミナギなのか。

「おい」

　目を閉じたまま、気配に声を投げかける。

　すると気配は俺のすぐ横で止まった。

「……こんな時間になんの用事だ。夜食でも作ってほしいのか？」

　答えはない。

　ならばこちらも起きない。

「とにかく部屋に帰って寝とけよ。明日、ユーフェミアも帰るみたいだし、朝起きて見送りぐらいするだろ？　今から起きてたら朝には眠くなるぞ」

　ごろり、と寝返りをうつ。

　――その時。

　どすん、と。今まで俺がいた位置を叩たたき潰つぶすような衝撃があった。

「……おい、危な――」

　さすがにちょっと注意しなければならないだろうということで、めんどくさいこと甚だしかったが、目を開けて上体を起こすことに。

　すると。

　ベッドに突き立つ銀色のグラディウスと――

「どうしてよ」

　泣きそうな顔をした、紫色の修道女が、見えた。

「どうして、あんたは、いっつもいっつも、起きてんのよ」

「最近、考え事が多くてな」

　世の中はどうしてこうもやってられねぇんだろうな、とか。

　そういうくだらないことを死ぬほど考えてる。

「……で、なにこの斬ざん新しんな目覚まし。一歩間違ったら死ぬよ俺」

「一歩間違ったから生きてんのよ、あんたは」

　グラディウスがベッドから引き抜かれる。

「ご覧の通り、あたしは、あんたを殺しに魔王城に来たのよ、勇者様」

「ふらふらと俺おれの部屋訪れること多かったな、そういえば」

「そう。全部、寝込みを襲うため。……あんた、なんでこんな不用心な場所にいんのよ。鍵かぎもないとかおかしいでしょ。何度だって襲撃されるわよ、こんなとこ」

「……『なんでこんなとこにいるんだっけ』って何度も言ってたな。あれは、ごまかしか？　それとも、本当に自分の意思じゃなく俺のとこに来てるのか？」

「半分」

　ユーフェミアは、俺のベッドに腰掛けた。

　無防備な背中と、『遮さえぎる怒いか鎚づち』が目の前に来る。

「あたしは、あんたを殺したくなかった。……でも、あんたを殺さなきゃならなかった。毎朝覚悟して、殺さない、抗あらがってみせる、って思ってるのに、気付けば剣を持ってあんたのところに来てる。だから、半分」

「抗うって誰だれに？」

「『これ』に」

　ユーフェミアは、『遮る怒鎚』を軽く動かした。

「ねぇ、信じられる？　あたし、一回死んでるのよ。一回死んで、『これ』に生き返らされて、『これ』に言われるまま行動してる。……頭の中に声が響くのよ。あれをしろ、これをしろ、って。逆らったり、遂行に不都合な行動をとろうとすると、心臓が止められる。まあ、脅しね。おまえを生かしてるのは私だ。逆らえば命はない、って。……道具に脅されて、あたしは生きてるのよ」

「今、べらべらしゃべってるけど、大丈夫なのか？」

「大丈夫みたいね。……だって、ことに及ぶ瞬間を目撃されてるんだもの。もうごまかせなんて言わないでしょ、『これ』も」

　言いながら、グラディウスでユーフェミアは軽く『遮る怒鎚』を叩たたく。

「ところで、俺を殺すか？」

「……迷ってる。殺さないと生きられないけど、殺してまで生きたくない」

「そうか」

「だから、あんたが決めて」

　そう言って、ユーフェミアはこちらを見もせずになにかを俺に放ほうり投げた。

　受け取ってみれば、それは、俺が魔王から下賜された剣だった。

「勝負しましょう。あんたがあたしに勝ったら、あたしは大人しく死ぬわ。でも、あたしがあんたに勝ったら、あたしはこの先も絶対に死なない。なにをしようとも生き延びてみせる。……どんな汚いことも、どんなにやりたくないことも」

「ずいぶん不自由そうな人生になるな」

「……そうね。でも、最近、気付いちゃったのよ」

　言いながらユーフェミアは立ち上がる。

　たぶん、場所を移す気なのだろう。

「『自由』なんて、どこにも存在しないわ」

「……」

「あたしは縛られて生きてる。あたしの『自由』は、あたしじゃない誰だれかの意思と行動があって、初めて得られるものなの。……ヴィヴィさんに仮初の自由をあたえられて、わかったわ。結局、あたしは、自分の『自由』のためになにもできてない。周囲が勝手にあたしを『自由』にした」

「ヴィヴィのやったことは間違いだったのか？」

「あの人は正しいわよ。でも、あの人は人の心がわからない。あたしは与えられた自由じゃなくて、自分で勝ち取った自由が欲しかった」

　ユーフェミアは、部屋の入り口まで進んで、振り返る。

　そうして、紫の瞳ひとみを細めて笑い、

「だから、あたしを殺して」

　願いを。

「あたしが自由になるにはもう、それしかないから。……最後まで自分の力で自由にはなれなかったけど、あんたが、あたしに勝って、あたしを自由にするのよ」

　……幼かった日と比べれば、ずいぶんと歪いびつになってしまった願いを、口にした。
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　練兵場に出た。

　まだまだ明あけ星ぼしは昇りそうもなく、夜の闇やみと、凍えるような風と、ぼんやりとした靄もやが世界を支配している。

　左手には補修された風ふ呂ろ場ばが見える。

　……俺おれとユーフェミアで力を合わせて直したのだ。大工仕事ははまれば楽しく、俺にしては珍しいことに、没頭なんぞしてしまった。

「二人きりでいいのか？」

　練兵場の奥に立つユーフェミアに問いかける。

「一人よりはマシでしょ。……人知れず死ぬのは、怖いわ。だから、あんたにだけは、知っててほしい。あたしがなにを思って、どんなことをして、死んでいったかを」

　バチバチと『遮さえぎる怒いか鎚づち』に光の槍やりが形成される。

　……これから始まるのは尋常ならざる勝負だ。どちらも命を奪うことなんて望んでないのに、どちらも命を奪うべく剣を抜いている。

　でも、失われた自信が剣を迷わせる。

　この勝負に俺おれが勝てばユーフェミアは『自由』になれる――けれど、本当に俺なんかにあたえられる『自由』で、ユーフェミアは幸福になれるのか。

　なにをしても裏目に出そうな気がする。

　自信がない。自分が行動すれば、いい結果が出る、という確信が持てない。

「手は抜かないほうがいいわよ。……あんたが死んだら、アイアリスが悲しむでしょ」

「……」

　俺もそう思う。だから、死ねない。

　でもさ。

「アイアリスはきっと、おまえが死んでも悲しむ」

　あの魔王様は、人が死ぬのが嫌いだから。

「……そんなこと、一ヶ月近くも一緒にいたら、わかるわよ」

　うつむいて、そんなことを言って。

『遮る怒鎚』に光の槍を装そう填てんした状態のまま、ユーフェミアはこちらにまっすぐ接近してくる。

　ユーフェミアの戦い方は、片手に一本ずつ順手に構えたグラディウスによって、『相手の攻撃を一方の剣で止めながら反対の剣で相手を倒す』というものだ。

　やっていることは『奇襲あるいは剣と関節技で相手の動きを封じてから刺突』のダガー術に近いが、刺突専門のダガーと違い、こちらの腕をグラディウスで絡め取られたりすると、手首をつぶしながら斬きられる。そうしてこちらの手首を落とした隙すきに反対の手で首なり胸なりを斬れば、ユーフェミアの勝ちだ。

　だからこちらとしては、密着距離まで接近を許さないように牽けん制せいしつつ、どうにか両手での攻撃を誘い、隙を見て頭を殴るか胸を突くか、という戦術になってくるわけだが。

　問題がある。

　ユーフェミアはそもそも足が異常に速いうえに、踏み込みに躊ちゆう躇ちよがない。

　おまけにこちらが防御に徹しようとすると、腕を伸ばして無理やりこちらの剣をからめ捕りに来る。

　……なんていう攻撃的な剣術。昔からその速さと強引さには苦しめられていたが、歳としを重ねて経験を積んだ今も、変わるどころかより進化している。

　だから、迫りくるユーフェミアに絡め取られないようにするために、俺はグラディウスに向けて剣を振る。

　結果は、予想とたがわずにユーフェミアのグラディウスに命中。

　両手持ちから繰り出されるこちらの剣の重みに、片手持ちのグラディウスは耐え切れない。よほど筋力差があるならまだしも、ユーフェミアと俺おれは単純な腕力だけなら俺のほうが少し勝っているはず。だからこのままグラディウスを弾はじき飛ばす。

　そのつもりで、グラディウスと合わさった剣に力を込める。

　けれど、ユーフェミアは予想外の行動をとった。

　片手じゃ俺の剣の重さを支えきれないから、防御に両手を割くと思っていた。確かにユーフェミアは自由なほうのグラディウスを俺の剣へと合わせる。

　けれどユーフェミアはあろうことか俺の剣に対し、一瞬で三回、グラディウスを叩たたきつけて、弾き飛ばしに行った俺の剣を逆に弾き返しやがった。

　異常な速さだ。

　ユーフェミアは掛け値なしに、俺の三倍の速度で動いていた。

「あたしがなんで、グラディウス二つなんていう武器の選択をしてるか、知ってる？」

　打ち合いながら、何度も弾きに行った俺の剣を、何度も弾き返しながら、ユーフェミアは心なしか上気した顔で問う。

　こちらは答える余裕がない。……強い連中というのは、戦いながらおしゃべりするのが好きすぎる。こっちはしゃべる余裕もないほど必死で動いてるってのに、どうなってんだよおまえらは。

「一般兵はブロードソードを使うわ。騎兵はハーフスタッフかランスを使うわ。街中ではダガーを持った暗殺者に襲われることもあるわ。そのすべてに対応できるからよ」

　何度目かの打ち合い。

　また叩き落とすべくグラディウスを狙ねらった俺の剣を、今度は受けずに、ユーフェミアは避よけたあとで、グラディウスで押さえた。

「ブロードソードは、叩き落とせばいい」

　そして俺の剣を押さえてないほうのグラディウスで、上から、思い切り地面に向けて叩きつけた。

　腕ごともっていかれるような衝撃。

　どうにか手放さずに済んだが、俺の体勢は大きく崩れる。

　頭が、首が、無防備にユーフェミアの前にさらされる。

　――俺の剣を押さえていたほうのグラディウスが、俺の首を落とすべく動く。

　受けようがない。

　なので、叩きつけられた剣に体ごと持って行かせて、そのままユーフェミアの横を通り抜けるように前転。

　転がった先で体勢を立て直しながら急いで反転し、切っ先をユーフェミアへ向けながら立ち上がる。

　ユーフェミアはとっくに構えに戻っており、けれど、こちらへは攻めてこなかった。

「勝つのは好きだったけど、戦いは嫌いだった」

　ユーフェミアは泣きそうな顔で、バチバチと音を立てる光の槍やりを振りかぶる。

「大きいねえさまも、小さいねえさまも、妹も、みんな好き。国民も好きだし、あんたのおじいさまも好きだった。おとうさまもおかあさまも好き。……ちょっと生意気だけどアイアリスも好きだし、言動はいかがなものかと思うけどミナギも好きだし、抜けてるけど生き真面目まじめなレイラも好き。……ヴィヴィさんも、好き。あんたのことも――」

「ユーフェミア……」

「強くなりたかった。強ければ願いは叶かなうと思ってた。……一人で一万人は相手にできないだろうけど、戦い方によっては、千人ぐらいなら相手取れると思うわ。今のあたしには『これ』があるし」

　今にも光の槍を放ちそうな『遮さえぎる怒いか鎚づち』を見て、ユーフェミアは薄く笑う。

「ねぇ、昔に戻れたら、って思わない？　……あたしもあんたも、まだほんの子供で。戦争は気配こそあったけど遠い世界の話で。王城のバラ園で日が暮れるまで遊んで。王族とか勇者の孫とか、そういう立場に振り回されないで、身分も生まれも育ちも、あたしたちをがんじがらめに縛る鎖にはなりえなかった、あのころに」

「そういう感傷は、俺おれにはわかんねぇよ」

「……世界の重さを自覚してなかったころに戻りたいとは、思わないんだ」

「今だって自覚してないからさ。なにも背負わず、なにも為なさず。……負荷のかからない人生を俺は選んだ。石を投げるやつも文句を言うやつもいるけど、俺はきちんとなりたいものになってるよ」

「今の生活？」

「いいや、無職」

　誰だれにも影響したくなかった。

　だって、俺が影響した相手が、いい方向に変わるとは思えないから。

　無職とは無為。なにもせずぶらぶらし、あるがままにして作為しない。人を変えない。世界を変えない。未来を変えない。現在を変えない。世界に波紋を作らない、究極の平和主義である。

「過去は懐かしいけど、俺は現在でいいや。だって、願っても祈っても戻れねぇじゃん。できないことを悩むより、なにも考えずに生きてたい。だから俺は過去に戻りたいなんて思わないんだよ」

「うん、そうね。確かに、そうだわ」

　言いながら、ユーフェミアは少しすっきりした顔で笑う。

「過去はやり直せない。ごまかしたり隠したりはできるけど。……あーもう。こんなこと、あんたに気付かされるなんてね。いくら生きながらえてみても、あたしはとっくに死んでるはずなのに」

「……」

「昔の約束、覚えてる？」

「……悪い」

「いつか、あたしに勝てるぐらいあんたが強くなったら、その時は……ってやつ。覚えてないか。まあ、あの時あんた、ボコボコだったものね。あたしの椅い子すだったし」

「……だんだん思い出してきたぞ」

　バラ園での記憶だ。

　やっぱりなにを言われたかは思い出せないが、その時の気持ちだけは思い出せた。

　絶望感。あと、かすかな苛いら立だち。

　たぶん、『無茶言うなよ』と憤ったんだと思うが、なんでそう思ったかはわからない。

　まあ、『あたしに勝ったら』とユーフェミアが条件を出したから無茶言うなと思った、というのが一番有力な予測なのだが。

「教えてはくれないのか？」

「あたしに勝ちなさい」

　キリキリと『遮さえぎる怒いか鎚づち』が駆動して、

「そうしたら、教えてあげるわ」

　光の槍やりが、俺おれの足元を目指して一直線に放たれた。

　狙ねらいは読めていたし、放たれる瞬間は予想通りだった。

　横に大きく跳んで回避する。

　次の瞬間、地面に光の槍が着弾し、轟ごう音おん――そして、すさまじい光が明あけ星ぼしの昇らない夜の世界を照らし、薄く練兵場を満たしていた靄もやを吹き散らす。

　地面には大穴がうがたれ、衝撃は跳んでいた俺を吹き飛ばす。

「次、行くわよ」

　地面を転がってこちらが体勢を立て直している隙すきに、もう『遮る怒鎚』に次弾は装そう填てんされていた。

　振りかぶり、投げる。ただそれだけで地面に大穴をうがち、轟音で耳を塞ぎ、光で目を焼き、人を軽々吹き飛ばす。

　これだけの戦闘能力があれば、武力で得られる『自由』には到達できる気がする。

　けれど、力じゃユーフェミアの欲しかった『自由』は、手に入らなかったのだろう。

　……違うか。力じゃ、じゃなくて。誰だれかに与えられた力じゃ、か。

「逃げるだけじゃあたしには勝てないわよ」

　三発目の光の槍やりが装そう填てんされる。

　確かに逃げるだけじゃ勝てない。避よけながらユーフェミアへと近づいて行かなければいけない。けれど近付けば当然、光の槍も当たりやすくなっていく。

　度胸がない。

　自信がない。

　踏み出した先に幸福な結末があるとはとても思えない。

　三発目の槍を避ける。……音と光と衝撃が体を叩たたく。

　四発目が装填されるのを見ながら、それでも俺おれはまだ、踏み出す決意をできずにいる。

　放たれた四発目の槍を横っ跳びして回避する。……前には進めない。横に動くだけだ。

　音と光と衝撃を覚悟して、体を固くする。

　……けれど、いつまでたっても、着弾したあとにおとずれるはずの衝撃は来ない。

　なにがあったと思い、つい、着弾したであろう位置を見てしまう。

　すると、そこには、



「うるさいと思えば、明あけ星ぼしも昇らんうちからなにをしておるのだ、おまえらは」



　光の矢を不可視の壁で止めて、握りつぶしたアイアリスの姿があった。

「アイ、アリス……」

　ユーフェミアが明らかに狼ろう狽ばいしている。

　……俺もたぶん、ユーフェミアと同じような顔をしているはずだ。

　だって、アイアリスの大嫌いな殺し合いを、今の俺たちはしているのだから。

「これは、その……」

　ユーフェミアが弁解をしようとする。

　アイアリスは、不機嫌そうな顔で腕を組み、鼻を鳴らすとツカツカと俺たちのほうへ歩いて来て、

「呼吸ができない世の中についに耐えかねたか、ユーフェミア」

「……」

「けれどなユーフェミア、なにに縛られているのであれ、どんな事情があるのであれ、勇者の命を狙ねらうのであれば、余の敵だぞ。……魔王を敵に回す覚悟が、貴様にあるか？」

「あたしだって、こいつの命を狙いたくなんかないわよ！」

　ユーフェミアは叫ぶ。

「でも、死ぬのも嫌なの！　……自分の命を捨ててこいつの命をとるべきか、こいつの命を奪って生きながらえるべきか、もうあたしにはわかんないのよ……！　だから、勝負の結果に全部あずけたいの！　邪魔しないで……割り込んでこないでよ……」

「ふん、邪魔するも割り込むもない。勇者は余の物だ。余は臣下を宝とする。自分の宝を盗まれそうになって黙ってやるほど、余は寛大ではないぞ」

「……どうして、誰だれにも邪魔されずに、勝負の結果に命を委ねたいっていうささやかな願いすら叶かなわないのよ」

「『誰にも邪魔されずに』いたいならば、まずは背中にある目障りな『手』を外したらどうだ？」

「……っ」

　ユーフェミアが唇を噛かむ。

　さすがに、見てられない。

「アイアリス、お願いだから割り込まないでくれ。これは、俺おれとユーフェミアの問題だ」

「……詳しい事情は知らんから、勇者に『割り込むな』と言われれば大人しく退ひこう。だが、一つ確認したい。……ユーフェミア、おまえはどうしたい？　可能不可能など関係なく、無理や無謀など考えず、おまえの望むものは、おまえの一番わがままななににも縛られていない願いは、なんだ？　勇者を殺すことか？　より強い力を手に入れることか？　あるいは、おまえを縛るもの――国家や、宗教をすべて壊して回ることか？」

「あたしは……」

　ユーフェミアは唇を噛みながら、泣きそうな震える声で、

「あたしは、殺したくないし、生きていたい……戦争を間近で見たら、未来のことなんかまったく考えられなくなった……ただ、生きたいって、死にたくないって、あたしの命を握ってる『これ』から自由になりたいって、そればっかり、考えてた……！」

　ユーフェミアは涙を流す。

　アイアリスはうなずき、

「ならば、余の慈愛を勇者へあずけよう」

　瞬間、俺の手にしていた剣が、黒く燃え上がる。

　リーの時と同じだ。……魔王の力が剣に込められ、いくらでも力が湧わいてくる。

「勇者よ、ユーフェミアを解放してやれ」

「……結局、殺すしかないのか」

「殺す？　ふん、余がそんなことを許すか。いいからその剣で古代兵器を斬きれ。そして、勝負をつけてやれ。それがユーフェミアを救う一番の近道になろうぞ」

「……本当に、これでユーフェミアを助けられるのか？」

　そんなことは知らない。

　調べても出てきていない。

　けれど、

「余を信じろ。さすれば余はすべてを救おう。それこそが余の法だ」

　……俺おれの魔王様がそう言うなら、信じないわけにもいかないだろう。

　――体に熱が入る。

　やっぱり俺は優柔不断で自信がなくて、誰だれかに決定してもらわないと前に進むこともできやしないけれど。

　それでも、決定してくれる誰かに全幅の信頼を寄せることは、できる。

「あたしは、無理。ごめん、アイアリス……あたしはあんたを信じられないから、抵抗する。抵抗して、しっかり、勝負をつける」

「まあ、それもよかろう。……余もこれ以上の手出しをするつもりも力もない。つまり、ユーフェミアを助けるのは勇者の実力にかかっているということだ」

「相変わらず重い剣だな、これは……」

　けれど不思議と投げ出したいとも思えない。

「行くぞユーフェミア」

「……ごめんね、信じられなくて」

　そう言って、ユーフェミアは光の槍やりを投げた。

　体勢を限界まで低くし、全力で前へと進む。

　頭上をかすめる風圧を感じる。光の槍は俺の上を通過し、先ほどまで俺が立っていた位置をうがった。

　次の光の槍が装そう填てんされるのを首だけ上げて確認し、さらに進む速度を上げる。

「さっきまでと全然動きが違うじゃないの……！」

　ユーフェミアのおどろくような憤るような声が聞こえて、次なる槍が放たれた。

　次の着弾位置は俺の進む先。ユーフェミアは感じたのだろう。もう俺が前にしか進まない気でいるのだと。

　だから上体を上げて、低かった体勢を剣を振れるぐらいに高くする。

　それから、飛来する光の槍を、剣で打ち払った。

「なっ」

　ユーフェミアの驚きよう愕がくを目まの当あたりしながら、さらに前へ。

　距離的に最後となるであろう光の槍が、『遮さえぎる怒いか鎚づち』に装填される。

「なんで、そんな急に、勇気も力も、出てくるのよ……！　あんた、あたしが『これ』に縛られてるみたいに、アイアリスに縛られてんの!?」

「いや、剣が重くてさ」

「はぁ!?」

「魔法と、願いと、祈りと、それから、おまえの命がかかった剣だ。重くて、重くて、前に進まなきゃ転びそうなんだよ」

　最後の光の槍やりが放たれる。

　でも、体は前に進む。剣の重みが恐怖を超える。

　眼前に迫る光の槍やりを、剣で打ちはらう。

　……なんだ、意外と簡単じゃないか。



「神様がおまえを救わないなら、魔王の慈愛がおまえを救う」



　返す刃で、ユーフェミアの左側――『遮さえぎる怒いか鎚づち』の腕部分を、叩たたき斬きった。

　はらはらと、『遮る怒鎚』が無数の光に分解され、空へと舞っていく。

「だから大丈夫だ。俺おれは安心しておまえに勝てた」

　気付けば、明あけ星ぼしが昇り始めていた。

「ああ、負けちゃった」

　薄紫色の空を背景に、光の羽根を散らしながら――一度は消えた命を動かしていた物を失いながら、ユーフェミアは静かにつぶやく。

「……結局、答えは？　おまえに勝てるぐらい俺が強くなったら、どうするんだ？」

「その時はね、あたしの語かたり部べにしてあげる、って言ったのよ」

「語り部？」

「『勇者』には語り部が必要でしょ？」

　ユーフェミアは、すっきりした顔で笑った。

　……ああ、そうか。絶望感と憤りの理由を思い出した。

「俺はどんなに強くなっても、おまえの横に並んで一緒に戦えないんだな」

　そのことが、悔しかったのだ。

　こいつは俺のことを対等には見てくれないんだと思って、悲しかったのだ。

　でも、当時の俺はユーフェミアに勝てないことを知ってたから、絶望したのだ。

「あたしを見て」

　ユーフェミアの、武器を手放した右手が、俺の頬ほおに触れた。

「あたしのこと、忘れないで。……アスツラピ王国第三王女でもない、クリュメノス一神教の修道女でもない、ユーフェミアのことを覚えてて。あたしは最期に、やっと、あたしになれたから」

「最期じゃねぇよ。うちの魔王様はおまえを殺さない」

「そっか。じゃあ――安心して、眠るわ」

　起きたら、またよろしく。

　そう言ってユーフェミアはこちらへ倒れこみ、力を失った。

「終わったようですね」

　……城内から静かな声が聞こえてくる。

　歩み出てきたのは、ヴィヴィだった。

　ヴィヴィはまっすぐ俺おれのところへ進むと、ユーフェミアをそっと抱きしめ、頭をなで、

「今はお眠りください。……長いお勤め、ご苦労様でした」

　それから、細身に似合わぬ腕力でユーフェミアを抱きかかえて、俺に一礼した。

「ありがとうございました。最後までユーフェミア様のわがままに付き合っていただき……なんとお礼を申し上げたものか」

「これが『最後』かどうかは怪しいところだがな」

「……かもしれませんね」

　ヴィヴィは微笑ほほえむ。

「さて、予定とは少し違いますが、このまま、ユーフェミア様を王城までお連れいたします。……次はまた来週、伝令に参ります。もちろん、火急の用があればその限りではありませんが」

　それでは、とヴィヴィは去っていく。

　その背に、

「おい人形」

　アイアリスが、厳しい表情で声をかける。

「貴様はどこまで描いておった？　ユーフェミアが勇者を襲うことも、古代兵器に生かされていることも、余がユーフェミアを救いたいと思うことも、最初からわかっておったのではないか？」















　アイアリスの声にヴィヴィは足を止め、

「その質問は野暮というものです。……わたくしはなんでも知っております。そのように設計されておりますので」

「……早い段階で余にすべて話せば、もっと楽に解決しておったのではないか？」

「手を加えたくなかったのですよ、わたくしはあくまで傍観者、環境を整えるのがお仕事ですからね。それに、信じておりましたよ」

　ヴィヴィは歩みを再開する。

「勇者をか？　ユーフェミアをか？　まさか余ではあるまいな？」

「『最初に組み込まれず、培われたもの』を」

「……なんだそれは」

「さて。なににせよ、悪い結末にはならないと思っておりました。……お疲れ様です皆様。それでは、わたくしはこれで」

　言い残して、ヴィヴィは去っていく。

　取り残された俺おれとアイアリスは、目を見交わし、ため息をついたのだった。



















終章　魔王の言葉と王女のその後



　　　　　　　○



　穴を埋める作業が一段落したのは、夕方になってのことだった。

　ユーフェミアのやつが遠慮なく光の槍やりをぶっぱなしやがったせいで練兵場は穴だらけ。別に訓練する兵もいないんだからいいじゃん、と言う俺おれに、アイアリスは『それならば魔王軍七十万を呼び出して訓練させてくれるわ』と反撃。このままでは世界が滅びるので、世界を守るために仕方なく練兵場の穴埋め作業である。

　勇者の仕事は腰に来る。

　風ふ呂ろ場ば補修のついでに風呂焚たき場に作った椅い子すに座り、手ぬぐいで汗をぬぐう。

　この時期のアスツラピ王国はかなり寒いのだが、朝からずっとやっていた重労働のせいで体がカッカしている。

　ここで誰だれかが水の一杯も持ってきてくれたらそいつに惚ほれてしまうかもしれないのだが、魔王一味は宝物庫の本にまだ夢中で、俺はしょうがないので自力で水筒に入れていた水を自力で蓋ふたを開けて自力で飲んだ。

　ただ水を飲むという動作をしただけなのに言い知れないむなしさが胸中を駆け抜ける。

「勇者ー、おなかがすいたぞー」

　……おまけに、城内からそんなことを言いながら魔王一味が出てきたもので、俺のむなしさはそろそろ俺の心臓を止めるかもしれない。

「今日は多めに作るがよいぞ」

　背後にミナギとレイラを引き連れたアイアリスは、なぜか威張ったような表情で胸を張りながら、こちらに接近すると俺の肩をぽんぽんと叩たたいて言った。むやみに偉そうである。おまえは王族か。ああ、王族だった。

「来客だ」

「魔王城に来客？」

「うむ、すでに中にいるぞ。……というかここまで一緒に来たのだが、どうやら練兵場に入るのにためらっているようであるな」

「……ちなみに、誰？」

「おおい、ユーフェミア！　なにをぐずぐずしておるか！　早く来い！　勇者に顔を見せに来たのであろうが！」

「わ、わかってるわよ……」

　おずおずと。

　やたらと居心地悪そうな感じで、アイアリスに大声で呼ばれた不機嫌な顔をして練兵場に来たのは、修道服を着た、紫の髪、紫の瞳ひとみの女性。……ユーフェミアだった。

「よう、お早いお帰りだな。それともヴィヴィに言われて魔王城暮らしになったか？」

「ていうか！　あんたもアイアリスもミナギもレイラも！　なんで普通に出迎えるのよ!?　あたし、絶対死んだと思ってたのに！　あーもう！　恥ずかしいったらないわ！」

「……まあ、アイアリスはおまえを殺さないって言ったしな」

　しかし、俺おれも平静な態度をとってはいるが、正直な話、不安でたまらなかった。

　穴埋め作業に没頭していたのも、そのへんの不安があったからなんだが……ともあれ、顔を見れて良かった。

　ユーフェミアが無事で、本当に良かった。

「なんであたしは助かったのよ!?」

「なんだ、助かったのに不満があるのか……余はちょっと助けなきゃよかったかなとか後悔し始めているぞ」

「そうじゃないけど……とにかく、納得いく説明をしなさいよ！」

「うむ、過去の魔王たちの記憶の断片であるが、『人と魔を繋ぐ剣カレドヴオルフ』はそういうものなのだ。人を殺さず、魔を殺さず。人と魔のあいだを遮さえぎるものを壊す。『絆きずなの剣』とでも言おうか」















　……というか、魔王の口から俺おれが使ってた剣がカレドヴォルフだというひどいネタバレがあったんだが。ヴィヴィ率いる『聖剣捜索部隊』はなにを探してるんだ。

　それに、じいちゃんは、なぜ『カレドヴォルフは湖に投げた』なんて嘘うそを俺に教えた？

「しっかしインチキくさいわね、その剣。なにも殺せない剣の存在価値がわかんないわ」

「古代兵器を殺した」

「……」

「人と魔の絆を遮るもの、それこそが我ら共通の敵だ。余の刃は人を傷つけず、魔を殺さぬ。『敵だけを断つ』。剣に望む役割に、これ以上はあるまいよ」

　ユーフェミアが俺を殺したくなかったから。

　そして、アイアリスを心のどこかで信じていたから。

　剣はユーフェミアを斬きらず、古代兵器だけを斬った――ということか。

「すべてを断ち斬る剣では、世界は救えんよ」

「……」

「繋つながねばならんのだ。人と人を。人と魔を。すべてを繋ぎ、すべてを一丸とせねば倒せぬ『敵』がいる。勇者と同じく、余もまた世界を護まもる安全弁の一つ。人が『敵』を倒せず、あまつさえ『敵』の思惑通り星を破壊しようとしてしまった時に、人を滅ぼすことで星を護る自浄作用……最後の手段、とも言うがな。……と、そこまでは思い出したのだが、まだ闇やみの力が高まっておらんでな。詳しいことはまだ思い出せん」

「だから背負い続けるんだ。投げ出さず、断ち斬らず、がんじがらめになってでも」

「もがくからからまるし、息も続かなくなる。……余は受け入れておるだけだ。そうすれば案外、どのような重みも『力』になるぞ」

「……うん、アイアリス、悔しいけどあんたは王様だわ。あたしなんかじゃ勝てない」

　ユーフェミアはなにかに納得した様子だった。

　それから、俺のほうを見て、

「しっかり護りなさいよ。……あんた、あたしに勝ったんだから。なにが来ても勝ちなさいよ。自信を持ちなさい。あんたの剣は人を救える。あたしが保証する」

　ユーフェミアの笑顔を見てたら、確かに俺が影響していい方向に進む人がいるかもしれない、とも思える。

　こうして俺は、少なくとも自信を取り戻したのかも、しれない。

　だけれど『よしやるぜ』とならないあたり、俺の無気力にも筋金が入っているなぁ、と夕焼け空に向けてため息をつくのだった。








あとがき



　初めまして。あるいはお久しぶりです。

　最近、どんなにがんばって昼型に直そうとしても絶対に夕方に眠ってしまい、結局深夜に目覚めて夜型になる者です。

　さて、冬ふゆ木きは趣味で占いを嗜たしなんでおります。占われる方ではなく占う方です。

　さて、この世には血液型占いというものがあります。ですが冬木は思うのです。『朝型・昼型・夜型占い』というものがそろそろできてもいいのではないかと。

　ためしに占ってみましょう。

　夜型の某Ｍ先生にご協力いただきました。

「あなたは何型に当てはまりますか？」

「昼型ですよ、今日も昼に起きました！」

「夜型でしょ？」

「まぁ、じゃあ、それでもいいですけど」

「夜型のあなたはどんな人ですか？」

「どんな人!?　……善良な一般市民かと」

※ここでＭ先生に『善良』という言葉を辞書で引いていただきました。

「確かに正直でも素直でもないか……ってやかましいわ。これ本当に占いなんですか？」

　ご協力ありがとうございました。

　というわけで、夜型の人は正直でも素直でもありません。

　謝辞です。

　担当の児こ玉だま様。改稿２と言いつつ本文がまるまる50ページほど新しい文章で申し訳ありません。三巻の進行ではご苦労をおかけしないようにしたいです。でも毎回ご苦労をおかけしないようにしたいと思ってご苦労をおかけしている気がします。本当にすみません。ありがとうございます。

　イラストの水みな月づき悠はるか先生。今回もかなりアレなスケジュールの中、イラストをあげてくださってありがとうございます。一葉の絵画のようなイラストには毎回感動しております。お渡しする情報量が足りないはずなのによくここまで、と感嘆しております。今後は可能な限り早めに本文を提出しますのでどうぞよろしくお願いいたします。

　最後に、この本にたずさわってくださった、この本を読んでくださったすべての方に感謝を。

　今回も次回予告などありますが、メタなネタがダメな人はご注意ください。

　それではまた次回にお会いできることを祈って。

冬木　冬ふゆ樹き








次回予告



「さて、次回予告を始めるぞ」

「だからなんだ『次回予告』って」

「次回予告は次回予告でありますよ。勇者の理解力が残念なのであります」

「レイラにだけは言われたくねぇなぁ……」

「で、次はだな……ふむ、アスツラピ王国の近衛兵長が来るそうであるな」

「うげ……マジかよ」

「どうしたのだ余の勇者よ。なにか嫌な思い出でもあるのか？」

「いや、うん、まあ……ないとは言わない」

「勇者に嫌な思い出を植え付けた相手、でありますか……きっと、やる気に満ちていて、模範的な人物で、メガネをかけた細身の男性なのでありますな」

「あらあら、レイラは勇者様のことをなにもわかっていないのでございますなぁ。勇者様が本当に苦手な相手なのであれば、女性に決まっているではございませんか。……というわけで、ミナギの予想する近衛兵長様は、柔和で優しく、親身になって相談に乗ってくれる肉感的な女性でございます」

「……これ、正解言ったほうがいいのか？」

「勇者は黙っておれ。ここで色々予想してみるのが楽しいのであろうに」

「そういうもんかぁ？」

「そういうものだ。そうであるな、今回は余も予想してみるか……うむ、勇者の苦手な相手はおそらく、無気力で職に就かず、なにをやっても中途半端に辞めてしまうような人間であろうな」

「その心は？」

「同族嫌悪と言うであろう」

「……言い返せねぇ」

「というわけで、次に魔王城にいらっしゃる近衛兵長様は、やる気に満ちていて柔和で優しく、親身になって相談に乗ってくれる、けれど無気力で職に就かず、なにをやっても中途半端な、メガネをかけた細身の男性的な女性でございます」

「人物像が破は綻たんしてるぞ!?」

「予想とはそんなものであろう。して、実際のところはどうなのだ？」

「え？　結局正解言うの？　……そうだなぁ、」

「おっと時間なのであります！　それではまた次回にお会いするのでありますよ！」

「なんだよ『時間』って!?」

「それではまた次回にお会いするのであります！」
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　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）
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　水月悠（みなづき・はるか）

　　花粉症と戦い続ける原画家・イラストレーター。春は杉やヒノキを切り倒して回りたい衝動と戦うのがたいへんです。







無気力勇者と知りたがり魔王２
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